
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
国
土
交
通
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令

（
建
築
基
準
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

建
築
基
準
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
建
設
省
令
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重

傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
そ
の
標
記
部
分
が
同
一
の
も
の
は
当
該
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
、
そ
の
標
記
部
分
が
異
な
る
も
の
は
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象

規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
確
認
済
証
等
の
様
式
等
）

（
確
認
済
証
等
の
様
式
等
）

第
二
条

法
第
六
条
第
四
項
（
法
第
八
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
確
認

済
証
の
交
付
は
、
別
記
第
五
号
様
式
に
よ
る
確
認
済
証
に
第
一
条
の
三
の
申
請
書
の
副
本
一
通
並
び
に
そ
の
添

付
図
書
及
び
添
付
書
類
、
第
三
条
の
十
二
に
規
定
す
る
図
書
及
び
書
類
並
び
に
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性

第
二
条

法
第
六
条
第
四
項
（
法
第
八
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
確
認

済
証
の
交
付
は
、
別
記
第
五
号
様
式
に
よ
る
確
認
済
証
に
第
一
条
の
三
の
申
請
書
の
副
本
一
通
並
び
に
そ
の
添

付
図
書
及
び
添
付
書
類
、
第
三
条
の
十
二
に
規
定
す
る
図
書
及
び
書
類
並
び
に
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
〇
国
土
交
通
省
令
第
九
十
二
号

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
五
十
三
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性

を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
国
土
交
通
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日

国
土
交
通
大
臣

斉
藤

鉄
夫





能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
八
年
国
土
交
通
省
令
第
五
号
）
第
六
条
に
規
定
す
る
書
類

（
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
二

条
第
六
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
、同
令
第
六
条
第
一
号
に
規
定
す
る
認
定
書
の
写
し
、

同
条
第
二
号
に
規
定
す
る
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
及
び
同
条
第
三
号
に
規
定
す
る
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
を
除

く
。
第
四
項
、第
三
条
の
四
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
添
え
て
行
う
も
の
と
す
る
。

能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
八
年
国
土
交
通
省
令
第
五
号
）
第
六
条
に
規
定
す
る
書
類

（
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
二

条
第
六
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
、
同
規
則
第
六
条
第
一
号
に
規
定
す
る
認
定
書
の
写

し
、
同
条
第
二
号
に
規
定
す
る
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
及
び
同
条
第
三
号
に
規
定
す
る
通
知
書
又
は
そ
の
写
し

を
除
く
。
第
四
項
、
第
三
条
の
四
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
添
え
て
行
う
も
の
と

す
る
。

２

法
第
六
条
第
六
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
と
す
る
。

２

法
第
六
条
第
六
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
と
す
る
。

一

申
請
に
係
る
建
築
物
の
計
画
が
特
定
増
改
築
構
造
計
算
基
準
（
令
第
八
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
基
準

に
従
つ
た
構
造
計
算
で
、
法
第
二
十
条
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
る
も
の
に
よ
つ
て
確
か
め

ら
れ
る
安
全
性
を
有
す
る
こ
と
に
係
る
部
分
に
限
る
。
第
三
条
の
九
第
二
項
第
一
号
、
第
三
条
の
十
一
第
二

項
第
一
号
並
び
に
第
八
条
の
二
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
適
合
す
る
か
ど
う

か
の
審
査
を
す
る
場
合

一

申
請
に
係
る
建
築
物
の
計
画
が
特
定
増
改
築
構
造
計
算
基
準
（
令
第
八
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
基
準

に
従
つ
た
構
造
計
算
で
、
法
第
二
十
条
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
る
も
の
に
よ
つ
て
確
か
め

ら
れ
る
安
全
性
を
有
す
る
こ
と
に
係
る
部
分
に
限
る
。



）に
適
合
す
る
か
ど
う
か
の
審
査
を
す
る
場
合

二
〜
四

（
略
）

二
〜
四

（
略
）

五

法
第
六
条
第
四
項
の
期
間
の
末
日
の
三
日
前
ま
で
に
法
第
六
条
の
三
第
七
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知

書
若
し
く
は
そ
の
写
し
又
は
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
第
十
二
条
第
六
項

に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
若
し
く
は
そ
の
写
し
（
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則
第
六
条
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
同
号
に
規
定
す
る
認
定
書
の
写
し
、
同
条
第

二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
同
号
に
規
定
す
る
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
、
同
条
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合

に
あ
つ
て
は
同
号
に
規
定
す
る
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
。
第
四
項
、
第
三
条
の
四
第
二
項
第
一
号
及
び
第
六

条
の
三
第
二
項
第
十
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
提
出
が
な
か
つ
た
場
合

五

法
第
六
条
第
四
項
の
期
間
の
末
日
の
三
日
前
ま
で
に
法
第
六
条
の
三
第
七
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知

書
（
以
下
単
に
「
適
合
判
定
通
知
書
」
と
い
う
。）若
し
く
は
そ
の
写
し
又
は
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性

能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
第
十
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
若
し
く
は
そ
の
写
し
（
建
築

物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
六
条
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て

は
同
号
に
規
定
す
る
認
定
書
の
写
し
、
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
同
号
に
規
定
す
る
通
知
書

又
は
そ
の
写
し
、
同
条
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
同
号
に
規
定
す
る
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
。
第

四
項
、
第
三
条
の
四
第
二
項
第
一
号
及
び
第
六
条
の
三
第
二
項
第
十
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
提
出
が
な
か

つ
た
場
合

３

（
略
）

３

（
略
）

４

法
第
六
条
第
七
項
（
法
第
八
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の

規
定
に
よ
る
適
合
し
な
い
こ
と
を
認
め
た
旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
通
知
書
の
交
付
は
、
別
記
第
六
号
様

式
に
よ
る
通
知
書
に
第
一
条
の
三
の
申
請
書
の
副
本
一
通
並
び
に
そ
の
添
付
図
書
及
び
添
付
書
類
、
法
第
六
条

の
三
第
七
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
、
第
三
条
の
十
二
に
規
定
す
る
図
書
及
び
書
類
、

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
第
十
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書

又
は
そ
の
写
し
並
び
に
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
六
条
に
規
定

す
る
書
類
を
添
え
て
行
う
も
の
と
す
る
。

４

法
第
六
条
第
七
項
（
法
第
八
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の

規
定
に
よ
る
適
合
し
な
い
こ
と
を
認
め
た
旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
通
知
書
の
交
付
は
、
別
記
第
六
号
様

式
に
よ
る
通
知
書
に
第
一
条
の
三
の
申
請
書
の
副
本
一
通
並
び
に
そ
の
添
付
図
書
及
び
添
付
書
類
、
適
合
判
定

通
知
書
又
は
そ
の
写
し
、
第
三
条
の
十
二
に
規
定
す
る
図
書
及
び
書
類
、
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の

向
上
等
に
関
す
る
法
律
第
十
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
並
び
に
建
築
物
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
六
条
に
規
定
す
る
書
類
を
添
え
て
行
う
も
の
と
す

る
。

５

（
略
）

５

（
略
）

（
建
築
設
備
に
関
す
る
確
認
申
請
書
及
び
確
認
済
証
の
様
式
）

（
建
築
設
備
に
関
す
る
確
認
申
請
書
及
び
確
認
済
証
の
様
式
）

第
二
条
の
二

（
略
）

第
二
条
の
二

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

６

前
条
第
一
項
の
規
定
は
法
第
八
十
七
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
に

つ
い
て
、
前
条
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
法
第
八
十
七
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
条
第
七
項
の

規
定
に
よ
る
交
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
条
第
一
項
中
「
法
第
六
条
第
四
項
（
法
第

八
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
と
あ
る
の
は
「
法
第
八
十
七
条
の
四
に
お
い
て
準
用

６

前
条
第
一
項
、
第
四
項
又
は
第
五
項
の
規
定
は
、
法
第
八
十
七
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
条
第
四

項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



す
る
法
第
六
条
第
四
項
」
と
、「
第
一
条
の
三
」
と
あ
る
の
は
「
次
条
」
と
、「
添
付
書
類
、
第
三
条
の
十
二
に
規

定
す
る
図
書
及
び
書
類
並
び
に
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成

二
十
八
年
国
土
交
通
省
令
第
五
号
）
第
六
条
に
規
定
す
る
書
類
（
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等

に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は

そ
の
写
し
、
同
令
第
六
条
第
一
号
に
規
定
す
る
認
定
書
の
写
し
、
同
条
第
二
号
に
規
定
す
る
通
知
書
又
は
そ
の

写
し
及
び
同
条
第
三
号
に
規
定
す
る
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
を
除
く
。
第
四
項
、
第
三
条
の
四
第
一
項
及
び
同

条
第
二
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
と
あ
る
の
は
「
添
付
書
類
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
法
第
六
条
第
七
項

（
法
第
八
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
と
あ
る
の
は
「
法
第

八
十
七
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
条
第
七
項
」
と
、「
第
一
条
の
三
」
と
あ
る
の
は
「
次
条
」
と
、「
添

付
書
類
、
法
第
六
条
の
三
第
七
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
、
第
三
条
の
十
二
に
規
定
す

る
図
書
及
び
書
類
、
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
第
十
二
条
第
六
項
に
規
定
す

る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
並
び
に
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
第
六
条
に
規
定
す
る
書
類
」
と
あ
る
の
は
「
添
付
書
類
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
法
第
六
条
第
七
項
」
と

あ
る
の
は
「
法
第
八
十
七
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
条
第
七
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
工
作
物
に
関
す
る
確
認
申
請
書
及
び
確
認
済
証
等
の
様
式
）

（
工
作
物
に
関
す
る
確
認
申
請
書
及
び
確
認
済
証
等
の
様
式
）

第
三
条

（
略
）

第
三
条

（
略
）

２
〜
７

（
略
）

２
〜
７

（
略
）

８

第
二
条
第
一
項
の
規
定
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
条
第
四
項
の
規

定
に
よ
る
交
付
に
つ
い
て
、
第
二
条
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
法
第
六
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
条

第
一
項
中
「
法
第
六
条
第
四
項
（
法
第
八
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
と
あ
る
の
は

「
法
第
八
十
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
条
第
四
項
」
と
、「
第
一
条
の
三
」
と
あ
る

の
は
「
第
三
条
」と
、「
添
付
書
類
、第
三
条
の
十
二
に
規
定
す
る
図
書
及
び
書
類
並
び
に
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
八
年
国
土
交
通
省
令
第
五
号
）
第
六
条
に
規
定
す

る
書
類
（
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
）

第
十
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
、
同
令
第
六
条
第
一
号
に
規
定
す
る
認
定
書

の
写
し
、
同
条
第
二
号
に
規
定
す
る
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
及
び
同
条
第
三
号
に
規
定
す
る
通
知
書
又
は
そ
の

写
し
を
除
く
。
第
四
項
、
第
三
条
の
四
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）」と
あ
る
の
は「
添

付
書
類
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
法
第
六
条
第
七
項
（
法
第
八
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
と
あ
る
の
は
「
法
第
八
十
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

六
条
第
七
項
」
と
、「
第
一
条
の
三
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
条
」
と
、「
添
付
書
類
、
法
第
六
条
の
三
第
七
項
に
規

定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
、
第
三
条
の
十
二
に
規
定
す
る
図
書
及
び
書
類
、
建
築
物
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
第
十
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
並

び
に
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
六
条
に
規
定
す
る
書
類
」
と
あ

る
の
は
「
添
付
書
類
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
法
第
六
条
第
七
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
八
十
八
条
第
一
項
又

は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
条
第
七
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

８

第
二
条
第
一
項
、
第
四
項
又
は
第
五
項
の
規
定
は
、
法
第
八
十
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
法
第
六
条
第
四
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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（
指
定
確
認
検
査
機
関
に
対
す
る
確
認
の
申
請
等
）

（
指
定
確
認
検
査
機
関
に
対
す
る
確
認
の
申
請
等
）

第
三
条
の
三

第
一
条
の
三
（
第
七
項
及
び
第
九
項
を
除
く
。）の
規
定
は
、
法
第
六
条
の
二
第
一
項
（
法
第
八
十

七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
確
認
の
申
請
に
つ
い
て
、
第
一
条
の
四
の
規

定
は
法
第
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
の
申
請
を
受
け
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
第
一
条
の
三
第
一
項
及
び
第
一
条
の
四
中
「
法
第
六
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
六
条
の
二
第

一
項
」
と
、
同
項
第
一
号
ロ

中
「
建
築
主
事
又
は
建
築
副
主
事
（
以
下
「
建
築
主
事
等
」
と
い
う
。）」
と
あ

り
、
並
び
に
第
一
条
の
三
第
四
項
第
一
号
ハ

、
第
八
項
及
び
第
十
一
項
並
び
に
第
一
条
の
四
（
見
出
し
を
含

む
。）中
「
建
築
主
事
等
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
確
認
検
査
機
関
」
と
、
第
一
条
の
三
第
四
項
中
「
法
第
六
条
第

一
項
の
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
六
条
の
二
第
一
項
の
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
三
条
の
三

第
一
条
の
三
（
第
七
項
及
び
第
九
項
を
除
く
。）の
規
定
は
、
法
第
六
条
の
二
第
一
項
（
法
第
八
十

七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
確
認
の
申
請
に
つ
い
て
、
第
一
条
の
四
の
規

定
は
法
第
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
の
申
請
を
受
け
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
第
一
条
の
三
第
一
項
第
一
号
ロ

中
「
建
築
主
事
又
は
建
築
副
主
事
（
以
下
「
建
築
主
事
等
」
と
い

う
。）」
と
あ
り
、
並
び
に
同
条
第
四
項
第
一
号
ハ

、
第
八
項
及
び
第
十
一
項
並
び
に
第
一
条
の
四
中
「
建
築

主
事
等
」
と
あ
る
の
は
、「
指
定
確
認
検
査
機
関
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

第
二
条
の
二
（
第
四
項
及
び
第
六
項
を
除
く
。）の
規
定
は
、
法
第
八
十
七
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
条
の
二
第

一
項
中
「
法
第
六
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
六
条
の
二
第
一
項
」
と
、
同
項
第
一
号
ロ

及
び
同
条
第

五
項
中
「
建
築
主
事
等
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
確
認
検
査
機
関
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

第
二
条
の
二
（
第
四
項
及
び
第
六
項
を
除
く
。）の
規
定
は
、
法
第
八
十
七
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
条
の
二
第

一
項
第
一
号
ロ

及
び
第
五
項
中
「
建
築
主
事
等
」
と
あ
る
の
は
、「
指
定
確
認
検
査
機
関
」
と
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。

３

第
三
条
（
第
六
項
及
び
第
八
項
を
除
く
。）の
規
定
は
、
法
第
八
十
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
法
第
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三

条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
中
「
法
第
六
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
六
条
の
二
第
一
項
」
と
、

同
条
第
一
項
第
一
号
ロ

及
び
第
七
項
中
「
建
築
主
事
等
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
確
認
検
査
機
関
」
と
、
同
条

第
三
項
第
一
号
イ
及
び
ハ
中
「
第
一
条
の
三
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
条
の
三
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

る
第
一
条
の
三
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

第
三
条
（
第
六
項
及
び
第
八
項
を
除
く
。）の
規
定
は
、
法
第
八
十
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
法
第
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三

条
第
一
項
第
一
号
ロ

及
び
第
七
項
中
「
建
築
主
事
等
」
と
あ
る
の
は
、「
指
定
確
認
検
査
機
関
」
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。

４

（
略
）

４

（
略
）

（
指
定
確
認
検
査
機
関
が
交
付
す
る
確
認
済
証
等
の
様
式
等
）

（
指
定
確
認
検
査
機
関
が
交
付
す
る
確
認
済
証
等
の
様
式
等
）

第
三
条
の
四

（
略
）

第
三
条
の
四

（
略
）

２

法
第
六
条
の
二
第
四
項
（
法
第
八
十
七
条
第
一
項
、
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し

く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
る
通
知
書
の
交

付
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
通
知
書
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２

法
第
六
条
の
二
第
四
項
（
法
第
八
十
七
条
第
一
項
、
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し

く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
る
通
知
書
の
交

付
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
通
知
書
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と

す
る
。

一

申
請
に
係
る
建
築
物
の
計
画
が
建
築
基
準
関
係
規
定
に
適
合
し
な
い
こ
と
を
認
め
た
旨
及
び
そ
の
理
由
を

記
載
し
た
通
知
書

別
記
第
十
五
号
の
二
様
式
に
よ
る
通
知
書
に
、前
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
の
三
、

第
二
条
の
二
又
は
第
三
条
の
申
請
書
の
副
本
一
通
並
び
に
そ
の
添
付
図
書
及
び
添
付
書
類
、
法
第
六
条
の
三

第
七
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
、
第
三
条
の
十
二
に
規
定
す
る
図
書
及
び
書
類
、
建

築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
第
十
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書

又
は
そ
の
写
し
並
び
に
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
六
条
に
規

定
す
る
書
類
を
添
え
て
行
う
。

一

申
請
に
係
る
建
築
物
の
計
画
が
建
築
基
準
関
係
規
定
に
適
合
し
な
い
こ
と
を
認
め
た
旨
及
び
そ
の
理
由
を

記
載
し
た
通
知
書

別
記
第
十
五
号
の
二
様
式
に
よ
る
通
知
書
に
、前
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
の
三
、

第
二
条
の
二
又
は
第
三
条
の
申
請
書
の
副
本
一
通
並
び
に
そ
の
添
付
図
書
及
び
添
付
書
類
、
適
合
判
定
通
知

書
又
は
そ
の
写
し
、
第
三
条
の
十
二
に
規
定
す
る
図
書
及
び
書
類
、
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向

上
等
に
関
す
る
法
律
第
十
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
並
び
に
建
築
物
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
六
条
に
規
定
す
る
書
類
を
添
え
て
行
う
。

二

（
略
）

二

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

（
確
認
審
査
報
告
書
）

（
確
認
審
査
報
告
書
）

第
三
条
の
五

（
略
）

第
三
条
の
五

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）
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３

法
第
六
条
の
二
第
五
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
書
類
（
法
第
六
条
の
二
第
一
項
の
確
認
済
証
の
交
付
を

し
た
場
合
に
限
る
。）は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

３

法
第
六
条
の
二
第
五
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
書
類
（
法
第
六
条
の
二
第
一
項
の
確
認
済
証
の
交
付
を

し
た
場
合
に
限
る
。）は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

一

次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
定
め
る
書
類

一

次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
定
め
る
書
類

イ

建
築
物

別
記
第
二
号
様
式
の
第
四
面
か
ら
第
六
面
ま
で
に
よ
る
書
類
及
び
別
記
第
三
号
様
式
に
よ
る

建
築
計
画
概
要
書

イ

建
築
物

別
記
第
二
号
様
式
の
第
四
面
か
ら
第
六
面
ま
で
に
よ
る
書
類
並
び
に
別
記
第
三
号
様
式
に
よ

る
建
築
計
画
概
要
書

ロ
〜
ニ

（
略
）

ロ
〜
ニ

（
略
）

二

（
略
）

二

（
略
）

三

法
第
六
条
の
三
第
七
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し

三

適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し

４

（
略
）

４

（
略
）

（
適
合
判
定
通
知
書
等
の
様
式
等
）

（
適
合
判
定
通
知
書
等
の
様
式
等
）

第
三
条
の
九

（
略
）

第
三
条
の
九

（
略
）

２

法
第
六
条
の
三
第
五
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
と
す
る
。

２

法
第
六
条
の
三
第
五
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
と
す
る
。

一

申
請
に
係
る
建
築
物
の
計
画
が
特
定
増
改
築
構
造
計
算
基
準
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
の
判
定
の
申
請
を
受

け
た
場
合

一

申
請
に
係
る
建
築
物
の
計
画
が
特
定
増
改
築
構
造
計
算
基
準
（
令
第
八
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
基
準

に
従
つ
た
構
造
計
算
で
、
法
第
二
十
条
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
る
も
の
に
よ
つ
て
確
か
め

ら
れ
る
安
全
性
を
有
す
る
こ
と
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
適
合
す
る
か
ど
う
か
の
判
定
の
申
請
を
受
け
た
場

合

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

（
指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
が
交
付
す
る
適
合
判
定
通
知
書
等
の
様
式
等
）

（
指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
が
交
付
す
る
適
合
判
定
通
知
書
等
の
様
式
等
）

第
三
条
の
十
一

（
略
）

第
三
条
の
十
一

（
略
）

２

法
第
十
八
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
六
条
の
三
第
五
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定

め
る
場
合
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
と
す
る
。

２

法
第
十
八
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
六
条
の
三
第
五
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定

め
る
場
合
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
と
す
る
。

一

申
請
に
係
る
建
築
物
の
計
画
が
特
定
増
改
築
構
造
計
算
基
準
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
の
判
定
の
申
請
を
受

け
た
場
合

一

申
請
に
係
る
建
築
物
の
計
画
が
特
定
増
改
築
構
造
計
算
基
準
（
令
第
八
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
基
準

に
従
つ
た
構
造
計
算
で
、
法
第
二
十
条
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
る
も
の
に
よ
つ
て
確
か
め

ら
れ
る
安
全
性
を
有
す
る
こ
と
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
適
合
す
る
か
ど
う
か
の
判
定
の
申
請
を
受
け
た
場

合

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

３
〜
５

（
略
）

３
〜
５

（
略
）

（
完
了
検
査
申
請
書
の
様
式
）

（
完
了
検
査
申
請
書
の
様
式
）

第
四
条

法
第
七
条
第
一
項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
る
検
査
の
申
請
書
（
次
項
に
お
い
て
「
完
了
検
査

申
請
書
」
と
い
う
。）は
、
別
記
第
十
九
号
様
式
に
、
次
に
掲
げ
る
図
書
及
び
書
類
を
添
え
た
も
の
と
す
る
。

第
四
条

法
第
七
条
第
一
項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
る
検
査
の
申
請
書
（
次
項
及
び
第
四
条
の
四
に
お

い
て
「
完
了
検
査
申
請
書
」
と
い
う
。）は
、
別
記
第
十
九
号
様
式
に
、
次
に
掲
げ
る
図
書
及
び
書
類
を
添
え
た

も
の
と
す
る
。

一
〜
七

（
略
）

一
〜
七

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
検
査
済
証
の
様
式
）

（
検
査
済
証
の
様
式
）

第
四
条
の
四

法
第
七
条
第
五
項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
検
査
済
証
の
交
付
は
、
別
記
第
二
十
一
号
様
式
に
よ
る
検
査
済
証

に
、
第
四
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
図
書
及
び
書
類
の
提
出
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該

図
書
及
び
書
類
を
添
え
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
四
条
の
四

法
第
七
条
第
五
項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
検
査
済
証
の
交
付
は
、
別
記
第
二
十
一
号
様
式
に
よ
る
検
査
済
証

に
、
第
四
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
図
書
及
び
書
類
の
提
出
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該

図
書
及
び
書
類
を
添
え
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
完
了
検
査
申
請
書
に

同
条
第
一
項
第
一
号
の
図
書
及
び
書
類
の
添
付
を
要
し
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
図
書
及
び
書
類
の
添
付

を
要
し
な
い
。
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（
指
定
確
認
検
査
機
関
に
対
す
る
完
了
検
査
の
申
請
）

（
指
定
確
認
検
査
機
関
に
対
す
る
完
了
検
査
の
申
請
）

第
四
条
の
四
の
二

第
四
条
の
規
定
は
、
法
第
七
条
の
二
第
一
項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第

一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
第
四
条
の
五
の
二
第
一
項
及
び
第
四
条
の
七
第
三

項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
る
検
査
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四

条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
法
第
七
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
七
条
の
二
第
一
項
」
と
、
同
項
中
「
建

築
主
事
等
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
確
認
検
査
機
関
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
四
条
の
四
の
二

第
四
条
の
規
定
は
、
法
第
七
条
の
二
第
一
項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第

一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
第
四
条
の
五
の
二
第
一
項
及
び
第
四
条
の
七
第
三

項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
る
検
査
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四

条
第
二
項
中
「
建
築
主
事
等
」
と
あ
る
の
は
、「
指
定
確
認
検
査
機
関
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
中
間
検
査
申
請
書
の
様
式
）

（
中
間
検
査
申
請
書
の
様
式
）

第
四
条
の
八

法
第
七
条
の
三
第
一
項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
る
検
査
の
申
請
書
（
次
項
に
お
い
て「
中
間
検
査
申
請
書
」

と
い
う
。）は
、
別
記
第
二
十
六
号
様
式
に
、
次
に
掲
げ
る
図
書
及
び
書
類
を
添
え
た
も
の
と
す
る
。

第
四
条
の
八

法
第
七
条
の
三
第
一
項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
る
検
査
の
申
請
書（
次
項
及
び
第
四
条
の
十
に
お
い
て「
中

間
検
査
申
請
書
」
と
い
う
。）は
、
別
記
第
二
十
六
号
様
式
に
、
次
に
掲
げ
る
図
書
及
び
書
類
を
添
え
た
も
の
と

す
る
。

一
〜
五

（
略
）

一
〜
五

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
中
間
検
査
合
格
証
の
様
式
）

（
中
間
検
査
合
格
証
の
様
式
）

第
四
条
の
十

法
第
七
条
の
三
第
五
項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
中
間
検
査
合
格
証
の
交
付
は
、
別
記
第
二
十
八
号
様
式
に
よ
る
中
間
検
査
合
格

証
に
、
第
四
条
の
八
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
図
書
及
び
書
類
の
提
出
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
図
書

及
び
書
類
を
添
え
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
四
条
の
十

法
第
七
条
の
三
第
五
項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
中
間
検
査
合
格
証
の
交
付
は
、
別
記
第
二
十
八
号
様
式
に
よ
る
中
間
検
査
合
格

証
に
、
第
四
条
の
八
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
図
書
及
び
書
類
を
求
め
た
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
図
書
及
び
書

類
を
添
え
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
条
の
八
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
中
間
検
査
申
請
書
に
同
号

の
図
書
及
び
書
類
の
添
付
を
要
し
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
図
書
及
び
書
類
の
添
付
を
要
し
な
い
。

（
指
定
確
認
検
査
機
関
に
対
す
る
中
間
検
査
の
申
請
）

（
指
定
確
認
検
査
機
関
に
対
す
る
中
間
検
査
の
申
請
）

第
四
条
の
十
一
の
二

第
四
条
の
八
の
規
定
は
、
法
第
七
条
の
四
第
一
項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十

八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
第
四
条
の
十
二
の
二
第
一
項
及
び
第
四
条
の
十
四
第
三
項
第

二
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
る
検
査
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
条
の

八
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
法
第
七
条
の
三
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
七
条
の
四
第
一
項
」
と
、
同
項
中

「
建
築
主
事
等
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
確
認
検
査
機
関
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
四
条
の
十
一
の
二

第
四
条
の
八
の
規
定
は
、
法
第
七
条
の
四
第
一
項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十

八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
第
四
条
の
十
二
の
二
第
一
項
及
び
第
四
条
の
十
四
第
三
項
第

二
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
る
検
査
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
条
の

八
第
二
項
中
「
建
築
主
事
等
」
と
あ
る
の
は
、「
指
定
確
認
検
査
機
関
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
指
定
確
認
検
査
機
関
が
交
付
す
る
中
間
検
査
合
格
証
の
様
式
）

（
指
定
確
認
検
査
機
関
が
交
付
す
る
中
間
検
査
合
格
証
の
様
式
）

第
四
条
の
十
三

（
略
）

第
四
条
の
十
三

（
略
）

２

指
定
確
認
検
査
機
関
が
第
四
条
の
十
一
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
条
の
八
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
図

書
及
び
書
類
の
提
出
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
法
第
七
条
の
四
第
三
項
の
中
間
検
査
合
格
証
の
交
付
は
、
当
該

図
書
及
び
書
類
を
添
え
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

指
定
確
認
検
査
機
関
が
当
該
建
築
物
の
計
画
に
係
る
図
書
及
び
書
類
（
確
認
に
要
し
た
も
の
に
限
る
。）を
求

め
た
場
合
に
お
け
る
法
第
七
条
の
四
第
三
項
の
中
間
検
査
合
格
証
の
交
付
は
、
当
該
図
書
及
び
書
類
を
添
え
て

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
仮
使
用
認
定
報
告
書
）

（
仮
使
用
認
定
報
告
書
）

第
四
条
の
十
六
の
二

（
略
）

第
四
条
の
十
六
の
二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

法
第
七
条
の
六
第
三
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

３

法
第
七
条
の
六
第
三
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

４

（
略
）

４

（
略
）

（
国
の
機
関
の
長
等
に
よ
る
建
築
物
の
点
検
）

（
国
の
機
関
の
長
等
に
よ
る
建
築
物
の
点
検
）

第
五
条
の
二

（
略
）

第
五
条
の
二

（
略
）

２

法
第
十
八
条
第
二
十
二
項
又
は
第
二
十
六
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
済
証
の
交
付
を
受
け
た
日
以
後
最
初
の
点

検
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
検
査
済
証
の
交
付
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
年
以

内
に
行
う
も
の
と
す
る
。

２

法
第
十
八
条
第
十
八
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
済
証
の
交
付
を
受
け
た
日
以
後
最
初
の
点
検
に
つ
い
て
は
、
前

項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
検
査
済
証
の
交
付
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
年
以
内
に
行
う
も
の
と
す

る
。
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（
国
の
機
関
の
長
等
に
よ
る
建
築
設
備
等
の
点
検
）

（
国
の
機
関
の
長
等
に
よ
る
建
築
設
備
等
の
点
検
）

第
六
条
の
二

（
略
）

第
六
条
の
二

（
略
）

２

法
第
十
八
条
第
二
十
二
項
又
は
第
二
十
六
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
八
十
七
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
検
査
済
証
の
交
付
を
受
け
た
日
以
後
最
初
の
点
検
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
検
査
済
証
の
交
付
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
（
た
だ
し
、
国
土
交
通
大
臣
が
定

め
る
点
検
の
項
目
に
つ
い
て
は
六
年
）
以
内
に
行
う
も
の
と
す
る
。

２

法
第
十
八
条
第
十
八
項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
検
査
済

証
の
交
付
を
受
け
た
日
以
後
最
初
の
点
検
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
検
査
済
証
の
交

付
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
（
た
だ
し
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
点
検
の
項
目
に
つ
い
て
は
六
年
）

以
内
に
行
う
も
の
と
す
る
。

（
国
の
機
関
の
長
等
に
よ
る
工
作
物
の
点
検
）

（
国
の
機
関
の
長
等
に
よ
る
工
作
物
の
点
検
）

第
六
条
の
二
の
三

（
略
）

第
六
条
の
二
の
三

（
略
）

２

法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
八
条
第
二
十
二
項
又
は
第
二
十
六
項
の
規
定
に
よ
る
検

査
済
証
の
交
付
を
受
け
た
日
以
後
最
初
の
点
検
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
検
査
済
証

の
交
付
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
（
た
だ
し
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
点
検
の
項
目
に
つ
い
て
は
六

年
）
以
内
に
行
う
も
の
と
す
る
。

２

法
第
八
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
八
条
第
十
八
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
済
証

の
交
付
を
受
け
た
日
以
後
最
初
の
点
検
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
検
査
済
証
の
交
付

を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
（
た
だ
し
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
点
検
の
項
目
に
つ
い
て
は
六
年
）
以

内
に
行
う
も
の
と
す
る
。

（
台
帳
の
記
載
事
項
等
）

（
台
帳
の
記
載
事
項
等
）

第
六
条
の
三

法
第
十
二
条
第
八
項
（
法
第
八
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
規
定
す
る
台
帳
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
台
帳
の
種
類
ご
と
に
、
そ
れ

ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
条
の
三

法
第
十
二
条
第
八
項
（
法
第
八
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
規
定
す
る
台
帳
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
台
帳
の
種
類
ご
と
に
、
そ
れ

ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

建
築
物
に
係
る
台
帳

次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
事
項

一

建
築
物
に
係
る
台
帳

次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
事
項

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

第
一
条
の
三
の
申
請
書
及
び
第
八
条
の
二
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
通
知

書
の
受
付
年
月
日
、
指
定
確
認
検
査
機
関
か
ら
確
認
審
査
報
告
書
の
提
出
を
受
け
た
年
月
日
そ
の
他
特
定

行
政
庁
が
必
要
と
認
め
る
事
項

ロ

第
一
条
の
三
の
申
請
書
及
び
第
八
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
通

知
書
の
受
付
年
月
日
、
指
定
確
認
検
査
機
関
か
ら
確
認
審
査
報
告
書
の
提
出
を
受
け
た
年
月
日
そ
の
他
特

定
行
政
庁
が
必
要
と
認
め
る
事
項

二

建
築
設
備
に
係
る
台
帳

次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
事
項

二

建
築
設
備
に
係
る
台
帳

次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
事
項

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

第
二
条
の
二
の
申
請
書
及
び
第
八
条
の
二
の
五
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
条
の
二
の
規
定
に
よ

る
通
知
書
の
受
付
年
月
日
、
指
定
確
認
検
査
機
関
か
ら
確
認
審
査
報
告
書
の
提
出
を
受
け
た
年
月
日
そ
の

他
特
定
行
政
庁
が
必
要
と
認
め
る
事
項

ロ

第
二
条
の
二
の
申
請
書
及
び
第
八
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
通

知
書
の
受
付
年
月
日
、
指
定
確
認
検
査
機
関
か
ら
確
認
審
査
報
告
書
の
提
出
を
受
け
た
年
月
日
そ
の
他
特

定
行
政
庁
が
必
要
と
認
め
る
事
項

三

（
略
）

三

（
略
）

四

工
作
物
に
係
る
台
帳

次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

四

工
作
物
に
係
る
台
帳

次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

イ
〜
ハ

（
略
）

イ
〜
ハ

（
略
）

ニ

第
三
条
の
申
請
書
及
び
第
八
条
の
二
の
六
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
書

の
受
付
年
月
日
、
指
定
確
認
検
査
機
関
か
ら
確
認
審
査
報
告
書
の
提
出
を
受
け
た
年
月
日
そ
の
他
特
定
行

政
庁
が
必
要
と
認
め
る
事
項

ニ

第
三
条
の
申
請
書
及
び
第
八
条
の
二
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
書
の
受

付
年
月
日
、
指
定
確
認
検
査
機
関
か
ら
確
認
審
査
報
告
書
の
提
出
を
受
け
た
年
月
日
そ
の
他
特
定
行
政
庁

が
必
要
と
認
め
る
事
項

２

法
第
十
二
条
第
八
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

２

法
第
十
二
条
第
八
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

第
一
条
の
三
（
第
八
条
の
二
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
図
書
及
び
書
類
（
別

記
第
三
号
様
式
に
よ
る
建
築
計
画
概
要
書
を
除
く
。）

一

第
一
条
の
三（
第
八
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
図
書
及
び
書
類（
別

記
第
三
号
様
式
に
よ
る
建
築
計
画
概
要
書
を
除
く
。）

二

第
二
条
の
二
（
第
八
条
の
二
の
五
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
図
書
及
び
書

類

二

第
二
条
の
二
（
第
八
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
図
書
及
び
書
類
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三

第
三
条（
第
八
条
の
二
の
六
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
図
書
及
び
書
類（
別

記
第
三
号
様
式
に
よ
る
建
築
計
画
概
要
書
及
び
別
記
第
十
二
号
様
式
に
よ
る
築
造
計
画
概
要
書
を
除
く
。）

三

第
三
条
（
第
八
条
の
二
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
図
書
及
び
書
類
（
別
記

第
三
号
様
式
に
よ
る
建
築
計
画
概
要
書
及
び
別
記
第
十
二
号
様
式
に
よ
る
築
造
計
画
概
要
書
を
除
く
。）

四

第
四
条
第
一
項
（
第
八
条
の
二
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
図
書
及
び
書
類

四

第
四
条
第
一
項
（
第
八
条
の
二
第
十
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
図
書
及
び
書

類

五

第
四
条
の
二
第
一
項
（
第
八
条
の
二
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
書
類

五

第
四
条
の
二
第
一
項
（
第
八
条
の
二
第
十
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
書
類

六

第
四
条
の
八
第
一
項
（
第
八
条
の
二
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
図
書
及
び
書

類

六

第
四
条
の
八
第
一
項
（
第
八
条
の
二
第
十
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
図
書
及

び
書
類

七
〜
九

（
略
）

七
〜
九

（
略
）

十

法
第
六
条
の
三
第
七
項
又
は
法
第
十
八
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し

十

適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し

十
一

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
第
十
二
条
第
六
項
又
は
第
十
三
条
第
七
項

に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し

十
一

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
第
十
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定

通
知
書
又
は
そ
の
写
し

３
〜
６

（
略
）

３
〜
６

（
略
）

（
都
道
府
県
知
事
に
よ
る
台
帳
の
記
載
等
）

（
都
道
府
県
知
事
に
よ
る
台
帳
の
記
載
等
）

第
六
条
の
四

都
道
府
県
知
事
は
、
構
造
計
算
適
合
性
判
定
に
関
す
る
台
帳
を
整
備
し
、
か
つ
、
当
該
台
帳
（
第

三
条
の
七
の
申
請
書
及
び
第
八
条
の
二
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条
の
七
の
通
知
書
（
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
申
請
書
等
」
と
い
う
。）を
含
む
。）を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
条
の
四

都
道
府
県
知
事
は
、
構
造
計
算
適
合
性
判
定
に
関
す
る
台
帳
を
整
備
し
、
か
つ
、
当
該
台
帳
（
第

三
条
の
七
の
申
請
書
及
び
第
八
条
の
二
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条
の
七
（
第
三
条
の
十
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
除
く
。）の
通
知
書
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
申
請
書
等
」
と
い
う
。）を
含
む
。）を
保
存
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

５

申
請
書
等
（
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
記
録
が
行
わ
れ
た
同
項
の
フ
ァ
イ
ル
又
は
磁
気
デ
ィ
ス
ク
等
を
含
む
。）

は
、
法
第
六
条
の
三
第
四
項
又
は
法
第
十
八
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
書
の
交
付
の
日
か
ら
起
算
し
て
十

五
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

申
請
書
等
（
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
記
録
が
行
わ
れ
た
同
項
の
フ
ァ
イ
ル
又
は
磁
気
デ
ィ
ス
ク
等
を
含
む
。）

は
、
法
第
六
条
の
三
第
四
項
又
は
法
第
十
八
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
書
の
交
付
の
日
か
ら
起
算
し
て
十

五
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
建
築
工
事
届
及
び
建
築
物
除
却
届
）

（
建
築
工
事
届
及
び
建
築
物
除
却
届
）

第
八
条

（
略
）

第
八
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
二
項
の
届
出
は
、
当
該
建
築
物
の
計
画
に
つ
い
て
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
建
築
主
事
等
の
確
認

を
受
け
、
又
は
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
建
築
主
事
等
に
工
事
の
計
画
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
確
認
申
請
又
は
通
知
と
同
時
に
（
法
第
六
条
の
二
第
一
項
又
は
法
第
十
八
条
第
四

項
の
確
認
済
証
の
交
付
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
は
、
遅
滞
な
く
）
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
二
項
の
届
出
は
、
当
該
建
築
物
の
計
画
に
つ
い
て
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
建
築
主
事
等
の
確
認

を
受
け
、
又
は
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
建
築
主
事
等
に
工
事
の
計
画
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
確
認
申
請
又
は
通
知
と
同
時
に
（
法
第
六
条
の
二
第
一
項
の
確
認
済
証
の
交
付
を

受
け
た
場
合
に
お
い
て
は
、
遅
滞
な
く
）
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

（
略
）

４

（
略
）

（
国
の
機
関
の
長
等
に
よ
る
建
築
主
事
等
に
対
す
る
通
知
等
）

第
八
条
の
二

第
一
条
の
三
の
規
定
は
、
法
第
十
八
条
第
二
項
（
法
第
八
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
通
知
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

２

第
一
条
の
四
の
規
定
は
、
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

第
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
法
第
十
八
条
第
三
項（
法
第
八
十
七
条
第
一
項
、

法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規

（
国
の
機
関
の
長
等
に
よ
る
建
築
主
事
等
又
は
指
定
確
認
検
査
機
関
に
対
す
る
通
知
等
）

第
八
条
の
二

法
第
十
八
条
第
五
項
た
だ
し
書
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
特
定
建
築
基
準
適
合
判
定

資
格
者
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

２

法
第
十
八
条
第
九
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
と
す
る
。

一

通
知
に
係
る
建
築
物
の
計
画
が
特
定
増
改
築
構
造
計
算
基
準
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
の
判
定
の
通
知
を
受

け
た
場
合
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４

第
二
条
第
二
項
の
規
定
は
、法
第
十
八
条
第
十
三
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

５

第
二
条
の
二
（
第
六
項
を
除
く
。）の
規
定
は
、
法
第
八
十
七
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
八
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

６

第
三
条
（
第
八
項
を
除
く
。）の
規
定
は
、
法
第
八
十
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十

八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

二

通
知
に
係
る
建
築
物
の
計
画
が
令
第
八
十
一
条
第
二
項
又
は
第
三
項
に
規
定
す
る
基
準
に
従
つ
た
構
造
計

算
で
、
法
第
二
十
条
第
一
項
第
二
号
イ
又
は
第
三
号
イ
に
規
定
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
も
の
に
よ
つ
て
確

か
め
ら
れ
る
安
全
性
を
有
す
る
か
ど
う
か
の
判
定
の
通
知
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
次
条
に
お
い
て
準
用

す
る
第
一
条
の
三
第
一
項
第
一
号
ロ

た
だ
し
書
（
第
三
条
の
三
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）の
規
定
に
よ
る
電
磁
的
記
録
媒
体
の
提
出
が
な
か
つ
た
場
合

三

法
第
二
十
条
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
令
第
八
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
基

準
に
従
つ
た
構
造
計
算
を
行
う
場
合
に
用
い
た
構
造
設
計
の
条
件
が
適
切
な
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
そ
の
他

の
事
項
に
つ
い
て
構
造
計
算
適
合
性
判
定
に
関
す
る
事
務
に
従
事
す
る
者
相
互
間
で
意
見
が
異
な
る
場
合

定
に
よ
る
確
認
済
証
の
交
付
並
び
に
法
第
十
八
条
第
十
三
項
及
び
第
十
四
項
（
法
第
八
十
七
条
第
一
項
、
法
第

八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に

よ
る
通
知
書
の
交
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

７

第
三
条
の
七
（
第
三
条
の
十
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。第
二
十
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
は
、

法
第
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

８

第
三
条
の
八
（
第
三
条
の
十
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。第
二
十
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
は
、

法
第
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

９

第
三
条
の
九
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
法
第
十
八
条
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
の
規
定
に

よ
る
通
知
書
の
交
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

10

第
三
条
の
九
第
二
項
の
規
定
は
、
法
第
十
八
条
第
八
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す

る
。

11

第
三
条
の
十
一
の
規
定
は
、
法
第
十
八
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
十
八
条
第
七

項
か
ら
第
九
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
通
知
書
の
交
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

12

第
三
条
の
十
二
の
規
定
は
、
法
第
十
八
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
の
提
出

に
つ
い
て
準
用
す
る
。

13

第
四
条
の
規
定
は
、
法
第
十
八
条
第
十
六
項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
通
知
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

法
第
十
八
条
第
十
四
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
と
す
る
。

一

通
知
に
係
る
建
築
物
の
計
画
が
特
定
増
改
築
構
造
計
算
基
準
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
の
審
査
を
す
る
場
合

二

通
知
に
係
る
建
築
物
（
法
第
六
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
建
築
物
に
限
る
。）の
計
画
が
令

第
八
十
一
条
第
二
項
又
は
第
三
項
に
規
定
す
る
基
準
に
従
つ
た
構
造
計
算
で
、
法
第
二
十
条
第
一
項
第
二
号

イ
又
は
第
三
号
イ
に
規
定
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
も
の
に
よ
つ
て
確
か
め
ら
れ
る
安
全
性
を
有
す
る
か
ど

う
か
を
審
査
す
る
場
合
に
お
い
て
、
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
の
三
第
一
項
第
一
号
ロ

た
だ
し
書

の
規
定
に
よ
る
電
磁
的
記
録
媒
体
の
提
出
が
な
か
つ
た
場
合

三

通
知
に
係
る
建
築
物
（
法
第
六
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
建
築
物
を
除
く
。）の
計
画
が
令

第
八
十
一
条
第
二
項
又
は
第
三
項
に
規
定
す
る
基
準
に
従
つ
た
構
造
計
算
で
、
法
第
二
十
条
第
一
項
第
二
号

イ
又
は
第
三
号
イ
に
規
定
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
も
の
に
よ
つ
て
確
か
め
ら
れ
る
安
全
性
を
有
す
る
か
ど

う
か
を
審
査
す
る
場
合

四

通
知
に
係
る
建
築
物
の
計
画
が
令
第
八
十
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る
基
準
に
従
つ
た
構
造
計
算
で
、
法
第

二
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
る
も
の
に
よ
つ
て
確
か
め
ら
れ
る
安
全
性
を
有
す
る
か
ど

う
か
を
審
査
す
る
場
合

14

第
四
条
の
二
の
規
定
は
、
法
第
八
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ

る
通
知
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

15

第
四
条
の
三
の
二
の
規
定
は
、
法
第
十
八
条
第
十
七
項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項

若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
検
査
を
し
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す

る
。

16

第
四
条
の
四
の
規
定
は
、
法
第
十
八
条
第
十
八
項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し

く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
検
査
済
証
の
交
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

17

第
四
条
の
八
の
規
定
は
、
法
第
十
八
条
第
十
九
項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
通
知
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

18

第
四
条
の
九
の
規
定
は
、
法
第
十
八
条
第
二
十
項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
検
査
を
し
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

19

第
四
条
の
十
の
規
定
は
、
法
第
十
八
条
第
二
十
一
項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
中
間
検
査
合
格
証
の
交
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

20

第
四
条
の
十
六
の
規
定
は
、
法
第
十
八
条
第
二
十
四
項
第
一
号
又
は
第
二
号
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法

第
八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
仮
使
用
の
認
定
に

つ
い
て
準
用
す
る
。

五

法
第
十
八
条
第
三
項
の
期
間
の
末
日
の
三
日
前
ま
で
に
同
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
若

し
く
は
そ
の
写
し
又
は
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
第
十
三
条
第
七
項
に
規

定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
若
し
く
は
そ
の
写
し
の
提
出
が
な
か
つ
た
場
合

４

法
第
十
八
条
第
十
六
項
（
法
第
八
十
七
条
第
一
項
、
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し

く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
る
通
知
書
の
交
付
は
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
通
知
書
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一

通
知
に
係
る
建
築
物
の
計
画
が
建
築
基
準
関
係
規
定
に
適
合
し
な
い
こ
と
を
認
め
た
旨
及
び
そ
の
理
由
を

記
載
し
た
通
知
書

別
記
第
四
十
二
号
の
六
の
二
様
式
に
よ
る
通
知
書
に
、
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三

条
の
三
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
の
三
、
第
八
条
の
二
の
五
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条

の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
条
の
二
又
は
第
八
条
の
二
の
六
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条

の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条
の
通
知
書
の
副
本
一
通
並
び
に
そ
の
添
付
図
書
及
び
添
付
書
類
、

法
第
十
八
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
、
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条

の
十
二
に
規
定
す
る
図
書
及
び
書
類
、
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
第
十
三

条
第
七
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
並
び
に
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上

等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
七
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
六
条
に
規
定
す
る
書
類
を
添
え
て

行
う
。
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21

前
各
項
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ

同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
一
条
の
三
第
一
項
第
一

号
及
び
第
四
項
第
一
号
並

び
に
第
三
条
第
三
項
第
一

号

別
記
第
二
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
様
式

第
一
条
の
三
第
八
項

別
記
第
四
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
二
様
式

第
二
条
第
一
項

別
記
第
五
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
三
様
式

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の

向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

（
平
成
二
十
八
年
国
土
交
通
省
令
第

五
号
）
第
六
条

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の

向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

（
平
成
二
十
八
年
国
土
交
通
省
令
第

五
号
）
第
七
条
第
五
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
規
則
第
六
条

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の

向
上
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十

七
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
二
条

第
六
項

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の

向
上
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十

七
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
三
条

第
七
項

第
二
条
第
二
項
第
五
号

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の

向
上
等
に
関
す
る
法
律
第
十
二
条
第

六
項

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の

向
上
等
に
関
す
る
法
律
第
十
三
条
第

七
項

第
二
条
第
三
項

別
記
第
五
号
の
二
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
四
様
式

第
二
条
第
四
項

別
記
第
六
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
五
様
式

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の

向
上
等
に
関
す
る
法
律
第
十
二
条
第

六
項

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の

向
上
等
に
関
す
る
法
律
第
十
三
条
第

七
項

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の

向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第

六
条

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の

向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第

七
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

規
則
第
六
条

第
二
条
第
五
項

別
記
第
七
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
六
様
式

第
一
条
の
三
第
四
項
第
一

号
ロ
、
第
二
条
の
二
第
一

項
第
一
号
並
び
に
第
三
条

第
一
項
第
一
号
及
び
第
三

項
第
一
号
ロ

別
記
第
八
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
七
様
式

第
二
条
の
二
第
五
項

別
記
第
九
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
八
様
式

二

通
知
に
係
る
建
築
物
の
計
画
が
通
知
の
内
容
に
よ
つ
て
は
建
築
基
準
関
係
規
定
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
を

決
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
通
知
書

別
記
第
四
十
二
号
の
六
の
三
様
式
に

よ
る
通
知
書
に
よ
り
行
う
。

５

法
第
十
八
条
第
十
八
項
（
法
第
八
十
七
条
第
一
項
、
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し

く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
及
び
第
七
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
国
土
交
通
省
令
で
定

め
る
期
間
は
、
法
第
十
八
条
第
四
項
（
法
第
八
十
七
条
第
一
項
、
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第

一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
第
七
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
確
認
済
証
又
は
法
第

十
八
条
第
十
六
項
の
通
知
書
の
交
付
の
日
か
ら
七
日
以
内
と
す
る
。

６

法
第
十
八
条
第
十
八
項
に
規
定
す
る
審
査
報
告
書
は
、
別
記
第
四
十
二
号
の
六
の
四
様
式
に
よ
る
。

７

法
第
十
八
条
第
十
八
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
書
類
（
同
条
第
四
項
の
確
認
済
証
の
交
付
を
し
た
場
合

に
限
る
。）は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

一

次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
定
め
る
書
類

イ

建
築
物

別
記
第
四
十
二
号
様
式
の
第
四
面
か
ら
第
六
面
ま
で
に
よ
る
書
類
及
び
別
記
第
三
号
様
式
に

よ
る
建
築
計
画
概
要
書

ロ

建
築
設
備

別
記
第
四
十
二
号
の
七
様
式
の
第
二
面
に
よ
る
書
類

ハ

法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
工
作
物

別
記
第
四
十
二
号
の
九
様
式
（
観
光
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

等
に
あ
つ
て
は
、
別
記
第
四
十
二
号
の
七
様
式
（
昇
降
機
用
））の
第
二
面
に
よ
る
書
類

ニ

法
第
八
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
工
作
物

別
記
第
十
二
号
様
式
に
よ
る
築
造
計
画
概
要
書

二

確
認
審
査
等
に
関
す
る
指
針
に
従
つ
て
法
第
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
を
行
つ
た
こ
と
を
証
す

る
書
類
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
様
式
に
よ
る
も
の

三

法
第
十
八
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し

８

第
三
条
の
五
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
書
類
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

９

法
第
十
八
条
第
二
十
四
項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
検
査
の
引
受
け
を
行
つ
た
旨
を
証
す
る
書
面
の
様
式
は
、
別
記
第
四
十
二
号
の
十

四
の
二
様
式
に
よ
る
。

10

法
第
十
八
条
第
二
十
六
項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
及
び
第
十
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
規
定
す
る
検
査
済
証
の
様
式
は
、
別
記
第

四
十
二
号
の
十
六
の
二
様
式
に
よ
る
。

11

指
定
確
認
検
査
機
関
が
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
条
の
四
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
条
第
一
項
第

一
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
図
書
及
び
書
類
の
提
出
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
法
第
十
八
条
第
二
十
六
項
の
規

定
に
よ
る
検
査
済
証
の
交
付
は
、
当
該
図
書
及
び
書
類
を
添
え
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

12

法
第
十
八
条
第
二
十
七
項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
及
び
第
十
四
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
法
第

十
八
条
第
二
十
六
項
の
検
査
済
証
の
交
付
の
日
又
は
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
条
の
五
の
二
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
通
知
を
し
た
日
か
ら
七
日
以
内
と
す
る
。

13

法
第
十
八
条
第
二
十
七
項
に
規
定
す
る
完
了
検
査
報
告
書
は
、別
記
第
四
十
二
号
の
十
六
の
三
様
式
に
よ
る
。

14

法
第
十
八
条
第
二
十
七
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

一

別
記
第
四
十
二
号
の
十
三
様
式
の
第
二
面
か
ら
第
四
面
ま
で
に
よ
る
書
類

二

確
認
審
査
等
に
関
す
る
指
針
に
従
つ
て
法
第
十
八
条
第
二
十
三
項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十

八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
検
査
を
行
つ
た
こ
と
を
証
す
る
書
類

と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
様
式
に
よ
る
も
の

15

第
四
条
の
七
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
書
類
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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第
三
条
第
一
項
第
一
号
及

び
第
三
項
第
一
号
ロ

別
記
第
十
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
九
様
式

第
三
条
第
二
項
第
一
号

別
記
第
十
一
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
十
様
式

第
三
条
第
七
項

別
記
第
十
三
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
十
一
様
式

別
記
第
十
四
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
十
二
様
式

第
三
条
の
七
第
一
項
第
一

号

別
記
第
十
八
号
の
二
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
十
二
の
二
様
式

第
三
条
の
七
第
三
項

別
記
第
十
八
号
の
三
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
十
二
の
三
様
式

第
三
条
の
九
第
一
項
第
一

号

別
記
第
十
八
号
の
四
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
十
二
の
四
様
式

第
三
条
の
九
第
一
項
第
二

号

別
記
第
十
八
号
の
五
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
十
二
の
五
様
式

第
三
条
の
九
第
三
項

別
記
第
十
八
号
の
六
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
十
二
の
六
様
式

第
三
条
の
九
第
四
項

別
記
第
十
八
号
の
七
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
十
二
の
七
様
式

第
三
条
の
十
一
第
一
項
第

一
号

別
記
第
十
八
号
の
八
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
十
二
の
八
様
式

第
三
条
の
十
一
第
一
項
第

二
号

別
記
第
十
八
号
の
九
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
十
二
の
九
様
式

第
三
条
の
十
一
第
三
項

別
記
第
十
八
号
の
十
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
十
二
の
十
様
式

第
三
条
の
十
一
第
四
項

別
記
第
十
八
号
の
十
一
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
十
二
の
十
一
様

式

第
四
条
第
一
項

別
記
第
十
九
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
十
三
様
式

同
法
第
十
二
条
第
一
項

同
法
第
十
三
条
第
二
項

同
条
第
二
項

同
条
第
三
項

第
四
条
の
二
第
一
項

別
記
第
二
十
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
十
四
様
式

第
四
条
の
三
の
二
第
二
項

別
記
第
二
十
号
の
二
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
十
五
様
式

第
四
条
の
四

別
記
第
二
十
一
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
十
六
様
式

第
四
条
の
八
第
一
項

別
記
第
二
十
六
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
十
七
様
式

第
四
条
の
九
第
二
項

別
記
第
二
十
七
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
十
八
様
式

第
四
条
の
十

別
記
第
二
十
八
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
十
九
様
式

第
四
条
の
十
六
第
一
項

別
記
第
三
十
三
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
二
十
様
式

第
四
条
の
十
六
第
二
項

別
記
第
三
十
四
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
二
十
一
様
式

16

法
第
十
八
条
第
三
十
項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）の
規
定
に
よ
る
中
間
検
査
合
格
証
の
交
付
は
、
別
記
第
四
十
二
号
の
十
九
様
式
に
よ
る
中
間
検
査
合
格
証

に
、
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
条
の
八
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
図
書
及
び
書
類
の
提
出
を
受
け
た
場
合

に
あ
つ
て
は
当
該
図
書
及
び
書
類
を
添
え
て
行
う
も
の
と
す
る
。

17

法
第
十
八
条
第
三
十
三
項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）の
検
査
の
引
受
け
を
行
つ
た
旨
を
証
す
る
書
面
の
様
式
は
、
別
記
第
四
十
二
号
の
十
七
の
二
様
式
に
よ

る
。

18

法
第
十
八
条
第
三
十
四
項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
次
項
及
び
第
二
十
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
規
定
す
る
中
間
検
査
合
格
証
の
様
式
は
、
別
記
第
四
十
二
号

の
十
九
の
二
様
式
に
よ
る
。

19

指
定
確
認
検
査
機
関
が
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
条
の
十
一
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
条
の
八
第

一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
図
書
及
び
書
類
の
提
出
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
法
第
十
八
条
第
三
十
四
項
の
規
定
に

よ
る
中
間
検
査
合
格
証
の
交
付
は
、
当
該
図
書
及
び
書
類
を
添
え
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

20

法
第
十
八
条
第
三
十
六
項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
次
項
及
び
第
二
十
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
法
第
十
八
条
第
三
十

四
項
の
中
間
検
査
合
格
証
の
交
付
の
日
又
は
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
条
の
十
二
の
二
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
通
知
を
し
た
日
か
ら
七
日
以
内
と
す
る
。

23

第
四
条
の
十
四
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
書
類
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

24

法
第
十
八
条
第
三
十
九
項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
及
び
第
二
十
六
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
次

条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
条
の
十
六
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
し
た
日
か
ら
七
日
以
内
と
す
る
。

25

法
第
十
八
条
第
三
十
九
項
に
規
定
す
る
仮
使
用
認
定
報
告
書
は
、
別
記
第
四
十
二
号
の
二
十
三
の
三
様
式
に

よ
る
。

26

法
第
十
八
条
第
三
十
九
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

一

別
記
第
四
十
二
号
の
二
十
一
様
式
の
第
二
面
に
よ
る
書
類

二

法
第
十
八
条
第
三
十
八
項
第
二
号
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る

基
準
に
従
つ
て
法
第
十
八
条
第
三
十
八
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
行
つ
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
と
し

て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
様
式
に
よ
る
も
の

27

第
四
条
の
十
六
の
二
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
書
類
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

21

法
第
十
八
条
第
三
十
六
項
に
規
定
す
る
中
間
検
査
報
告
書
は
、別
記
第
四
十
二
号
の
十
九
の
三
様
式
に
よ
る
。

22

法
第
十
八
条
第
三
十
六
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

一

別
記
第
四
十
二
号
の
十
七
様
式
の
第
二
面
か
ら
第
四
面
ま
で
に
よ
る
書
類

二

確
認
審
査
等
に
関
す
る
指
針
に
従
つ
て
法
第
十
八
条
第
三
十
二
項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十

八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
検
査
を
行
つ
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
と
し
て
国
土
交
通

大
臣
が
定
め
る
様
式
に
よ
る
も
の
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第
四
条
の
十
六
第
五
項

別
記
第
三
十
五
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
二
十
二
様
式

別
記
第
三
十
五
号
の
二
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
二
十
三
様
式

（
準
用
）

第
八
条
の
二
の
二

第
一
条
の
三
及
び
第
一
条
の
四
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
三
条
の
三
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
条
（
第
二
項
を
除
く
。）、
第
三
条
の
三
第
四
項
、
第
三
条
の
四
第
一
項
、
第
三
条
の

六
か
ら
第
三
条
の
八
ま
で
、
第
三
条
の
九
（
第
二
項
を
除
く
。）、
第
三
条
の
十
二
、
第
三
条
の
十
三
第
二
項
、

第
四
条
（
第
四
条
の
四
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
四
条
の
三
の
二
、
第
四
条
の
四
、
第
四

条
の
五
の
二
、
第
四
条
の
八
（
第
四
条
の
十
一
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
四
条
の
九
、
第

四
条
の
十
二
の
二
、
第
四
条
の
十
六
並
び
に
第
四
条
の
十
六
の
三
の
規
定
は
、
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
国

の
機
関
の
長
等
に
よ
る
建
築
主
事
等
又
は
指
定
確
認
検
査
機
関
に
対
す
る
通
知
そ
の
他
の
手
続
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ

同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

第
一
条
の
三
の
見
出
し

（
第
三
条
の
三
第
一
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）

確
認
申
請
書

通
知
書

第
一
条
の
三
第
一
項
、
第

一
条
の
四
及
び
第
三
条
の

三
第
四
項

法
第
六
条
第
一
項

法
第
十
八
条
第
二
項

第
一
条
の
三
第
一
項
（
第

三
条
の
三
第
一
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）

確
認
の
申
請
書

通
知
に
係
る
通
知
書

第
一
条
の
三
第
一
項
第
一

号
及
び
第
四
項
第
一
号

（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
三

条
の
三
第
一
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

別
記
第
二
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
様
式

第
一
条
の
三
第
一
項
第
一

号
ロ
及
び
第
四
号
、
同
項

の
表
一
か
ら
表
三
ま
で
、

第
四
項
第
一
号
ロ
及
び
ハ

並
び
に
第
四
号
並
び
に
第

五
項
第
一
号
（
こ
れ
ら
の

規
定
を
第
三
条
の
三
第
一

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。）、
第
一
条
の

三
第
七
項
、
第
九
項
及
び

申
請
に

通
知
に
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第
十
一
項
（
第
三
条
の
三

第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）、
第
一

条
の
四
（
第
三
条
の
三
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）、
第
三
条

の
七
第
一
項
第
一
号
ロ
及

び
第
四
号
、第
三
条
の
八
、

第
四
条
第
一
項
第
五
号
及

び
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規

定
を
第
四
条
の
四
の
二
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）並
び
に
第
四
条
の

八
第
一
項
第
三
号
及
び
第

二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を

第
四
条
の
十
一
の
二
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）

第
一
条
の
三
第
一
項
第
三

号
及
び
第
四
項
第
三
号
並

び
に
第
一
条
の
四
（
こ
れ

ら
の
規
定
を
第
三
条
の
三

第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）

確
認
の
申
請

通
知

第
一
条
の
三
第
一
項
の
表

二
、
第
四
項
の
表
一
及
び

第
五
項
第
一
号
（
こ
れ
ら

の
規
定
を
第
三
条
の
三
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）

確
認
す
る

審
査
す
る

第
一
条
の
三
第
一
項
の
表

二
、
第
四
項
の
表
一
、
第

八
項
及
び
第
十
項
（
こ
れ

ら
の
規
定
を
第
三
条
の
三

第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）、
第
四

条
第
一
項
第
一
号
（
第
四

条
の
四
の
二
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）、

確
認
に

審
査
に
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第
一
条
の
三
第
一
項
の
表

三
（
第
三
条
の
三
第
一
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）

確
認
申
請
時

通
知
時

第
四
条
の
八
第
一
項
第
一

号
（
第
四
条
の
十
一
の
二

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）並
び
に
第
四
条

の
十
六
第
一
項
及
び
第
二

項第
一
条
の
三
第
二
項
か
ら

第
五
項
ま
で
、
第
八
項
及

び
第
十
項
（
こ
れ
ら
の
規

定
を
第
三
条
の
三
第
一
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）並
び
に
第
三
条

の
三
第
四
項

確
認
の
申
請
書

通
知
書

第
一
条
の
三
第
四
項

法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
確

認
の
申
請

法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

通
知

第
一
条
の
三
第
四
項
第
一

号
ロ
（
第
三
条
の
三
第
一

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。）

別
記
第
八
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
七
様
式

第
一
条
の
三
第
六
項
（
第

三
条
の
三
第
一
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）、
第
七
項
及
び
第
九

項
、
第
二
条
第
一
項
及
び

第
四
項
、
第
三
条
の
七
の

見
出
し
及
び
第
二
項
か
ら

第
四
項
ま
で
並
び
に
第
三

条
の
九
第
一
項

申
請
書

通
知
書

第
一
条
の
三
第
七
項
、
同

条
第
八
項
、
第
十
項
及
び

第
十
一
項
（
こ
れ
ら
の
規

定
を
第
三
条
の
三
第
一
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）並
び
に
第
四
条

確
認
を

審
査
を
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第
一
条
の
三
第
八
項
（
第

三
条
の
三
第
一
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）

規
定
す
る
申
請
書

規
定
す
る
通
知
書

部
分
の
申
請
書

部
分
の
通
知
書

別
記
第
四
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
二
様
式

第
一
項
第
一
号
及
び
第
二

項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第

四
条
の
四
の
二
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

第
一
条
の
三
第
八
項
及
び

第
十
一
項
（
こ
れ
ら
の
規

定
を
第
三
条
の
三
第
一
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）、
第
三
条
の
七

第
一
項
第
三
号
、
第
三
項

及
び
第
四
項
、
第
四
条
第

一
項
第
七
号
（
第
四
条
の

四
の
二
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）及
び
第

二
項
並
び
に
第
四
条
の
八

第
一
項
第
五
号
（
第
四
条

の
十
一
の
二
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）及

び
第
二
項

申
請
を

通
知
を

第
一
条
の
三
第
十
項
（
第

三
条
の
三
第
一
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）

係
る
確
認
の
申
請

係
る
通
知

当
該
申
請

当
該
通
知

第
一
条
の
三
第
十
一
項

（
第
三
条
の
三
第
一
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）、
第
四
条
第
一
項

第
五
号
及
び
第
二
項
（
こ

れ
ら
の
規
定
を
第
四
条
の

四
の
二
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）、
第
四

条
の
八
第
一
項
第
三
号
及

び
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規

定
を
第
四
条
の
十
一
の
二

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

直
前
の
確
認

直
前
の
審
査
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を
含
む
。）並
び
に
第
四
条

の
十
六
第
一
項
及
び
第
二

項第
一
条
の
三
第
十
一
項

（
第
三
条
の
三
第
一
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）及
び
第
四
条
第
二

項
（
第
四
条
の
四
の
二
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）

当
該
確
認

当
該
審
査

第
一
条
の
四
（
第
三
条
の

三
第
一
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）及
び

第
三
条
の
八

構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
申
請

構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
通
知

第
二
条
第
一
項

法
第
六
条
第
四
項

法
第
十
八
条
第
三
項

別
記
第
五
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
三
様
式

そ
の
写
し
、
同
令
第
六
条
第
一
号
に

規
定
す
る
認
定
書
の
写
し
、
同
条
第

二
号
に
規
定
す
る
通
知
書
又
は
そ
の

写
し
及
び
同
条
第
三
号
に
規
定
す
る

通
知
書
又
は
そ
の
写
し

そ
の
写
し

第
二
条
第
一
項
及
び
第
四

項

第
十
二
条
第
六
項

第
十
三
条
第
七
項

第
二
条
第
一
項
及
び
第
四

項
並
び
に
第
三
条
の
四
第

一
項

第
六
条
に

第
七
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
令
第
六
条
に

第
二
条
第
三
項

法
第
六
条
第
六
項

法
第
十
八
条
第
十
四
項

同
条
第
四
項

同
条
第
三
項

別
記
第
五
号
の
二
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
四
様
式

第
二
条
第
四
項

別
記
第
六
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
五
様
式

第
二
条
第
四
項
及
び
第
五

項

法
第
六
条
第
七
項

法
第
十
八
条
第
十
五
項

第
二
条
第
四
項
及
び
第
三

条
の
十
二

法
第
六
条
の
三
第
七
項

法
第
十
八
条
第
十
一
項

第
二
条
第
五
項

別
記
第
七
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
六
様
式
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第
三
条
の
三
第
一
項
に
お

い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

る
第
一
条
の
三
第
一
項
及

び
第
四
項
並
び
に
第
一
条

の
四
並
び
に
第
三
条
の
四

第
一
項

法
第
六
条
の
二
第
一
項

法
第
十
八
条
第
四
項

第
三
条
の
三
第
一
項
に
お

い
て
準
用
す
る
第
一
条
の

三
第
四
項

確
認
の
申
請
に

通
知
に

第
三
条
の
三
第
四
項

第
一
条
の
三
第
七
項
、
第
二
条
の
二

第
四
項
又
は
第
三
条
第
六
項

第
八
条
の
二
の
二
に
お
い
て
準
用
す

る
第
一
条
の
三
第
七
項

申
請
書
に
添
え
る

通
知
書
に
添
え
る

前
各
項

第
八
条
の
二
の
二
に
お
い
て
準
用
す

る
第
一
項

第
三
条
の
四
第
一
項

別
記
第
十
五
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
三
の
二
様
式

前
条

第
八
条
の
二
の
二
に
お
い
て
準
用
す

る
前
条
第
一
項

第
二
条
の
二
又
は
第
三
条
の
通
知
書

第
八
条
の
二
の
五
第
一
項
に
お
い
て

準
用
す
る
前
条
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
第
二
条
の
二
又
は
第
八
条
の

二
の
六
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る

前
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第

三
条
の
通
知
書

第
三
条
の
六

法
第
六
条
の
二
第
六
項

法
第
十
八
条
第
十
九
項

別
記
第
十
七
号
様
式
及
び
別
記
第
十

八
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
六
の
五
様
式
及

び
別
記
第
四
十
二
号
の
六
の
六
様
式

第
三
条
の
七
第
一
項

申
請
書

通
知
に
係
る
通
知
書

第
三
条
の
七
第
一
項
及
び

第
三
条
の
八

法
第
六
条
の
三
第
一
項

法
第
十
八
条
第
五
項

第
三
条
の
七
第
一
項
第
一

号

別
記
第
十
八
号
の
二
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
十
二
の
二
様
式

第
三
条
の
七
第
三
項

別
記
第
十
八
号
の
三
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
十
二
の
三
様
式

第
三
条
の
八

法
第
六
条
第
四
項
に
規
定
す
る
審
査

又
は
法
第
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
確
認
の
た
め
の
審
査

法
第
十
八
条
第
三
項
又
は
第
四
項
の

規
定
に
よ
る
審
査

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



法
第
六
条
第
一
項
又
は
法
第
六
条
の

二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
の
申

請

法
第
十
八
条
第
二
項
又
は
第
四
項
の

通
知

第
三
条
の
九
第
一
項

法
第
六
条
の
三
第
四
項

法
第
十
八
条
第
八
項

第
三
条
の
九
第
一
項
第
一

号

別
記
第
十
八
号
の
四
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
十
二
の
四
様
式

第
三
条
の
九
第
一
項
第
二

号

別
記
第
十
八
号
の
五
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
十
二
の
五
様
式

第
三
条
の
九
第
三
項

法
第
六
条
の
三
第
五
項
の
規
定
に
よ

る
同
条
第
四
項

法
第
十
八
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
る

同
条
第
八
項

別
記
第
十
八
号
の
六
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
十
二
の
六
様
式

第
三
条
の
九
第
四
項

法
第
六
条
の
三
第
六
項

法
第
十
八
条
第
十
項

別
記
第
十
八
号
の
七
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
十
二
の
七
様
式

第
三
条
の
十
三
第
二
項

法
第
六
条
の
三
第
一
項
た
だ
し
書

法
第
十
八
条
第
五
項
た
だ
し
書

第
四
条
（
見
出
し
を
含

む
。）（
第
四
条
の
四
の
二

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）

完
了
検
査
申
請
書

工
事
完
了
通
知
書

第
四
条

法
第
七
条
第
一
項

法
第
十
八
条
第
二
十
項

第
四
条
第
一
項
（
第
四
条

の
四
の
二
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）

別
記
第
十
九
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
十
三
様
式

第
四
条
第
一
項
及
び
第
四

条
の
八
第
一
項

検
査
の
申
請
書

通
知
に
係
る
通
知
書

第
四
条
第
一
項
第
二
号

（
第
四
条
の
四
の
二
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）及
び
第
四
条
の
八
第

一
項
第
二
号
（
第
四
条
の

十
一
の
二
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）

の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

に
規
定
す
る
建
築
物

第
四
条
第
一
項
第
四
号

（
第
四
条
の
四
の
二
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）

第
十
二
条
第
一
項

第
十
三
条
第
二
項

同
条
第
二
項

同
条
第
三
項

含
み
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ

る
場
合
に
あ
つ
て
は
そ
れ
ぞ
れ
イ
か

ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
も
の
と
す
る

含
む
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第
四
条
の
三
の
二
第
一
項

法
第
七
条
第
四
項

法
第
十
八
条
第
二
十
一
項

第
四
条
の
三
の
二
第
一

項
、
第
四
条
の
五
の
二
第

一
項
、
第
四
条
の
九
第
一

項
及
び
第
四
条
の
十
二
の

二
第
一
項

建
築
主

国
の
機
関
の
長
等

第
四
条
の
三
の
二
第
二
項

別
記
第
二
十
号
の
二
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
十
五
様
式

第
四
条
の
四

法
第
七
条
第
五
項

法
第
十
八
条
第
二
十
二
項

別
記
第
二
十
一
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
十
六
様
式

第
四
条
の
四
の
二
に
お
い

て
読
み
替
え
て
準
用
す
る

第
四
条
第
一
項
及
び
第
二

項
、
第
四
条
の
五
の
二
第

一
項
並
び
に
第
四
条
の
十

六
第
三
項

法
第
七
条
の
二
第
一
項

法
第
十
八
条
第
二
十
三
項

第
四
条
の
四
の
二
に
お
い

て
準
用
す
る
第
四
条
第
一

項
及
び
第
四
条
の
十
一
の

二
に
お
い
て
準
用
す
る
第

四
条
の
八
第
一
項

検
査
の
申
請
書

検
査
に
係
る
通
知
書

第
四
条
の
四
の
二
に
お
い

て
準
用
す
る
第
四
条
第
二

項
並
び
に
第
四
条
の
十
一

の
二
に
お
い
て
準
用
す
る

第
四
条
の
八
第
一
項
及
び

第
二
項

申
請
を

検
査
に
係
る
通
知
を

第
四
条
の
五
の
二
第
二
項

別
記
第
二
十
三
号
の
二
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
十
五
の
二
様
式

第
四
条
の
八
（
見
出
し
を

含
む
。）（
第
四
条
の
十
一

の
二
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）

中
間
検
査
申
請
書

特
定
工
程
工
事
終
了
通
知
書

第
四
条
の
八

法
第
七
条
の
三
第
一
項

法
第
十
八
条
第
二
十
八
項
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第
四
条
の
八
第
一
項
（
第

四
条
の
十
一
の
二
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）

別
記
第
二
十
六
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
十
七
様
式

第
四
条
の
九
第
一
項

法
第
七
条
の
三
第
四
項

法
第
十
八
条
第
二
十
九
項

第
四
条
の
九
第
二
項

別
記
第
二
十
七
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
十
八
様
式

第
四
条
の
十
一
の
二
に
お

い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

る
第
四
条
の
八
第
一
項
及

び
第
二
項
並
び
に
第
四
条

の
十
二
の
二
第
一
項

法
第
七
条
の
四
第
一
項

法
第
十
八
条
第
三
十
二
項

第
四
条
の
十
二
の
二
第
二

項

別
記
第
三
十
号
の
二
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
十
八
の
二
様
式

第
四
条
の
十
六
第
一
項

法
第
七
条
の
六
第
一
項
第
一
号

法
第
十
八
条
第
三
十
八
項
第
一
号

別
記
第
三
十
三
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
二
十
様
式

第
四
条
の
十
六
第
二
項

法
第
七
条
の
六
第
一
項
第
二
号

法
第
十
八
条
第
三
十
八
項
第
二
号

別
記
第
三
十
四
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
二
十
一
様
式

第
四
条
の
十
六
第
三
項

法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申

請
が
受
理
さ
れ
る
前

法
第
十
八
条
第
二
十
項
の
規
定
に
よ

る
通
知
を
行
う
前

第
四
条
の
十
六
第
四
項

法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
確

認
の
申
請
と
同
時
に
（
法
第
六
条
の

二
第
一
項
の
確
認
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
に
あ
つ
て
は
、
指
定
確
認
検
査

機
関
が
当
該
確
認
を
引
き
受
け
た
後

遅
滞
な
く
）

法
第
十
八
条
第
二
項
又
は
第
四
項
の

規
定
に
よ
る
通
知
と
同
時
に

第
四
条
の
十
六
第
五
項

法
第
七
条
の
六
第
一
項
第
一
号
又
は

第
二
号

法
第
十
八
条
第
三
十
八
項
第
一
号
又

は
第
二
号

別
記
第
三
十
五
号
様
式
、
別
記
第
三

十
五
号
の
二
様
式
又
は
別
記
第
三
十

五
号
の
三
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
二
十
二
様
式
、

別
記
第
四
十
二
号
の
二
十
三
様
式
又

は
別
記
第
四
十
二
号
の
二
十
三
の
二

様
式

第
四
条
の
十
六
の
三

法
第
七
条
の
六
第
四
項

法
第
十
八
条
第
四
十
項

別
記
第
三
十
五
号
の
五
様
式
及
び
別

記
第
三
十
六
号
様
式

別
記
四
十
二
号
の
二
十
三
の
四
様
式

及
び
別
記
第
四
十
二
号
の
二
十
三
の

五
様
式
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（
指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
に
対
す
る
構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
通
知
等
）

第
八
条
の
二
の
三

前
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
三
条
の
七
、
第
三
条
の
八
及
び
第
三
条
の
九
（
第

二
項
を
除
く
。）並
び
に
第
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
は
、
法
第
十
八
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適

用
す
る
法
第
十
八
条
第
五
項
及
び
第
八
項
か
ら
第
十
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
国
の
機
関
の
長
等
に
よ
る
指
定
構

造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
に
対
す
る
通
知
そ
の
他
の
手
続
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
条

に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
三
条
の
七
第
一
項
及
び
第
三
条
の
八
中
「
法
第
十
八
条
第
五
項
」
と
あ
る

の
は
「
法
第
十
八
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
十
八
条
第
五
項
」
と
、
前
条
に
お
い

て
準
用
す
る
第
三
条
の
七
第
一
項
第
一
号
ロ

及
び
第
三
項
並
び
に
第
三
条
の
八
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
都

道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
」
と
、
前
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

る
第
三
条
の
九
第
一
項
中
「
法
第
十
八
条
第
八
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
八
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
読
み

替
え
て
適
用
す
る
法
第
十
八
条
第
八
項
」
と
、
前
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
項
第
一
号
中
「
別
記

第
四
十
二
号
の
十
二
の
四
様
式
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
第
四
十
二
号
の
十
二
の
八
様
式
」
と
、
同
条
に
お
い
て

読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
項
第
二
号
中
「
別
記
第
四
十
二
号
の
十
二
の
五
様
式
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
第
四
十

二
号
の
十
二
の
九
様
式
」
と
、
同
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
三
条
の
九
第
三
項
中
「
法
第
十
八
条

第
九
項
の
規
定
に
よ
る
同
条
第
八
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
八
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用

す
る
法
第
十
八
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
法
第
十
八
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
十

八
条
第
八
項
」
と
、「
別
記
第
四
十
二
号
の
十
二
の
六
様
式
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
第
四
十
二
号
の
十
二
の
十
様

式
」
と
、
前
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
三
条
の
九
第
四
項
中
「
法
第
十
八
条
第
十
項
」
と
あ
る
の

は
「
法
第
十
八
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
十
八
条
第
十
項
」
と
、「
別
記
第
四
十
二

号
の
十
二
の
七
様
式
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
第
四
十
二
号
の
十
二
の
十
一
様
式
」
と
、
第
八
条
の
二
第
二
項
中

「
法
第
十
八
条
第
九
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
八
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
十

八
条
第
九
項
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
構
造
計
算
適
合
性
判
定
に
関
す
る
事
務
に
従
事
す
る
者
相
互
間
」
と
あ

る
の
は
「
構
造
計
算
適
合
性
判
定
員
相
互
間
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

（
国
の
機
関
の
長
等
に
よ
る
用
途
変
更
に
関
す
る
通
知
等
）

第
八
条
の
二
の
四

第
四
条
の
二
の
規
定
は
、
法
第
八
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
八
条
第
二
十

項
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
条
の
二
の
見
出
し
中
「
工
事
完
了

届
」
と
あ
る
の
は
「
工
事
完
了
通
知
書
」
と
、
同
条
第
一
項
中
「
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
七
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
届
出
は
、
別
記
第
二
十
号
様
式
」
と
あ
る
の
は
「
準
用
す
る
法
第
十
八
条
第
二
十
項
の
規
定
に
よ

る
通
知
は
、
別
記
第
四
十
二
号
の
十
四
様
式
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
届
出
」
と
あ
る
の
は
「
通
知
」
と
、「
法

第
六
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
八
条
第
十
七
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

（
国
の
機
関
の
長
等
に
よ
る
建
築
設
備
に
関
す
る
通
知
等
）

第
八
条
の
二
の
五

第
二
条
の
二
（
第
六
項
を
除
く
。）、
同
条
第
六
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
二
条

第
一
項
、第
四
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
三
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
二
条
の
二（
第

四
項
及
び
第
六
項
を
除
く
。）の
規
定
は
、
法
第
八
十
七
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ

る
国
の
機
関
の
長
等
に
よ
る
建
築
設
備
に
係
る
建
築
主
事
等
又
は
指
定
確
認
検
査
機
関
に
対
す
る
通
知
そ
の
他

の
手
続
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ

る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

第
二
条
の
二
の
見
出
し

（
第
三
条
の
三
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）

確
認
申
請
書

通
知
書

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



第
二
条
の
二
第
一
項

法
第
六
条
第
一
項

法
第
十
八
条
第
二
項

第
二
条
の
二
第
一
項
（
第

三
条
の
三
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）

確
認
の
申
請
書

通
知
に
係
る
通
知
書

第
二
条
の
二
第
一
項
第
一

号
（
第
三
条
の
三
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）

別
記
第
八
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
七
様
式

第
二
条
の
二
第
一
項
第
一

号
ロ
及
び
同
項
の
表
（
こ

れ
ら
の
規
定
を
第
三
条
の

三
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）並
び

に
第
四
項

申
請
に

通
知
に

第
二
条
の
二
第
一
項
第
二

号
（
第
三
条
の
三
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）

確
認
の
申
請

通
知

第
二
条
の
二
第
二
項
及
び

第
五
項
（
こ
れ
ら
の
規
定

を
第
三
条
の
三
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）

確
認
の
申
請
書

通
知
書

第
二
条
の
二
第
三
項
（
第

三
条
の
三
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）及
び
第
四
項
並
び
に

第
二
条
の
二
第
六
項
に
お

い
て
準
用
す
る
第
二
条
第

一
項
及
び
第
四
項

申
請
書

通
知
書

第
二
条
の
二
第
四
項
及
び

第
五
項
（
第
三
条
の
三
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）

確
認
を

審
査
を

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



第
二
条
の
二
第
五
項
（
第

三
条
の
三
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）

規
定
す
る
申
請
書

規
定
す
る
通
知
書

確
認
に

審
査
に

申
請
を

通
知
を

部
分
の
申
請
書

部
分
の
通
知
書

別
記
第
九
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
八
様
式

第
二
条
の
二
第
六
項
に
お

い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

る
第
二
条
第
一
項

法
第
六
条
第
四
項

法
第
十
八
条
第
三
項

別
記
第
五
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
三
様
式

第
二
条
の
二
第
六
項
に
お

い
て
準
用
す
る
第
二
条
第

四
項

別
記
第
六
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
五
様
式

第
二
条
の
二
第
六
項
に
お

い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

る
第
二
条
第
四
項
及
び
第

五
項

法
第
六
条
第
七
項

法
第
十
八
条
第
十
五
項

第
二
条
の
二
第
六
項
に
お

い
て
準
用
す
る
第
二
条
第

五
項

別
記
第
七
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
六
様
式

第
三
条
の
三
第
二
項
に
お

い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

る
第
二
条
の
二
第
一
項

法
第
六
条
の
二
第
一
項

法
第
十
八
条
第
四
項

２

前
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
二
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
特
定
行
政
庁
が
規
則
で
法
第

八
十
七
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
係
る
通
知
書
に
添
え
る
べ
き

図
書
を
定
め
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
書
に
当
該
図
書
を
添
え
る
も
の
と
す
る
。

（
国
の
機
関
の
長
等
に
よ
る
工
作
物
に
関
す
る
通
知
等
）

第
八
条
の
二
の
六

第
三
条
（
第
八
項
を
除
く
。）、
同
条
第
八
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
二
条
第
一

項
、
第
四
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
三
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
三
条
（
第
六
項
及

び
第
八
項
を
除
く
。）の
規
定
は
、
法
第
八
十
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
八
条
の
規

定
に
よ
る
国
の
機
関
の
長
等
に
よ
る
工
作
物
に
係
る
建
築
主
事
等
又
は
指
定
確
認
検
査
機
関
に
対
す
る
通
知
そ

の
他
の
手
続
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に

掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

第
三
条
の
見
出
し
（
第
三

条
の
三
第
三
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

確
認
申
請
書

通
知
書

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



第
三
条
第
一
項
か
ら
第
三

項
ま
で

法
第
六
条
第
一
項

法
第
十
八
条
第
二
項

第
三
条
第
一
項
及
び
第
二

項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第

三
条
の
三
第
三
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）

確
認
の
申
請
書

通
知
に
係
る
通
知
書

第
三
条
第
一
項
第
一
号
及

び
第
三
項
第
一
号
ロ
（
こ

れ
ら
の
規
定
を
第
三
条
の

三
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）

別
記
第
十
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
九
様
式

別
記
第
八
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
七
様
式

第
三
条
第
一
項
第
一
号

ロ
、
同
項
の
表
一
、
第
二

項
第
一
号
ロ
、同
項
の
表
、

第
三
項
第
一
号
ニ
及
び
第

四
号
並
び
に
第
五
項
（
こ

れ
ら
の
規
定
を
第
三
条
の

三
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）並
び

に
第
六
項

申
請
に

通
知
に

第
三
条
第
一
項
第
二
号
及

び
第
二
項
第
三
号
（
こ
れ

ら
の
規
定
を
第
三
条
の
三

第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）

確
認
の
申
請

通
知

第
三
条
第
一
項
の
表
二

（
第
三
条
の
三
第
三
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）

確
認

審
査

第
三
条
第
二
項
第
一
号

（
第
三
条
の
三
第
三
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）

別
記
第
十
一
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
十
様
式

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



第
三
条
第
三
項
（
第
三
条

の
三
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）

確
認
申
請

通
知

確
認
の
申
請
を

通
知
を

第
三
条
第
三
項
、
第
四
項

及
び
第
七
項
（
こ
れ
ら
の

規
定
を
第
三
条
の
三
第
三

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。）

確
認
の
申
請
書

通
知
書

第
三
条
第
三
項
第
一
号

（
第
三
条
の
三
第
三
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）

別
記
第
二
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
様
式

第
三
条
第
三
項
第
一
号
イ

及
び
ハ

第
一
条
の
三
第
一
項

第
八
条
の
二
の
二
に
お
い
て
準
用
す

る
第
一
条
の
三
第
一
項

第
三
条
第
五
項
（
第
三
条

の
三
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）及

び
第
六
項
並
び
に
第
三
条

第
八
項
に
お
い
て
準
用
す

る
第
二
条
第
一
項
及
び
第

四
項

申
請
書

通
知
書

第
三
条
第
六
項
及
び
第
七

項
（
第
三
条
の
三
第
三
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）

確
認
を

審
査
を

第
三
条
第
七
項
（
第
三
条

の
三
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）

規
定
す
る
申
請
書

規
定
す
る
通
知
書

確
認
に

審
査
に

申
請
を

通
知
を

部
分
の
申
請
書

部
分
の
通
知
書

別
記
第
十
三
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
十
一
様
式

別
記
第
十
四
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
十
二
様
式

第
三
条
第
八
項
に
お
い
て

読
み
替
え
て
準
用
す
る
第

二
条
第
一
項

法
第
六
条
第
四
項

法
第
十
八
条
第
三
項

別
記
第
五
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
三
様
式

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



第
三
条
第
八
項
に
お
い
て

準
用
す
る
第
二
条
第
四
項

別
記
第
六
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
五
様
式

第
三
条
第
八
項
に
お
い
て

読
み
替
え
て
準
用
す
る
第

二
条
第
四
項
及
び
第
五
項

法
第
六
条
第
七
項

法
第
十
八
条
第
十
五
項

第
三
条
第
八
項
に
お
い
て

準
用
す
る
第
二
条
第
五
項

別
記
第
七
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
の
六
様
式

第
三
条
の
三
第
三
項
に
お

い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

る
第
三
条
第
一
項
か
ら
第

三
項
ま
で

法
第
六
条
の
二
第
一
項

法
第
十
八
条
第
四
項

第
三
条
の
三
第
三
項
に
お

い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

る
第
三
条
第
三
項
第
一
号

イ
及
び
ハ

第
三
条
の
三
第
一
項
に
お
い
て
準
用

す
る
第
一
条
の
三
第
一
項

第
八
条
の
二
の
二
に
お
い
て
準
用
す

る
第
三
条
の
三
第
一
項
に
お
い
て
準

用
す
る
第
一
条
の
三
第
一
項

２

前
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
三
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
特
定
行
政
庁
が
規
則
で
法
第
八
十

八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
八
条
第
二
項
の
通
知
書
に
添
え
る
べ
き
図
書
を
定
め
た

場
合
に
あ
つ
て
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
書
に
当
該
図
書
を
添
え
る
も
の
と
す
る
。

（
認
証
型
式
部
材
等
に
関
す
る
検
査
の
特
例
）

（
認
証
型
式
部
材
等
に
関
す
る
検
査
の
特
例
）

第
十
条
の
五
の
十
六

法
第
六
十
八
条
の
二
十
第
二
項
（
法
第
六
十
八
条
の
二
十
二
第
二
項
及
び
法
第
八
十
八
条

第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
確
認
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

第
十
条
の
五
の
十
六

法
第
六
十
八
条
の
二
十
第
二
項
（
法
第
六
十
八
条
の
二
十
二
第
二
項
及
び
法
第
八
十
八
条

第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
確
認
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該

各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一

法
第
七
条
第
四
項
、
法
第
七
条
の
三
第
四
項
又
は
法
第
十
八
条
第
二
十
一
項
若
し
く
は
第
二
十
九
項
の
規

定
に
よ
る
検
査

第
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四
条
の
八
第
一
項
の
申
請
書
又
は
第
八
条
の
二
の
二
に
お
い

て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四
条
の
八
第
一
項
の
通
知
書
並
び
に
そ
の
添
付
図
書

及
び
添
付
書
類
を
審
査
し
、
必
要
に
応
じ
、
法
第
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
求
め
る
。

一

法
第
七
条
第
四
項
、
法
第
七
条
の
三
第
四
項
又
は
法
第
十
八
条
第
十
七
項
若
し
く
は
第
二
十
項
の
規
定
に

よ
る
検
査

第
四
条
第
一
項
又
は
第
四
条
の
八
第
一
項
の
申
請
書
並
び
に
そ
の
添
付
図
書
及
び
添
付
書
類
を

審
査
し
、
必
要
に
応
じ
、
法
第
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
求
め
る
。

二

法
第
七
条
の
二
第
一
項
、
法
第
七
条
の
四
第
一
項
又
は
法
第
十
八
条
第
二
十
三
項
若
し
く
は
第
三
十
二
項

の
規
定
に
よ
る
検
査

第
四
条
の
四
の
二
（
第
八
条
の
二
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ

の
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
図
書
及
び
書
類
、
第
四
条

の
四
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
写
真
、
第
四
条
の
十
一
の
二
（
第
八
条

の
二
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
条

の
八
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
図
書
及
び
書
類
並
び
に
第
四
条
の
十
一
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
条

の
八
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
写
真
を
審
査
し
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
法
第
七
十
七
条
の
三
十
二

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
照
会
す
る
。

二

法
第
七
条
の
二
第
一
項
又
は
法
第
七
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
検
査

第
四
条
の
四
の
二
に
お
い
て

準
用
す
る
第
四
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
図
書
及
び
書
類
並
び
に
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
写
真
並
び

に
第
四
条
の
十
一
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
条
の
八
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
図
書
及
び
書
類
並
び

に
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
写
真
を
審
査
し
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
法
第
七
十
七
条
の
三
十
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
照
会
す
る
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



（ 安 全 上 の 措 置 等 に 関 す る 計 画 届 の 様 式 ） （ 安 全 上 の 措 置 等 に 関 す る 計 画 届 の 様 式 ）

第 十 一 条 の 二 （ 略 ） 第 十 一 条 の 二 （ 略 ）

２ 法 第 七 条 の 六 第 一 項 第 一 号 若 し く は 第 二 号 又 は 法 第 十 八 条 第 三 十 八 項 第 一 号 若 し く は 第 二 号

の 規 定 に よ る 仮 使 用 の 認 定 を 受 け た 者 が 前 項 の 届 出 を す る 場 合 に お い て は 、 同 項 の 規 定 に か か

わ ら ず 、 同 項 の 表 に 掲 げ る 図 書 を 添 え る こ と を 要 し な い 。

２ 法 第 七 条 の 六 第 一 項 第 一 号 又 は 第 二 号 の 規 定 に よ る 仮 使 用 の 認 定 を 受 け た 者 が 前 項 の 届 出 を

す る 場 合 に お い て は 、 同 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 同 項 の 表 に 掲 げ る 図 書 を 添 え る こ と を 要 し な

い 。

別記 別記
第二号様式（第一条の三、第三条、第三条の三関係）（Ａ４） 第二号様式（第一条の三、第三条、第三条の三関係）（Ａ４）

（第四面） （第四面）
建築物別概要 建築物別概要
 

【１．番号】～【10．建築設備の種類】 （略） 【１．番号】～【10．建築設備の種類】 （略）
 

【11．確認の特例】 【11．確認の特例】
【イ．建築基準法第６条の３第１項ただし書又は同法第18条第５項ただし書


の規定による審査

の特例の適用の有無】
【イ．建築基準法第６条の３第１項ただし書又は法第18条第４項ただし書


の規定による審査の

特例の適用の有無】
有 無 有 無

【ロ．建築基準法第６条の４第１項の規定による確認の特例の適用の有無】～【ヘ．認証型式
部材等認証番号】 （略）

【ロ．建築基準法第６条の４第１項の規定による確認の特例の適用の有無】～【ヘ．認証型式
部材等認証番号】 （略）

 

【12．床面積】～【19．備考】 （略） 【12．床面積】～【19．備考】 （略）
 

第四十二号様式（第八条の二の二


関係）（Ａ４） 第四十二号様式（第八条の二


関係）（Ａ４）
建築基準法第18条第２項又は第４項


の規定による 建築基準法第18条第２項


の規定による

計画通知書（建築物） 計画通知書（建築物）
（第一面） （第一面）

建築基準法第18条第２項又は第４項


の規定により計画を通知します。 建築基準法第18条第２項


の規定により計画を通知します。
建築主事等又は指定確認検査機関


様 建築主事等


様
（略） （略）

第四十二号の二様式（第八条の二の二


関係）（Ａ４） 第四十二号の二様式（第八条の二


関係）（Ａ４）
建築基準法第18条第２項又は第４項


の規定による 建築基準法第18条第２項


の規定による

計画変更通知書（建築物） 計画変更通知書（建築物）
（第一面） （第一面）

建築基準法第18条第２項又は第４項


の規定により計画の変更を通知します。 建築基準法第18条第２項


の規定により計画の変更を通知します。
建築主事等又は指定確認検査機関


様 建築主事等


様
（略） （略）

【計画を変更する建築物の直前の審査

】 【計画を変更する建築物の直前の確認


】

（略） （略）

令
和

年


月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






第四十二号の三様式（第八条の二の二


関係）（Ａ４） 第四十二号の三様式（第八条の二


関係）（Ａ４）

建築基準法第18条第３項の規定による 建築基準法第18条第３項の規定による

確認済証 確認済証

（略） （略）

国の機関の長等


様 建築主、設置者又は築造主


様

（略） （略）

なお、当該計画が同法第18条第５項ただし書


に規定する特定構造計算基準又は特定増改築構造

計算基準に適合するかどうかの審査を同項ただし書に規定する建築主事等が行つたものである。

なお、当該計画が同法第18条第４項ただし書


に規定する特定構造計算基準又は特定増改築構造

計算基準に適合するかどうかの審査を同項ただし書に規定する建築主事等が行つたものである。

（略） （略）

第四十二号の三の二様式

            

（第八条の二の二関係）（Ａ４） （新設）

令
和

年


月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






第四十二号の四様式（第八条の二関係）（Ａ４） 第四十二号の四様式（第八条の二関係）（Ａ４）

建築基準法第18条第14項の規定による


期間を延長する旨の通知書 建築基準法第６条第４項に規定する


期間を延長する旨の通知書

（略） （略）

国の機関の長等


様 建築主、設置者又は築造主


様

（略） （略）

下記の計画は、下記の理由により建築基準法第18条第３項


に規定する期間内に確認済証を交付

できないので、下記期間の範囲内において同項の期間を延長することを、同条第14項


の規定によ

り通知します。

下記の計画は、下記の理由により建築基準法第６条第４項


に規定する期間内に確認済証を交付

できないので、下記期間の範囲内において同項の期間を延長することを、同法第18条第13項


の規

定により通知します。

（略） （略）

第四十二号の五様式（第八条の二の二


関係）（Ａ４） 第四十二号の五様式（第八条の二


関係）（Ａ４）

建築基準法第18条第15項


の規定による 建築基準法第18条第３項


の規定による

適合しない旨の通知書 適合しない旨の通知書

（略） （略）

国の機関の長等


様 建築主、設置者又は築造主


様

（略） （略）

別添の計画通知書


及び添付図書に記載の計画は、下記の理由により建築基準法第18条第15項


（同

法第６条の４第１項の規定により読み替えて適用される同法第６条第１項）の建築基準関係規定

に適合しないことを認めましたので、通知します。


別添の確認申請書


及び添付図書に記載の計画は、下記の理由により建築基準法第18条第３項


（同

法第６条の４第１項の規定により読み替えて適用される同法第６条第１項）の建築基準関係規定

に適合しないことを認めましたので、通知します。


なお、この処分に不服があるときは、この通知を受けた日の翌日から起算して３か月以内に


建築審査会に対して審査請求をすることができます（なお、この通知を受けた日の翌日


から起算して３か月以内であつても、処分の日から１年を経過すると審査請求をすることができ


なくなります。）。また、この通知を受けた日（当該処分につき審査請求をした場合においては、


これに対する裁決の送達を受けた日）の翌日から起算して６か月以内に を被告として


（訴訟において を代表する者は となります。）、処分の取消しの訴えを提起


することができます（なお、この通知又は裁決の送達を受けた日の翌日から起算して６か月以内


であつても、処分又は裁決の日から１年を経過すると処分の取消しの訴えを提起することができ


なくなります。）。


（略） （略）

第四十二号の六様式（第八条の二の二


関係）（Ａ４） 第四十二号の六様式（第八条の二


関係）（Ａ４）

建築基準法第18条第15項


の規定による 建築基準法第18条第14項


の規定による

適合するかどうかを決定することができない旨の通知書 適合するかどうかを決定することができない旨の通知書

（略） （略）

令
和

年


月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






国の機関の長等


様 建築主、設置者又は築造主


様
（略） （略）

下記の計画は、下記の理由により建築基準法第18条第15項


（同法第６条の４第１項の規定によ
り読み替えて適用される同法第６条第１項）の建築基準関係規定に適合するかどうかを決定する
ことができないので、同法第18条第15項


（同法第87条第１項、第87条の４又は第88条第１項若し

くは第２項において準用する場合を含む。）の規定により通知します。


下記の計画は、下記の理由により建築基準法第６条第１項


（同法第６条の４第１項の規定によ
り読み替えて適用される同法第６条第１項）の建築基準関係規定に適合するかどうかを決定する
ことができないので、同法第18条第14項


（同法第87条第１項、第87条の４又は第88条第１項若し

くは第２項において準用する場合を含む。）の規定により通知します。


なお、この処分に不服があるときは、この通知を受けた日の翌日から起算して３か月以内に


建築審査会に対して審査請求をすることができます（なお、この通知を受けた日の翌日

から起算して３か月以内であつても、処分の日から１年を経過すると審査請求をすることができ

なくなります。）。また、この通知を受けた日（当該処分につき審査請求をした場合においては、

これに対する裁決の送達を受けた日）の翌日から起算して６か月以内に を被告として

（訴訟において を代表する者は となります。）、処分の取消しの訴えを提起

することができます（なお、この通知又は裁決の送達を受けた日の翌日から起算して６か月以内

であつても、処分又は裁決の日から１年を経過すると処分の取消しの訴えを提起することができ

なくなります。）。


（略） （略）
第四十二号の六の二様式

            

（第八条の二関係）（Ａ４） （新設）

令
和

年


月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






第
四
十
二
号
の
六
の
三
様
式












（

第
八
条
の
二
関
係
）（
Ａ
４
）

（
新
設
）

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



第
四
十
二
号
の
六
の
四
様
式












（

第
八
条
の
二
関
係
）（
Ａ
４
）

（
新
設
）

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



第
四
十
二
号
の
六
の
五
様
式












（

第
八
条
の
二
の
二
関
係
）（
Ａ
４
）

（
新
設
）

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



第四十二号の六の六様式

            

（第八条の二の二関係）（Ａ４） （新設）

第四十二号の七様式（第八条の二の五


関係）（昇降機用）（Ａ４） 第四十二号の七様式（第八条の二


関係）（昇降機用）（Ａ４）
建築基準法第87条の４において準用する同法第18条第２項又は第４項


の規定による 建築基準法第87条の４において準用する同法第18条第２項


の規定による

計画通知書（昇降機） 計画通知書（昇降機）
（第一面） （第一面）

建築基準法第87条の４において準用する同法第18条第２項又は第４項


の規定により計画を通知
します。

建築基準法第87条の４において準用する同法第18条第２項


の規定により計画を通知します。

建築主事等又は指定確認検査機関


様 建築主事等


様
（略） （略）

第四十二号の七様式（第八条の二の五


関係）（昇降機以外の建築設備用）（Ａ４） 第四十二号の七様式（第八条の二


関係）（昇降機以外の建築設備用）（Ａ４）
建築基準法第87条の４において準用する同法第18条第２項又は第４項


の規定による 建築基準法第87条の４において準用する同法第18条第２項


の規定による

計画通知書（昇降機以外の建築設備） 計画通知書（昇降機以外の建築設備）
（第一面） （第一面）

建築基準法第87条の４において準用する同法第18条第２項又は第４項


の規定により計画を通知
します。

建築基準法第87条の４において準用する同法第18条第２項


の規定により計画を通知します。

建築主事等又は指定確認検査機関


様 建築主事等


様
（略） （略）

令
和

年


月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






第四十二号の八様式（第八条の二の五


関係）（昇降機用）（Ａ４） 第四十二号の八様式（第八条の二


関係）（昇降機用）（Ａ４）
建築基準法第87条の４において準用する同法第18条第２項又は第４項


の規定による 建築基準法第87条の４において準用する同法第18条第２項


の規定による

計画変更通知書（昇降機） 計画変更通知書（昇降機）
（第一面） （第一面）

建築基準法第87条の４において準用する同法第18条第２項又は第４項


の規定により計画の変更
を通知します。

建築基準法第87条の４において準用する同法第18条第２項


の規定により計画の変更を通知しま
す。

建築主事等又は指定確認検査機関


様 建築主事等


様
（略） （略）

【計画変更する昇降機の直前の審査

】 【計画変更する昇降機の直前の確認


】

（略） （略）
第四十二号の八様式（第八条の二の五


関係）（昇降機以外の建築設備用）（Ａ４） 第四十二号の八様式（第八条の二


関係）（昇降機以外の建築設備用）（Ａ４）

建築基準法第87条の４において準用する同法第18条第２項又は第４項


の規定による 建築基準法第87条の４において準用する同法第18条第２項


の規定による
計画変更通知書（昇降機以外の建築設備） 計画変更通知書（昇降機以外の建築設備）

（第一面） （第一面）
建築基準法第87条の４において準用する同法第18条第２項又は第４項


の規定により計画の変更

を通知します。
建築基準法第87条の４において準用する同法第18条第２項


の規定により計画の変更を通知しま

す。
建築主事等又は指定確認検査機関


様 建築主事等


様
（略） （略）

【計画変更する建築設備の直前の審査

】 【計画変更する建築設備の直前の確認


】

（略） （略）
第四十二号の九様式（第八条の二の六


関係）（Ａ４） 第四十二号の九様式（第八条の二


関係）（Ａ４）

建築基準法第88条第１項において準用する同法第18条第２項又は第４項


の規定による 建築基準法第88条第１項において準用する同法第18条第２項


の規定による
計画通知書（工作物） 計画通知書（工作物）

（第一面） （第一面）
建築基準法第88条第１項において準用する同法第18条第２項又は第４項


の規定により計画を通

知します。
建築基準法第88条第１項において準用する同法第18条第２項


の規定により計画を通知します。

建築主事等又は指定確認検査機関


様 建築主事等


様
（略） （略）

第四十二号の十様式（第八条の二の六


関係）（Ａ４） 第四十二号の十様式（第八条の二


関係）（Ａ４）
建築基準法第88条第２項において準用する同法第18条第２項又は第４項


の規定による 建築基準法第88条第２項において準用する同法第18条第２項


の規定による

計画通知書（工作物） 計画通知書（工作物）
（第一面） （第一面）

建築基準法第88条第２項において準用する同法第18条第２項又は第４項


の規定により計画を通
知します。

建築基準法第88条第２項において準用する同法第18条第２項


の規定により計画を通知します。

建築主事等又は指定確認検査機関


様 建築主事等


様
（略） （略）

第四十二号の十一様式（第八条の二の六


関係）（Ａ４） 第四十二号の十一様式（第八条の二


関係）（Ａ４）
建築基準法第88条第１項において準用する同法第18条第２項又は第４項


の規定による 建築基準法第88条第１項において準用する同法第18条第２項


の規定による

計画変更通知書（工作物） 計画変更通知書（工作物）
（第一面） （第一面）

建築基準法第88条第１項において準用する同法第18条第２項又は第４項


の規定により計画の変
更を通知します。

建築基準法第88条第１項において準用する同法第18条第２項


の規定により計画の変更を通知し
ます。

建築主事等又は指定確認検査機関


様 建築主事等


様
（略） （略）

【計画を変更する工作物の直前の審査

】 【計画を変更する工作物の直前の確認


】

（略） （略）
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第四十二号の十二様式（第八条の二の六


関係）（Ａ４） 第四十二号の十二様式（第八条の二


関係）（Ａ４）
建築基準法第88条第２項において準用する同法第18条第２項又は第４項


の規定による 建築基準法第88条第２項において準用する同法第18条第２項


の規定による

計画変更通知書（工作物） 計画変更通知書（工作物）
（第一面） （第一面）

建築基準法第88条第２項において準用する同法第18条第２項又は第４項


の規定により計画の変
更を通知します。

建築基準法第88条第２項において準用する同法第18条第２項


の規定により計画の変更を通知し
ます。

建築主事等又は指定確認検査機関


様 建築主事等


様
（略） （略）

【計画を変更する工作物の直前の審査

】 【計画を変更する工作物の直前の確認


】

（略） （略）
第四十二号の十二の二様式（第八条の二の二及び第八条の二の三


関係）（Ａ４） 第四十二号の十二の二様式（第八条の二


関係）（Ａ４）

建築基準法第18条第５項


の規定による 建築基準法第18条第４項


の規定による
計画通知書 計画通知書
（第一面） （第一面）

建築基準法第18条第５項


（同法第18条の２第４項の規定により読み替えて適用される場合を含
む。）の規定により計画を通知します。

建築基準法第18条第４項


（同法第18条の２第４項の規定により読み替えて適用される場合を含
む。）の規定により計画を通知します。

（略） （略）
第四十二号の十二の三様式（第八条の二の二及び第八条の二の三


関係）（Ａ４） 第四十二号の十二の三様式（第八条の二


関係）（Ａ４）

建築基準法第18条第５項


の規定による 建築基準法第18条第４項


の規定による
計画変更通知書 計画変更通知書
（第一面） （第一面）

建築基準法第18条第５項


（同法第18条の２第４項の規定により読み替えて適用される場合を含
む。）の規定により計画の変更を通知します。

建築基準法第18条第４項


（同法第18条の２第４項の規定により読み替えて適用される場合を含
む。）の規定により計画の変更を通知します。

（略） （略）
第四十二号の十二の四様式（第八条の二の二


関係）（Ａ４） 第四十二号の十二の四様式（第八条の二


関係）（Ａ４）

建築基準法第18条第８項


の規定による 建築基準法第18条第７項


の規定による
適合判定通知書 適合判定通知書
（略） （略）

国の機関の長等


様 建築主


様
（略） （略）

下記の計画は、建築基準法第18条第５項の


特定構造計算基準又は特定増改築構造計算基準に適
合していることを証明する。

下記の計画は、建築基準法第６条の３第１項に規定する


特定構造計算基準又は特定増改築構造
計算基準に適合していることを証明する。

（略） （略）
第四十二号の十二の五様式（第八条の二の二


関係）（Ａ４） 第四十二号の十二の五様式（第八条の二


関係）（Ａ４）

建築基準法第18条第８項


の規定による 建築基準法第18条第７項


の規定による
適合しない旨の通知書 適合しない旨の通知書

（略） （略）
国の機関の長等


様 建築主


様
（略） （略）

別添の構造計算適合性判定通知書


及び添付図書に記載の計画は、下記の理由により建築基準法
第18条第５項の


特定構造計算基準又は特定増改築構造計算基準に適合しないものであると判定し
ましたので、通知します。



別添の構造計算適合性判定申請書


及び添付図書に記載の計画は、下記の理由により建築基準法
第６条の３第１項に規定する


特定構造計算基準又は特定増改築構造計算基準に適合しないもので
あると判定しましたので、通知します。


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なお、この処分に不服があるときは、この通知を受けた日の翌日から起算して３か月以内に


建築審査会に対して審査請求をすることができます（なお、この通知を受けた日の翌日

から起算して３か月以内であつても、処分の日から１年を経過すると審査請求をすることができ

なくなります。）。また、この通知を受けた日（当該処分につき審査請求をした場合においては、

これに対する裁決の送達を受けた日）の翌日から起算して６か月以内に を被告として

（訴訟において を代表する者は となります。）、処分の取消しの訴えを提起

することができます（なお、この通知又は裁決の送達を受けた日の翌日から起算して６か月以内

であつても、処分又は裁決の日から１年を経過すると処分の取消しの訴えを提起することができ

なくなります。）。


（略） （略）
第四十二号の十二の六様式（第八条の二の二


関係）（Ａ４） 第四十二号の十二の六様式（第八条の二


関係）（Ａ４）

建築基準法第18条第９項の規定による


建築基準法第18条第８項に規定する


期間を延長する旨の通知書 期間を延長する旨の通知書
（略） （略）

国の機関の長等


様 建築主


様
（略） （略）

下記の計画は、下記の理由により建築基準法第18条第８項


に規定する期間内に同項の通知書を
交付できないので、下記期間の範囲内において同項の期間を延長することを、同条第９項


の規定

により通知します。

下記の計画は、下記の理由により建築基準法第18条第７項


に規定する期間内に同項の通知書を
交付できないので、下記期間の範囲内において同項の期間を延長することを、同条第８項


の規定

により通知します。
（略） （略）

第四十二号の十二の七様式（第八条の二の二


関係）（Ａ４） 第四十二号の十二の七様式（第八条の二


関係）（Ａ４）
建築基準法第18条第10項


の規定による 建築基準法第18条第９項


の規定による

適合するかどうかを決定することができない旨の通知書 適合するかどうかを決定することができない旨の通知書
（略） （略）

国の機関の長等


様 建築主


様
（略） （略）

下記の計画は、下記の理由により建築基準法第18条第10項の


特定構造計算基準又は特定増改築
構造計算基準に適合するかどうかを決定することができないので、同項


の規定により通知しま

す。


下記の計画は、下記の理由により建築基準法第６条の３第１項に規定する


特定構造計算基準又
は特定増改築構造計算基準に適合するかどうかを決定することができないので、同法第18条第９


項

の規定により通知します。


なお、この処分に不服があるときは、この通知を受けた日の翌日から起算して３か月以内に


建築審査会に対して審査請求をすることができます（なお、この通知を受けた日の翌日

から起算して３か月以内であつても、処分の日から１年を経過すると審査請求をすることができ

なくなります。）。また、この通知を受けた日（当該処分につき審査請求をした場合においては、

これに対する裁決の送達を受けた日）の翌日から起算して６か月以内に を被告として

（訴訟において を代表する者は となります。）、処分の取消しの訴えを提起

することができます（なお、この通知又は裁決の送達を受けた日の翌日から起算して６か月以内

であつても、処分又は裁決の日から１年を経過すると処分の取消しの訴えを提起することができ

なくなります。）。


（略） （略）

令
和

年


月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






第四十二号の十二の八様式（第八条の二の三


関係）（Ａ４） 第四十二号の十二の八様式（第八条の二


関係）（Ａ４）
建築基準法第18条の２第４項の規定により読み替えて適用される 建築基準法第18条の２第４項の規定により読み替えて適用される

同法第18条第８項


の規定による 同法第18条第７項


の規定による
適合判定通知書 適合判定通知書
（略） （略）

国の機関の長等


様 建築主


様
（略） （略）

下記の計画は、建築基準法第18条の２第４項の規定により読み替えて適用される同法第18条第


５項の


特定構造計算基準又は特定増改築構造計算基準に適合していることを証明する。
下記の計画は、建築基準法第６条の３第１項に規定する


特定構造計算基準又は特定増改築構造

計算基準に適合していることを証明する。
（略） （略）

第四十二号の十二の九様式（第八条の二の三


関係）（Ａ４） 第四十二号の十二の九様式（第八条の二


関係）（Ａ４）
建築基準法第18条の２第４項の規定により読み替えて適用される 建築基準法第18条の２第４項の規定により読み替えて適用される

同法第18条第８項


の規定による 同法第18条第７項


の規定による
適合しない旨の通知書 適合しない旨の通知書

（略） （略）
国の機関の長等


様 建築主


様
（略） （略）

別添の構造計算適合性判定通知書


及び添付図書に記載の計画は、下記の理由により建築基準法
第18条の２第４項の規定により読み替えて適用される同法第18条第５項の


特定構造計算基準又は
特定増改築構造計算基準に適合しないものであると判定しましたので、通知します。



別添の構造計算適合性判定申請書


及び添付図書に記載の計画は、下記の理由により建築基準法
第６条の３第１項に規定する


特定構造計算基準又は特定増改築構造計算基準に適合しないもので
あると判定しましたので、通知します。


なお、この処分に不服があるときは、この通知を受けた日の翌日から起算して３か月以内に


建築審査会に対して審査請求をすることができます（なお、この通知を受けた日の翌日

から起算して３か月以内であつても、処分の日から１年を経過すると審査請求をすることができ

なくなります。）。また、この通知を受けた日（当該処分につき審査請求をした場合においては、

これに対する裁決の送達を受けた日）の翌日から起算して６か月以内に を被告として

（訴訟において を代表する者は となります。）、処分の取消しの訴えを提起

することができます（なお、この通知又は裁決の送達を受けた日の翌日から起算して６か月以内

であつても、処分又は裁決の日から１年を経過すると処分の取消しの訴えを提起することができ

なくなります。）。


（略） （略）
第四十二号の十二の十様式（第八条の二の三


関係）（Ａ４） 第四十二号の十二の十様式（第八条の二


関係）（Ａ４）

建築基準法第18条の２第４項の規定により読み替えて適用される 建築基準法第18条の２第４項の規定により読み替えて適用される
同法第18条第９項の規定による


同法第18条第８項に規定する


期間を延長する旨の通知書 期間を延長する旨の通知書
（略） （略）

国の機関の長等


様 建築主


様
（略） （略）

下記の計画は、下記の理由により建築基準法第18条の２第４項の規定により読み替えて適用さ
れる同法第18条第８項


に規定する期間内に同法第18条の２第４項の規定により読み替えて適用さ


れる同法第18条第８項


の通知書を交付できないので、下記期間の範囲内において同項の期間を延
長することを、同法第18条の２第４項の規定により読み替えて適用される同法第18条第９項


の規

定により通知します。

下記の計画は、下記の理由により建築基準法第18条の２第４項の規定により読み替えて適用さ
れる同法第18条第７項


に規定する期間内に同項


の通知書を交付できないので、下記期間の範囲内

において同項の期間を延長することを、同条第８項


の規定により通知します。

（略） （略）

令
和

年


月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






第四十二号の十二の十一様式（第八条の二の三


関係）（Ａ４） 第四十二号の十二の十一様式（第八条の二


関係）（Ａ４）

建築基準法第18条の２第４項の規定により読み替えて適用される 建築基準法第18条の２第４項の規定により読み替えて適用される

同法第18条第10項


の規定による 同法第18条第９項


の規定による

適合するかどうかを決定することができない旨の通知書 適合するかどうかを決定することができない旨の通知書

（略） （略）

国の機関の長等


様 建築主


様

（略） （略）

下記の計画は、下記の理由により建築基準法第18条の２第４項の規定により読み替えて適用さ


れる同法第18条第10項の


特定構造計算基準又は特定増改築構造計算基準に適合するかどうかを決

定することができないので、同法第18条の２第４項の規定により読み替えて適用される同法第18


条第10項


の規定により通知します。


下記の計画は、下記の理由により建築基準法第６条の３第１項に規定する


特定構造計算基準又

は特定増改築構造計算基準に適合するかどうかを決定することができないので、同法第18条の２

第４項の規定により読み替えて適用される同法第18条第９項


の規定により通知します。


なお、この処分に不服があるときは、この通知を受けた日の翌日から起算して３か月以内に


建築審査会に対して審査請求をすることができます（なお、この通知を受けた日の翌日

から起算して３か月以内であつても、処分の日から１年を経過すると審査請求をすることができ

なくなります。）。また、この通知を受けた日（当該処分につき審査請求をした場合においては、

これに対する裁決の送達を受けた日）の翌日から起算して６か月以内に を被告として

（訴訟において を代表する者は となります。）、処分の取消しの訴えを提起

することができます（なお、この通知又は裁決の送達を受けた日の翌日から起算して６か月以内

であつても、処分又は裁決の日から１年を経過すると処分の取消しの訴えを提起することができ

なくなります。）。


（略） （略）

第四十二号の十三様式（第八条の二の二


関係）（Ａ４） 第四十二号の十三様式（第八条の二


関係）（Ａ４）

工事完了通知書 工事完了通知書

（第一面） （第一面）

工事を完了しましたので、建築基準法第18条第20項又は第23項


（同法第87条の４又は第88条第

１項若しくは第２項において準用する場合を含む。）の規定により、通知します。

工事を完了しましたので、建築基準法第18条第16項


（同法第87条の４又は第88条第１項若しく

は第２項において準用する場合を含む。）の規定により、通知します。

建築主事等又は指定確認検査機関


様 建築主事等


様

（略） （略）

第四十二号の十四様式（第八条の二の四


関係）（Ａ４） 第四十二号の十四様式（第八条の二


関係）（Ａ４）

工事完了通知書 工事完了通知書

（第一面） （第一面）

工事を完了しましたので、建築基準法第87条第１項において準用する同法第18条第20項


の規定

により、通知します。

工事を完了しましたので、建築基準法第87条第１項において準用する同法第18条第16項


の規定

により、通知します。

（略） （略）

令
和

年


月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






第四十二号の十四の二様式

             

（第八条の二関係）（Ａ４） （新設）

第四十二号の十五様式（第八条の二の二

       

関係）（Ａ４） 第四十二号の十五様式（第八条の二

      

関係）（Ａ４）
検査済証を交付できない旨の通知書 検査済証を交付できない旨の通知書

（略） （略）
国の機関の長等

       

様 建築主、設置者又は築造主

             

様
（略） （略）

下記に係る工事は、建築基準法第18条第21項

       

（同法第87条の４又は第88条第１項若しくは第２
項において準用する場合を含む。）の規定による検査の結果、下記の理由により同法第18条第22項

       

（同法第87条の４又は第88条第１項若しくは第２項において準用する場合を含む。

                                      

）に規定する検
査済証を交付できないので、通知します。



下記に係る工事は、建築基準法第18条第17項

       

（同法第87条の４又は第88条第１項若しくは第２
項において準用する場合を含む。）の規定による検査の結果、下記の理由により同法第18条第18項

       

に規定する検査済証を交付できないので、通知します。



なお、この処分に不服があるときは、この通知を受けた日の翌日から起算して３か月以内に

                                           

建築審査会に対して審査請求をすることができます（なお、この通知を受けた日の翌日

                                            

から起算して３か月以内であつても、処分の日から１年を経過すると審査請求をすることができ

                                            

なくなります。）。また、この通知を受けた日（当該処分につき審査請求をした場合においては、

                                            

これに対する裁決の送達を受けた日）の翌日から起算して６か月以内に を被告として

                                            

令
和

年


月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






（
訴
訟
に
お
い
て

を
代
表
す
る
者
は

と
な
り
ま
す
。）、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起














































す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
通
知
又
は
裁
決
の
送
達
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内














































で
あ
つ
て
も
、
処
分
又
は
裁
決
の
日
か
ら
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き














































な
く
な
り
ま
す
。）。











（
略
）

第
四
十
二
号
の
十
五
の
二
様
式













（

第
八
条
の
二
の
二
関
係
）（
Ａ
４
）

（
略
）

（
新
設
）

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



第四十二号の十六様式（第八条の二の二

       

関係）（Ａ４）
建築基準法第18条第22項

       

の規定による
検査済証
（略）

国の機関の長等
       

様
（略）

下記に係る工事は、建築基準法第18条第21項

       

（同法第87条の４又は第88条第１項若しくは第２
項において準用する場合を含む。）の規定による検査の結果、同法第18条第22項

       

（同法第６条の４
第１項の規定により読み替えて適用される同法第６条第１項）の建築基準関係規定に適合してい
ることを証明する。

記
１．・２．（略）
３．

  

確認済証交付者
４．

  

～７．

  

（略）
（略）

第四十二号の十六の二様式

             

（第八条の二関係）（Ａ４）

第四十二号の十六様式（第八条の二

      

関係）（Ａ４）
建築基準法第18条第18項

       

の規定による
検査済証
（略）

建築主、設置者又は築造主

             

様
（略）

下記に係る工事は、建築基準法第18条第17項

       

（同法第87条の４又は第88条第１項若しくは第２
項において準用する場合を含む。）の規定による検査の結果、同法第18条第３項

       

（同法第６条の４
第１項の規定により読み替えて適用される同法第６条第１項）の建築基準関係規定に適合してい
ることを証明する。

記
１．・２．（略）
（新設）
３．

  

～６．

  

（略）
（略）

（新設）

令
和

年


月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






第四十二号の十六の三様式

             

（第八条の二関係）（Ａ４） （新設）

第四十二号の十七様式（第八条の二の二

       

関係）（Ａ４） 第四十二号の十七様式（第八条の二

      

関係）（Ａ４）
特定工程工事終了通知書 特定工程工事終了通知書

（第一面） （第一面）
特定工程に係る工事を終えましたので、建築基準法第18条第28項又は第32項

            

（同法第87条の４
又は第88条第１項において準用する場合を含む。）の規定により、通知します。

特定工程に係る工事を終えましたので、建築基準法第18条第19項

       

（同法第87条の４又は第88条
第１項において準用する場合を含む。）の規定により、通知します。

建築主事等又は指定確認検査機関

                

様 建築主事等

      

様
（略） （略）

令
和

年


月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






第四十二号の十七の二様式

             

（第八条の二関係）（Ａ４） （新設）

第四十二号の十八様式（第八条の二の二

       

関係）（Ａ４） 第四十二号の十八様式（第八条の二

      

関係）（Ａ４）
中間検査合格証を交付できない旨の通知書 中間検査合格証を交付できない旨の通知書

（略） （略）
国の機関の長等

       

様 建築主、設置者又は築造主

             

様
（略） （略）

下記による特定工程に係る工事は、建築基準法第18条第29項

       

（同法第87条の４又は第88条第１
項において準用する場合を含む。）の規定による検査の結果、下記の理由により同法第18条第30項

       （同法第87条の４又は第88条第１項において準用する場合を含む。

                               

）に規定する中間検査合格証を
交付できないので通知します。



下記による特定工程に係る工事は、建築基準法第18条第20項

       

（同法第87条の４又は第88条第１
項において準用する場合を含む。）の規定による検査の結果、下記の理由により同法第18条第21項

       に規定する中間検査合格証を交付できないので通知します。



なお、この処分に不服があるときは、この通知を受けた日の翌日から起算して３か月以内に

                                           建築審査会に対して審査請求をすることができます（なお、この通知を受けた日の翌日

                                            から起算して３か月以内であつても、処分の日から１年を経過すると審査請求をすることができ

                                            なくなります。）。また、この通知を受けた日（当該処分につき審査請求をした場合においては、

                                            これに対する裁決の送達を受けた日）の翌日から起算して６か月以内に を被告として

                                            

令
和

年


月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






記 記
１．・２．（略） １．・２．（略）
３．

  

確認済証交付者 （新設）
４．

  

～８．

  

（略） ３．

  

～７．

  

（略）
（略） （略）

第四十二号の十八の二様式

             
（第八条の二の二関係）（Ａ４） （新設）

（訴訟において を代表する者は となります。）、処分の取消しの訴えを提起

                                            することができます（なお、この通知又は裁決の送達を受けた日の翌日から起算して６か月以内
                                            であつても、処分又は裁決の日から１年を経過すると処分の取消しの訴えを提起することができ

                                            なくなります。）。
        

令
和

年


月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






第四十二号の十九様式（第八条の二関係）（Ａ４） 第四十二号の十九様式（第八条の二関係）（Ａ４）
建築基準法第18条第30項

       

の規定による 建築基準法第18条第21項

       

の規定による
中間検査合格証 中間検査合格証
（略） （略）

国の機関の長等
       

様 建築主、設置者又は築造主

             

様
（略） （略）

下記による特定工程に係る工事は、建築基準法第18条第29項

       

（同法第87条の４又は第88条第１
項において準用する場合を含む。）の規定による検査の結果、同法第18条第30項

       

（同法第６条の４
第１項の規定により読み替えて適用される同法第６条第１項）の建築基準関係規定に適合してい
ることを証明する。

下記による特定工程に係る工事は、建築基準法第18条第20項

       

（同法第87条の４又は第88条第１
項において準用する場合を含む。）の規定による検査の結果、同法第６条第１項

       

（同法第６条の４
第１項の規定により読み替えて適用される同法第６条第１項）の建築基準関係規定に適合してい
ることを証明する。

（略） （略）
第四十二号の十九の二様式

             

（第八条の二関係）（Ａ４） （新設）

令
和

年


月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






第
四
十
二
号
の
十
九
の
三
様
式













（

第
八
条
の
二
関
係
）（
Ａ
４
）

（
新
設
）

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



第四十二号の二十様式（第八条の二の二


関係）（Ａ４） 第四十二号の二十様式（第八条の二


関係）（Ａ４）

仮使用認定申請書 仮使用認定申請書

（第一面） （第一面）

建築基準法第18条第38項第１号


（同法第87条の４又は第88条第１項若しくは第２項において準

用する場合を含む。）の規定による仮使用の認定を申請します。

建築基準法第18条第24項第１号


（同法第87条の４又は第88条第１項若しくは第２項において準

用する場合を含む。）の規定による仮使用の認定を申請します。

（略） （略）

第四十二号の二十一様式（第八条の二の二


関係）（Ａ４） 第四十二号の二十一様式（第八条の二


関係）（Ａ４）

仮使用認定申請書 仮使用認定申請書

（第一面） （第一面）

建築基準法第18条第38項第２号


（同法第87条の４又は第88条第１項若しくは第２項において準

用する場合を含む。）の規定による仮使用の認定を申請します。

建築基準法第18条第24項第２号


（同法第87条の４又は第88条第１項若しくは第２項において準

用する場合を含む。）の規定による仮使用の認定を申請します。

建築主事等又は指定確認検査機関


様 建築主事等


様

（略） （略）

第四十二号の二十二様式（第八条の二の二


関係）（Ａ４） 第四十二号の二十二様式（第八条の二


関係）（Ａ４）

仮使用認定通知書 仮使用認定通知書

（略） （略）

国の機関の長等


様 建築主、設置者又は築造主


様

（略） （略）

下記に係る仮使用の認定の申請については、建築基準法第18条第38項第１号


（同法第87条の４

又は第88条第１項若しくは第２項において準用する場合を含む。）の規定による仮使用を認定しま

したので、通知します。

下記に係る仮使用の認定の申請については、建築基準法第18条第24項第１号


（同法第87条の４

又は第88条第１項若しくは第２項において準用する場合を含む。）の規定による仮使用を認定しま

したので、通知します。

（略） （略）

令
和

年


月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






第四十二号の二十三様式（第八条の二の二


関係）（Ａ４） 第四十二号の二十三様式（第八条の二


関係）（Ａ４）

仮使用認定通知書 仮使用認定通知書

（略） （略）

国の機関の長等


様 建築主、設置者又は築造主


様

（略） （略）

下記に係る仮使用の認定の申請については、建築基準法第18条第38項第２号


（同法第87条の４

又は第88条第１項若しくは第２項において準用する場合を含む。）の規定による仮使用を認定しま

したので、通知します。

下記に係る仮使用の認定の申請については、建築基準法第18条第24項第２号


（同法第87条の４

又は第88条第１項若しくは第２項において準用する場合を含む。）の規定による仮使用を認定しま

したので、通知します。

（略） （略）

第四十二号の二十三の二様式

              

（第八条の二の二関係）（Ａ４） （新設）

令
和

年


月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






第
四
十
二
号
の
二
十
三
の
三
様
式














（

第
八
条
の
二
関
係
）（
Ａ
４
）

（
新
設
）

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



第
四
十
二
号
の
二
十
三
の
四
様
式














（

第
八
条
の
二
の
二
関
係
）（
Ａ
４
）

（
新
設
）

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



第
四
十
二
号
の
二
十
三
の
五
様
式














（

第
八
条
の
二
の
二
関
係
）（
Ａ
４
）

（
新
設
）

（
宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
建
設
省
令
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
六
号
の
二
ロ
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
書
類
）

（
法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
六
号
の
二
ロ
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
書
類
）

第
十
六
条
の
二
の
三

法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
六
号
の
二
ロ
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
売
買
又
は

交
換
の
契
約
に
係
る
住
宅
に
関
す
る
書
類
で
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

第
十
六
条
の
二
の
三

法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
六
号
の
二
ロ
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
売
買
又
は

交
換
の
契
約
に
係
る
住
宅
に
関
す
る
書
類
で
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
六
条
第
一
項
（
同
法
第
八
十
七
条
第
一
項
又
は
同

法
第
八
十
七
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
確
認
の
申
請
書
並
び
に
同
法
第
十

八
条
第
二
項
及
び
第
四
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
八
十
七
条
第
一
項
又
は
同
法
第
八
十
七
条
の
四
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
計
画
通
知
書
並
び
に
同
法
第
六
条
第
一
項
並
び
に
同
法
第
十

八
条
第
三
項
及
び
第
四
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
八
十
七
条
第
一
項
又
は
同
法
第
八
十
七
条
の
四
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
確
認
済
証

一

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
六
条
第
一
項
（
同
法
第
八
十
七
条
第
一
項
又
は
同

法
第
八
十
七
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
確
認
の
申
請
書
及
び
同
法
第
十
八

条
第
二
項
（
同
法
第
八
十
七
条
第
一
項
又
は
同
法
第
八
十
七
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の

規
定
に
よ
る
計
画
通
知
書
並
び
に
同
法
第
六
条
第
一
項
及
び
同
法
第
十
八
条
第
三
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同

法
第
八
十
七
条
第
一
項
又
は
同
法
第
八
十
七
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
確
認
済
証

二

建
築
基
準
法
第
七
条
第
五
項
並
び
に
同
法
第
十
八
条
第
二
十
二
項
及
び
第
二
十
六
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を

同
法
第
八
十
七
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
検
査
済
証

二

建
築
基
準
法
第
七
条
第
五
項
及
び
同
法
第
十
八
条
第
十
八
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
八
十
七
条
の
四

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
検
査
済
証

三
〜
六

（
略
）

三
〜
六

（
略
）

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



（
河
川
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

河
川
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
年
建
設
省
令
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
令
別
表
（
一
）
項
か
ら
（
十
）
項
ま
で
に
掲
げ
る
処
分
等
に
類
す
る
処
分
等
）

（
令
別
表
（
一
）
項
か
ら
（
十
）
項
ま
で
に
掲
げ
る
処
分
等
に
類
す
る
処
分
等
）

第
十
八
条
の
十

令
別
表
（
十
二
）
項
上
欄
に
規
定
す
る
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
処
分
又
は
届
出
は
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

第
十
八
条
の
十

令
別
表
（
十
二
）
項
上
欄
に
規
定
す
る
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
処
分
又
は
届
出
は
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

し
尿
浄
化
槽
に
係
る
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
六
条
第
四
項
、
第
六
条
の
二

第
一
項
又
は
第
十
八
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
（
第
八
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
確
認
済
証
の
交
付

一

し
尿
浄
化
槽
に
係
る
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
六
条
第
四
項
又
は
第
十
八
条

第
三
項
（
第
八
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
確
認

済
証
の
交
付

二

（
略
）

二

（
略
）

２

令
別
表
（
十
二
）
項
下
欄
に
規
定
す
る
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
処
分
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

２

令
別
表
（
十
二
）
項
下
欄
に
規
定
す
る
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
処
分
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

一

し
尿
浄
化
槽
に
係
る
建
築
基
準
法
第
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
又
は
同

法
第
十
八
条
第
四
十
一
項
の
規
定
に
よ
る
要
請

一

し
尿
浄
化
槽
に
係
る
建
築
基
準
法
第
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
又
は
同

法
第
十
八
条
第
二
十
五
項
の
規
定
に
よ
る
要
請

二

（
略
）

二

（
略
）

（
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
指
定
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
機
関
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

建
築
基
準
法
に
基
づ
く
指
定
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
機
関
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
一
年
建
設
省
令
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重

傍
線
を
付
し
た
規
定
は
、
当
該
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
指
定
確
認
検
査
機
関
に
係
る
指
定
区
分
）

（
指
定
確
認
検
査
機
関
に
係
る
指
定
区
分
）

第
十
五
条

法
第
七
十
七
条
の
十
八
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
確
認
検
査
の
業
務
の
区
分
は
、
次
に
掲

げ
る
も
の
と
す
る
。

第
十
五
条

法
第
七
十
七
条
の
十
八
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
確
認
検
査
の
業
務
の
区
分
は
、
次
に
掲

げ
る
も
の
と
す
る
。

一

床
面
積
の
合
計
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
建
築
物
（
当
該
建
築
物
の
計
画
に
含
ま
れ
る
建
築
基
準
法

施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。）第
百
四
十
六
条
第
一
項
各
号
に

掲
げ
る
建
築
設
備
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
建
築
確
認
等
（
法
第
六
条
の
二
第
一
項
（
法

第
八
十
七
条
第
一
項
、
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）の
規
定
に
よ
る
確
認
及
び
法
第
十
八
条
第
四
項（
法
第
八
十
七
条
第
一
項
、

法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
第

二
十
八
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
二
十
九
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
る
審
査
を
い
う
。
以
下

こ
の
条
及
び
第
十
六
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
行
う
者
と
し
て
の
指
定

一

床
面
積
の
合
計
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
建
築
物
（
当
該
建
築
物
の
計
画
に
含
ま
れ
る
建
築
基
準
法

施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。）第
百
四
十
六
条
第
一
項
各
号
に

掲
げ
る
建
築
設
備
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
建
築
確
認
を
行
う
者
と
し
て
の
指
定

二

床
面
積
の
合
計
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
建
築
物
の
完
了
検
査
（
法
第
七
条
の
二
第
一
項
（
法
第
八

十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
第
二
十
八

条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
八
十
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
法
第
十
八
条
第
二
十
三
項
（
法
第
八
十
七

条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
第
二
十
八
条
第

一
項
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
検
査
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
十
六
条
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
中
間

検
査
（
法
第
七
条
の
四
第
一
項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
第
二
十
八
条
第
一
項
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
法
第
十
八
条
第
三
十
二
項
（
法
第
八
十
七

条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
第
二
十
八
条
第
一
項
第
四
号
に
お

い
て
同
じ
。）の
検
査
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
十
六
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
行
う
者
と
し
て
の
指
定

二

床
面
積
の
合
計
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
建
築
物
の
完
了
検
査
及
び
中
間
検
査
を
行
う
者
と
し
て
の

指
定
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二
の
二

床
面
積
の
合
計
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
建
築
物
の
仮
使
用
認
定
（
法
第
七
条
の
六
第
一
項
第

二
号
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）及
び
法
第
十
八
条
第
三
十
八
項
第
二
号
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
仮
使
用
の
認
定
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
行
う

者
と
し
て
の
指
定

二
の
二

床
面
積
の
合
計
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
建
築
物
の
仮
使
用
認
定
（
法
第
七
条
の
六
第
一
項
第

二
号
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）



の
規
定
に
よ
る
仮
使
用
の
認
定
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
行
う
者
と
し
て
の
指
定

三

床
面
積
の
合
計
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
建
築
物
の
建
築
確
認
等
を

行
う
者
と
し
て
の
指
定

三

床
面
積
の
合
計
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
建
築
物
の
建
築
確
認
を
行

う
者
と
し
て
の
指
定

四
・
四
の
二

（
略
）

四
・
四
の
二

（
略
）

五

床
面
積
の
合
計
が
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
建
築
物
の
建
築
確
認
等
を

行
う
者
と
し
て
の
指
定

五

床
面
積
の
合
計
が
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
建
築
物
の
建
築
確
認
を
行

う
者
と
し
て
の
指
定

六
・
六
の
二

（
略
）

六
・
六
の
二

（
略
）

七

床
面
積
の
合
計
が
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
建
築
物
の
建
築
確
認
等
を
行
う
者
と
し
て
の
指
定

七

床
面
積
の
合
計
が
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
建
築
物
の
建
築
確
認
を
行
う
者
と
し
て
の
指
定

八
・
八
の
二

（
略
）

八
・
八
の
二

（
略
）

九

小
荷
物
専
用
昇
降
機
以
外
の
建
築
設
備
（
建
築
物
の
計
画
に
含
ま
れ
る
も
の
を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
同

じ
。）の
建
築
確
認
等
を
行
う
者
と
し
て
の
指
定

九

小
荷
物
専
用
昇
降
機
以
外
の
建
築
設
備
（
建
築
物
の
計
画
に
含
ま
れ
る
も
の
を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
同

じ
。）の
建
築
確
認
を
行
う
者
と
し
て
の
指
定

十

（
略
）

十

（
略
）

十
一

小
荷
物
専
用
昇
降
機
（
建
築
物
の
計
画
に
含
ま
れ
る
も
の
を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
建
築
確

認
等
を
行
う
者
と
し
て
の
指
定

十
一

小
荷
物
専
用
昇
降
機
（
建
築
物
の
計
画
に
含
ま
れ
る
も
の
を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
建
築
確

認
を
行
う
者
と
し
て
の
指
定

十
二

（
略
）

十
二

（
略
）

十
三

工
作
物
の
建
築
確
認
等
を
行
う
者
と
し
て
の
指
定

十
三

工
作
物
の
建
築
確
認
を
行
う
者
と
し
て
の
指
定

十
四
・
十
四
の
二

（
略
）

十
四
・
十
四
の
二

（
略
）

（
確
認
検
査
員
又
は
副
確
認
検
査
員
の
数
）

（
確
認
検
査
員
又
は
副
確
認
検
査
員
の
数
）

第
十
六
条

法
第
七
十
七
条
の
二
十
第
一
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
数
は
、
そ
の
事
業
年
度
に
お
い
て
確
認

検
査
を
行
お
う
と
す
る
件
数
を
、
次
の
表
の

欄
に
掲
げ
る
建
築
物
、
建
築
設
備
及
び
工
作
物
の
別
並
び
に

欄
に
掲
げ
る
建
築
確
認
等
、
完
了
検
査
、
中
間
検
査
及
び
仮
使
用
認
定
の
別
に
応
じ
て
区
分
し
、
当
該
区
分
し

た
件
数
を
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の

欄
に
掲
げ
る
値
で
除
し
て
得
た
数
を
合
計
し
た
も
の
（
一
未
満
の
端
数
は
切
り

上
げ
る
。）と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
合
計
し
た
数
が
二
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
二
と
す
る
。

第
十
六
条

法
第
七
十
七
条
の
二
十
第
一
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
数
は
、
そ
の
事
業
年
度
に
お
い
て
確
認

検
査
を
行
お
う
と
す
る
件
数
を
、
次
の
表
の

欄
に
掲
げ
る
建
築
物
、
建
築
設
備
及
び
工
作
物
の
別
並
び
に

欄
に
掲
げ
る
建
築
確
認
、
完
了
検
査
、
中
間
検
査
及
び
仮
使
用
認
定
の
別
に
応
じ
て
区
分
し
、
当
該
区
分
し
た

件
数
を
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の

欄
に
掲
げ
る
値
で
除
し
て
得
た
数
を
合
計
し
た
も
の
（
一
未
満
の
端
数
は
切
り
上

げ
る
。）と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
合
計
し
た
数
が
二
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
二
と
す
る
。

第
十
五
条
第
一
号
か
ら
第
二
号
の
二
ま
で
の
建
築
物
（
法
第
六
条
第
一
項

第
四
号
に
掲
げ
る
建
築
物
及
び
法
第
六
十
八
条
の
十
第
一
項
の
認
定
（
令

第
百
三
十
六
条
の
二
の
十
一
第
一
号
に
係
る
認
定
に
限
る
。
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
同
じ
。）を
受
け
た
型
式
に
適
合
す
る
建
築
物
の
部
分
を
有
す
る

建
築
物
に
限
る
。）

建
築
確
認
等

（
略
）

第
十
五
条
第
一
号
か
ら
第
二
号
の
二
ま
で
の
建
築
物
（
法
第
六
条
第
一
項

第
四
号
に
掲
げ
る
建
築
物
及
び
法
第
六
十
八
条
の
十
第
一
項
の
認
定
（
令

第
百
三
十
六
条
の
二
の
十
一
第
一
号
に
係
る
認
定
に
限
る
。
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
同
じ
。）を
受
け
た
型
式
に
適
合
す
る
建
築
物
の
部
分
を
有
す
る

建
築
物
に
限
る
。）

建
築
確
認

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
十
五
条
第
一
号
か
ら
第
二
号
の
二
ま
で
の
建
築
物
（
法
第
六
条
第
一
項

第
四
号
に
掲
げ
る
建
築
物
及
び
法
第
六
十
八
条
の
十
第
一
項
の
認
定
を
受

け
た
型
式
に
適
合
す
る
建
築
物
の
部
分
を
有
す
る
建
築
物
を
除
く
。）

建
築
確
認
等

（
略
）

第
十
五
条
第
一
号
か
ら
第
二
号
の
二
ま
で
の
建
築
物
（
法
第
六
条
第
一
項

第
四
号
に
掲
げ
る
建
築
物
及
び
法
第
六
十
八
条
の
十
第
一
項
の
認
定
を
受

け
た
型
式
に
適
合
す
る
建
築
物
の
部
分
を
有
す
る
建
築
物
を
除
く
。）

建
築
確
認

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）
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第
十
五
条
第
三
号
か
ら
第
四
号
の
二
ま
で
の
建
築
物

建
築
確
認
等

（
略
）

第
十
五
条
第
三
号
か
ら
第
四
号
の
二
ま
で
の
建
築
物

建
築
確
認

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
十
五
条
第
五
号
か
ら
第
六
号
の
二
ま
で
の
建
築
物

建
築
確
認
等

（
略
）

第
十
五
条
第
五
号
か
ら
第
六
号
の
二
ま
で
の
建
築
物

建
築
確
認

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
十
五
条
第
七
号
か
ら
第
八
号
の
二
ま
で
の
建
築
物

建
築
確
認
等

（
略
）

第
十
五
条
第
七
号
か
ら
第
八
号
の
二
ま
で
の
建
築
物

建
築
確
認

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
十
五
条
第
九
号
及
び
第
十
号
の
建
築
設
備

建
築
確
認
等

（
略
）

第
十
五
条
第
九
号
及
び
第
十
号
の
建
築
設
備

建
築
確
認

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
十
五
条
第
十
一
号
及
び
第
十
二
号
の
小
荷
物
専
用
昇
降
機

建
築
確
認
等

（
略
）

第
十
五
条
第
十
一
号
及
び
第
十
二
号
の
小
荷
物
専
用
昇
降
機

建
築
確
認

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
十
五
条
第
十
三
号
か
ら
第
十
四
号
の
二
ま
で
の
工
作
物

建
築
確
認
等

（
略
）

第
十
五
条
第
十
三
号
か
ら
第
十
四
号
の
二
ま
で
の
工
作
物

建
築
確
認

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
指
定
確
認
検
査
機
関
の
有
す
る
財
産
の
評
価
額
）

（
指
定
確
認
検
査
機
関
の
有
す
る
財
産
の
評
価
額
）

第
十
七
条

法
第
七
十
七
条
の
二
十
第
三
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
額
は
、
そ
の
者
が
確
認
検
査
の
業
務
を

実
施
す
る
に
当
た
り
第
三
者
に
損
害
を
加
え
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
損
害
の
賠
償
に
関
し
当
該
そ
の
者
が
負

う
べ
き
国
家
賠
償
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
に
よ
る
責
任
そ
の
他
の
民
事
上
の
責
任
（
同
法

の
規
定
に
よ
り
当
該
確
認
検
査
に
係
る
建
築
物
又
は
工
作
物
に
つ
い
て
確
認
そ
の
他
の
建
築
基
準
法
令
の
規
定

に
よ
る
処
分
を
す
る
権
限
を
有
す
る
建
築
主
事
又
は
建
築
副
主
事
が
置
か
れ
た
市
町
村
又
は
都
道
府
県
（
第
三

十
一
条
に
お
い
て
「
所
轄
特
定
行
政
庁
」
と
い
う
。）が
当
該
損
害
の
賠
償
の
責
め
に
任
ず
る
場
合
に
お
け
る
求

償
に
応
ず
る
責
任
を
含
む
。）の
履
行
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
額
と
し
て
次
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
い
ず
れ

か
高
い
額
と
す
る
。

第
十
七
条

法
第
七
十
七
条
の
二
十
第
三
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
額
は
、
そ
の
者
が
確
認
検
査
の
業
務
を

実
施
す
る
に
当
た
り
第
三
者
に
損
害
を
加
え
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
損
害
の
賠
償
に
関
し
当
該
そ
の
者
が
負

う
べ
き
国
家
賠
償
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
に
よ
る
責
任
そ
の
他
の
民
事
上
の
責
任
（
同
法

の
規
定
に
よ
り
当
該
確
認
検
査
に
係
る
建
築
物
又
は
工
作
物
に
つ
い
て
法
第
六
条
第
一
項
（
法
第
八
十
七
条
第

一
項
、
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）の
規
定
に
よ
る
確
認
を
す
る
権
限
を
有
す
る
建
築
主
事
又
は
建
築
副
主
事
が
置
か
れ
た
市
町
村
又
は
都
道

府
県
（
第
三
十
一
条
に
お
い
て
「
所
轄
特
定
行
政
庁
」
と
い
う
。）が
当
該
損
害
の
賠
償
の
責
め
に
任
ず
る
場
合

に
お
け
る
求
償
に
応
ず
る
責
任
を
含
む
。）の
履
行
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
額
と
し
て
次
に
掲
げ
る
も
の
の

う
ち
い
ず
れ
か
高
い
額
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

（
帳
簿
）

（
帳
簿
）

第
二
十
八
条

法
第
七
十
七
条
の
二
十
九
第
一
項
の
確
認
検
査
の
業
務
に
関
す
る
事
項
で
国
土
交
通
省
令
で
定
め

る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
二
十
八
条

法
第
七
十
七
条
の
二
十
九
第
一
項
の
確
認
検
査
の
業
務
に
関
す
る
事
項
で
国
土
交
通
省
令
で
定
め

る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
定
め
る
事
項

一

次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
定
め
る
事
項

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

建
築
設
備

施
行
規
則
別
記
第
八
号
様
式
又
は
施
行
規
則
別
記
第
四
十
二
号
の
七
様
式
に
よ
る
申
請
書

の
第
二
面
に
記
載
す
べ
き
事
項

ロ

建
築
設
備

施
行
規
則
別
記
第
八
号
様
式
に
よ
る
申
請
書
の
第
二
面
に
記
載
す
べ
き
事
項

ハ

法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
工
作
物

施
行
規
則
別
記
第
十
号
様
式
又
は
施
行
規
則
別
記
第
四

十
二
号
の
九
様
式
（
令
第
百
三
十
八
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
工
作
物
に
あ
っ
て
は
、
施
行
規
則
別
記

第
八
号
様
式
（
昇
降
機
用
）
又
は
施
行
規
則
別
記
第
四
十
二
号
の
七
様
式
（
昇
降
機
用
））に
よ
る
申
請
書

の
第
二
面
に
記
載
す
べ
き
事
項

ハ

法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
工
作
物

施
行
規
則
別
記
第
十
号
様
式
（
令
第
百
三
十
八
条
第
二

項
第
一
号
に
掲
げ
る
工
作
物
に
あ
っ
て
は
、
施
行
規
則
別
記
第
八
号
様
式
（
昇
降
機
用
））に
よ
る
申
請
書

の
第
二
面
に
記
載
す
べ
き
事
項

ニ

法
第
八
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
工
作
物

施
行
規
則
別
記
第
十
一
号
様
式
又
は
施
行
規
則
別
記
第

四
十
二
号
の
十
様
式
に
よ
る
申
請
書
の
第
二
面
に
記
載
す
べ
き
事
項

ニ

法
第
八
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
工
作
物

施
行
規
則
別
記
第
十
一
号
様
式
に
よ
る
申
請
書
の
第
二

面
に
記
載
す
べ
き
事
項
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二

法
第
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
の
引
受
け
を
行
っ
た
年
月
日
及
び
法
第
十
八
条
第
四
項
の
規

定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
年
月
日
、
法
第
七
条
の
二
第
三
項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第

一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）、
法
第
七
条
の
四
第
二

項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て

同
じ
。）、
法
第
十
八
条
第
二
十
四
項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
法
第
十
八
条
第
三
十
三
項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十

八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
書
面
を
交
付
し
た
年
月
日
並
び
に
仮
使
用
認

定
の
引
受
け
を
行
っ
た
年
月
日

二

法
第
六
条
の
二
第
一
項
（
法
第
八
十
七
条
第
一
項
、
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
若

し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
確
認
の
引
受
け
を
行
っ
た
年
月
日
、
法

第
七
条
の
二
第
三
項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
法
第
七
条
の
四
第
二
項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第

八
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）



に
規
定
す
る
書
面
を
交
付
し

た
年
月
日
並
び
に
仮
使
用
認
定
の
引
受
け
を
行
っ
た
年
月
日

三

（
略
）

三

（
略
）

四

法
第
七
条
の
二
第
一
項
、
法
第
七
条
の
四
第
一
項
、
法
第
十
八
条
第
二
十
三
項
及
び
法
第
十
八
条
第
三
十

二
項
の
検
査
を
行
っ
た
年
月
日

四

法
第
七
条
の
二
第
一
項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
法
第
七
条
の
四
第
一
項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
検
査
を
行
っ
た
年
月
日

五
・
六

（
略
）

五
・
六

（
略
）

七

機
関
が
交
付
し
た
確
認
済
証
、
検
査
済
証
、
中
間
検
査
合
格
証
並
び
に
施
行
規
則
別
記
第
三
十
五
号
の
三

様
式
及
び
施
行
規
則
別
記
第
四
十
二
号
の
二
十
三
の
二
様
式
の
仮
使
用
認
定
通
知
書
の
番
号
並
び
に
こ
れ
ら

を
交
付
し
た
年
月
日

七

機
関
が
交
付
し
た
確
認
済
証
、
検
査
済
証
、
中
間
検
査
合
格
証
及
び
施
行
規
則
別
記
第
三
十
五
号
の
三
様

式
の
仮
使
用
認
定
通
知
書
の
番
号
並
び
に
こ
れ
ら
を
交
付
し
た
年
月
日

八

（
略
）

八

（
略
）

九

法
第
六
条
の
二
第
五
項
（
法
第
八
十
七
条
第
一
項
、
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
若

し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。


）、
法
第
七
条
の
二
第
六
項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は

法
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、法
第
七
条
の
四
第
六
項（
法

第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
法
第
七
条
の
六
第
三

項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）、
法
第
十
八
条
第
十
八
項
（
法
第
八
十
七
条
第
一
項
、
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一

項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
法
第
十
八
条
第
二
十
七
項
（
法
第
八
十
七
条
の

四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
法
第
十
八
条
第
三

十
六
項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
法
第

十
八
条
第
三
十
九
項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
報
告
を
行
っ
た
年
月
日

九

法
第
六
条
の
二
第
五
項
（
法
第
八
十
七
条
第
一
項
、
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
若

し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）、
法
第
七
条
の
二
第
六

項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）、
法
第
七
条
の
四
第
六
項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。）及
び
法
第
七
条
の
六
第
三
項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）



の
規
定
に
よ
る
報
告
を
行
っ
た
年
月
日

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
図
書
の
保
存
）

（
図
書
の
保
存
）

第
二
十
九
条

法
第
七
十
七
条
の
二
十
九
第
二
項
の
確
認
検
査
の
業
務
に
関
す
る
書
類
で
国
土
交
通
省
令
で
定
め

る
も
の
は
、施
行
規
則
第
三
条
の
三
第
一
項（
施
行
規
則
第
八
条
の
二
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
規
則
第
一
条
の
三
、
施
行
規
則
第
三
条
の
三
第
二
項
（
施
行
規
則
第
八
条
の
二
の
五

第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
規
則
第
二
条
の
二
、
施
行
規
則
第
三
条

の
三
第
三
項
（
施
行
規
則
第
八
条
の
二
の
六
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
準
用
す
る

施
行
規
則
第
三
条
、
施
行
規
則
第
四
条
の
四
の
二
（
施
行
規
則
第
八
条
の
二
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
規
則
第
四
条
、
施
行
規
則
第
四
条
の
十
一
の
二
（
施
行
規
則
第
八
条
の
二
の

二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
規
則
第
四
条
の
八
並
び
に
施
行
規
則
第
四
条

の
十
六
第
二
項
（
施
行
規
則
第
八
条
の
二
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
図
書
及
び
書

類
、
施
行
規
則
第
三
条
の
五
第
三
項
第
二
号
、
施
行
規
則
第
四
条
の
七
第
三
項
第
二
号
、
施
行
規
則
第
四
条
の

十
四
第
三
項
第
二
号
、
施
行
規
則
第
四
条
の
十
六
の
二
第
三
項
第
二
号
、
施
行
規
則
第
八
条
の
二
第
七
項
第
二

号
、
施
行
規
則
第
八
条
の
二
第
十
四
項
第
二
号
、
施
行
規
則
第
八
条
の
二
第
二
十
二
項
第
二
号
及
び
施
行
規
則

第
八
条
の
二
第
二
十
六
項
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
、
法
第
六
条
の
三
第
七
項
及
び
法
第
十
八
条
第
十
一
項
に
規

第
二
十
九
条

法
第
七
十
七
条
の
二
十
九
第
二
項
の
確
認
検
査
の
業
務
に
関
す
る
書
類
で
国
土
交
通
省
令
で
定
め

る
も
の
は
、
施
行
規
則
第
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
規
則
第
一
条
の
三
、
施
行
規
則
第
二
条
の
二
及

び
施
行
規
則
第
三
条
、
施
行
規
則
第
四
条
の
四
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
規
則
第
四
条
、
施
行
規
則
第
四

条
の
十
一
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
規
則
第
四
条
の
八
並
び
に
施
行
規
則
第
四
条
の
十
六
第
二
項
に
規
定

す
る
図
書
及
び
書
類
、
施
行
規
則
第
三
条
の
五
第
三
項
第
二
号
、
施
行
規
則
第
四
条
の
七
第
三
項
第
二
号
、
施

行
規
則
第
四
条
の
十
四
第
三
項
第
二
号
及
び
施
行
規
則
第
四
条
の
十
六
の
二
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
、

法
第
六
条
の
三
第
七
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
並
び
に
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性

能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定

通
知
書
又
は
そ
の
写
し
（
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十

八
年
国
土
交
通
省
令
第
五
号
）第
六
条
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
同
号
に
規
定
す
る
認
定
書
の
写
し
、

同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
同
号
に
規
定
す
る
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
、
同
条
第
三
号
に
掲
げ
る

場
合
に
あ
っ
て
は
同
号
に
規
定
す
る
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
。）と
す
る
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



２

（
略
）

２

（
略
）

３

法
第
七
十
七
条
の
二
十
九
第
二
項
に
規
定
す
る
書
類
（
前
項
の
規
定
に
よ
る
記
録
が
行
わ
れ
た
同
項
の
フ
ァ

イ
ル
又
は
電
磁
的
記
録
媒
体
を
含
む
。）は
、
当
該
建
築
物
又
は
工
作
物
に
係
る
法
第
六
条
第
一
項
（
法
第
八
十

七
条
第
一
項
、
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）、
法
第
六
条
の
二
第
一
項
又
は
法
第
十
八
条
第
三
項
（
法
第
八
十
七
条
第
一
項
、
法
第
八
十
七
条
の

四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）若
し
く
は
第
四
項
の
規

定
に
よ
る
確
認
済
証
（
計
画
の
変
更
に
係
る
も
の
を
除
く
。）の
交
付
の
日
か
ら
十
五
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

３

法
第
七
十
七
条
の
二
十
九
第
二
項
に
規
定
す
る
書
類
（
前
項
の
規
定
に
よ
る
記
録
が
行
わ
れ
た
同
項
の
フ
ァ

イ
ル
又
は
電
磁
的
記
録
媒
体
を
含
む
。）は
、
当
該
建
築
物
又
は
工
作
物
に
係
る
法
第
六
条
第
一
項
又
は
法
第
六

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
済
証
（
計
画
の
変
更
に
係
る
も
の
を
除
く
。）の
交
付
の
日
か
ら
十
五
年
間

保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
並
び
に
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
二
条
第
六
項
及
び
同
法
第
十
三
条
第
七
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定

通
知
書
又
は
そ
の
写
し
（
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十

八
年
国
土
交
通
省
令
第
五
号
）第
六
条
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
同
号
に
規
定
す
る
認
定
書
の
写
し
、

同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
同
号
に
規
定
す
る
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
、
同
条
第
三
号
に
掲
げ
る

場
合
に
あ
っ
て
は
同
号
に
規
定
す
る
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
。）と
す
る
。

（
図
書
の
保
存
）

（
図
書
の
保
存
）

第
三
十
一
条
の
十
一

法
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
十
四
第
二
項
の
構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
業
務
に
関
す
る
書

類
で
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
施
行
規
則
第
三
条
の
十
に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
規
則
第
三
条
の
七

及
び
施
行
規
則
第
八
条
の
二
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
規
則
第
八
条
の
二
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
施
行

規
則
第
三
条
の
七
に
規
定
す
る
図
書
及
び
書
類
と
す
る
。

第
三
十
一
条
の
十
一

法
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
十
四
第
二
項
の
構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
業
務
に
関
す
る
書

類
で
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
施
行
規
則
第
三
条
の
十
に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
規
則
第
三
条
の
七

（
施
行
規
則
第
八
条
の
二
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
図
書
及
び
書
類
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

法
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
十
四
第
二
項
に
規
定
す
る
書
類
（
前
項
の
規
定
に
よ
る
記
録
が
行
わ
れ
た
同
項

の
フ
ァ
イ
ル
又
は
電
磁
的
記
録
媒
体
を
含
む
。）は
、
法
第
十
八
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

用
す
る
法
第
六
条
の
三
第
四
項
又
は
法
第
十
八
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
書
の
交
付
の
日
か
ら
十
五
年
間

保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

法
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
十
四
第
二
項
に
規
定
す
る
書
類
（
前
項
の
規
定
に
よ
る
記
録
が
行
わ
れ
た
同
項

の
フ
ァ
イ
ル
又
は
電
磁
的
記
録
媒
体
を
含
む
。）は
、
法
第
十
八
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

用
す
る
法
第
六
条
の
三
第
四
項
又
は
法
第
十
八
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
書
の
交
付
の
日
か
ら
十
五
年
間

保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
権
限
の
委
任
）

（
権
限
の
委
任
）

第
八
十
条

法
第
六
条
の
二
第
一
項
、
法
第
七
条
の
二
第
一
項
及
び
法
第
四
章
の
二
第
二
節
並
び
に
第
三
十
一
条

に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
の
う
ち
、
そ
の
確
認
検
査
の
業
務
を
一
の
地
方
整
備
局
の
管
轄
区
域
内
の

み
に
お
い
て
行
う
指
定
確
認
検
査
機
関
に
関
す
る
も
の
は
、
当
該
地
方
整
備
局
長
に
委
任
す
る
。

第
八
十
条

法
第
六
条
の
二
第
一
項
（
法
第
八
十
七
条
第
一
項
、
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一

項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
法
第
七
条
の
二
第
一
項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又

は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
法
第
四
章
の
二
第
二
節

並
び
に
第
三
十
一
条
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
の
う
ち
、
そ
の
確
認
検
査
の
業
務
を
一
の
地
方
整
備

局
の
管
轄
区
域
内
の
み
に
お
い
て
行
う
指
定
確
認
検
査
機
関
に
関
す
る
も
の
は
、
当
該
地
方
整
備
局
長
に
委
任

す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

別
記

別
記

第
二
号
様
式
（
第
十
四
条
関
係
）（
Ａ
４
）

第
二
号
様
式
（
第
十
四
条
関
係
）（
Ａ
４
）

確
認
検
査
の
業
務
の
予
定
件
数

確
認
検
査
の
業
務
の
予
定
件
数

業
務

の
区

分
推
定
件
数

業
務

の
区

分
推
定
件
数

床
面
積
の
合
計
が
500

以
内
の
建
築
物
（
法
第
６
条
第
１
項
第
４
号
に
掲
げ
る

建
築
物
及
び
法
第
68条

の
10第

１
項
の
認
定
（
令
第
136条

の
２
の
11第

１
号
に

係
る
認
定
に
限
る
。
以
下
同
じ
。）を
受
け
た
型
式
に
適
合
す
る
建
築
物
の
部
分
を

有
す
る
建
築
物
に
限
る
。）

建
築
確
認
等








件
床
面
積
の
合
計
が
500

以
内
の
建
築
物
（
法
第
６
条
第
１
項
第
４
号
に
掲
げ
る

建
築
物
及
び
法
第
68条

の
10第

１
項
の
認
定
（
令
第
136条

の
２
の
11第

１
号
に

係
る
認
定
に
限
る
。
以
下
同
じ
。）を
受
け
た
型
式
に
適
合
す
る
建
築
物
の
部
分
を

有
す
る
建
築
物
に
限
る
。）

建
築
確
認







件

（
略
）

（
略
）

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



床面積の合計が500以内の建築物（法第６条第１項第４号に掲げる
建築物及び法第68条の10第１項の認定を受けた型式に適合する建築物
の部分を有する建築物を除く。）

建築確認等


件 床面積の合計が500以内の建築物（法第６条第１項第４号に掲げる
建築物及び法第68条の10第１項の認定を受けた型式に適合する建築物
の部分を有する建築物を除く。）

建築確認


件

（略） （略）

床面積の合計が500を超え、2000以内の建築物 建築確認等


件 床面積の合計が500を超え、2000以内の建築物 建築確認


件

（略） （略）

床面積の合計が2000を超え、10000以内の建築物 建築確認等


件 床面積の合計が2000を超え、10000以内の建築物 建築確認


件

（略） （略）

床面積の合計が10000を超える建築物 建築確認等


件 床面積の合計が10000を超える建築物 建築確認


件

（略） （略）

小荷物専用昇降機以外の建築設備（建築物の計画に含まれるものを除
く。）

建築確認等


件 小荷物専用昇降機以外の建築設備（建築物の計画に含まれるものを除
く。）

建築確認


件

（略） （略）

小荷物専用昇降機（建築物の計画に含まれるものを除く。） 建築確認等


件 小荷物専用昇降機（建築物の計画に含まれるものを除く。） 建築確認


件

（略） （略）

工作物 建築確認等


件 工作物 建築確認


件

（略） （略）

合 計
建築確認等


件
合 計

建築確認


件

（略） （略）

備考１ （略） 備考１ （略）
２ 建築確認等


、完了検査、中間検査又は仮使用認定を行う件数の推定理由を示す書類を添
付すること。（指定の更新の場合を除く。）

２ 建築確認


、完了検査、中間検査又は仮使用認定を行う件数の推定理由を示す書類を添付
すること。（指定の更新の場合を除く。）

３ （略） ３ （略）
第二号の二様式（第十四条関係）（Ａ４） 第二号の二様式（第十四条関係）（Ａ４）

過去20事業年度以内における確認検査の実施件数 過去20事業年度以内における確認検査の実施件数
（略） （略）

業 務 の 区 分 実施件数 業 務 の 区 分 実施件数

床面積の合計が500以内の建築物 建築確認等


件 床面積の合計が500以内の建築物 建築確認


件

（略） （略）

床面積の合計が500を超え、2000以内の建築物 建築確認等


件 床面積の合計が500を超え、2000以内の建築物 建築確認


件

（略） （略）

令
和

年


月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






床
面
積
の
合
計
が
2000

を
超
え
、
10000

以
内
の
建
築
物

建
築
確
認
等








件
床
面
積
の
合
計
が
2000

を
超
え
、
10000

以
内
の
建
築
物

建
築
確
認







件

（
略
）

（
略
）

床
面
積
の
合
計
が
10000

を
超
え
る
建
築
物

建
築
確
認
等








件
床
面
積
の
合
計
が
10000

を
超
え
る
建
築
物

建
築
確
認







件

（
略
）

（
略
）

小
荷
物
専
用
昇
降
機
以
外
の
建
築
設
備
（
建
築
物
の
計
画
に
含
ま
れ
る
も
の
を
除

く
。）

建
築
確
認
等








件
小
荷
物
専
用
昇
降
機
以
外
の
建
築
設
備
（
建
築
物
の
計
画
に
含
ま
れ
る
も
の
を
除

く
。）

建
築
確
認







件

（
略
）

（
略
）

小
荷
物
専
用
昇
降
機
（
建
築
物
の
計
画
に
含
ま
れ
る
も
の
を
除
く
。）

建
築
確
認
等








件
小
荷
物
専
用
昇
降
機
（
建
築
物
の
計
画
に
含
ま
れ
る
も
の
を
除
く
。）

建
築
確
認







件

（
略
）

（
略
）

工
作
物

建
築
確
認
等








件
工
作
物

建
築
確
認







件

（
略
）

（
略
）

合
計

建
築
確
認
等








件
合

計
建
築
確
認







件

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
建
設
省
令
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

第
七
条
の
三

法
第
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
住
宅
性
能
評
価
の
申
請
と
併
せ
て
同
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
求
め
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
第
三
条
第
一
項
の
規
定
及
び
第
五
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
第
三
条
第
一
項
中
「
を
添
え
て
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
法
第
六
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
確

認
の
た
め
に
必
要
な
図
書
で
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
添
え
て
」
と
、
第
五
条
第
一
項
中
「
並
び
に
建

築
基
準
法
第
六
条
第
一
項
又
は
第
十
八
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
確
認
済
証
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
単

に
「
確
認
済
証
」
と
い
う
。）の
写
し
を
添
え
て
」
と
あ
る
の
は
「
、
建
築
基
準
法
第
六
条
第
一
項
又
は
第
十
八

条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
確
認
済
証
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
単
に
「
確
認
済
証
」
と
い
う
。）の
写
し
並

び
に
法
第
六
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
の
た
め
に
必
要
な
図
書
で
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
も
の
を

添
え
て
」
と
す
る
。

第
七
条
の
三

法
第
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
住
宅
性
能
評
価
の
申
請
と
併
せ
て
同
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
求
め
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
第
三
条
第
一
項
の
規
定
及
び
第
五
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
第
三
条
第
一
項
中
「
を
添
え
て
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
法
第
六
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
確

認
の
た
め
に
必
要
な
図
書
で
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
添
え
て
」
と
、
第
五
条
第
一
項
中
「
並
び
に
建

築
基
準
法
第
六
条
第
一
項
又
は
第
六
条
の
二
第
一
項
の
確
認
済
証
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
単
に「
確
認
済
証
」

と
い
う
。）の
写
し
を
添
え
て
」
と
あ
る
の
は
「
、
建
築
基
準
法
第
六
条
第
一
項
又
は
第
六
条
の
二
第
一
項
の
確

認
済
証
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
単
に
「
確
認
済
証
」
と
い
う
。）の
写
し
並
び
に
法
第
六
条
の
二
第
四
項
の
規

定
に
よ
る
確
認
の
た
め
に
必
要
な
図
書
で
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
添
え
て
」
と
す
る
。

（
官
公
庁
施
設
の
建
設
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

官
公
庁
施
設
の
建
設
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
建
設
省
令
第
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
定
期
点
検
）

（
定
期
点
検
）

第
一
条

（
略
）

第
一
条

（
略
）

２

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
十
八
条
第
二
十
二
項
又
は
第
二
十
六
項
の
規
定
に
よ

る
検
査
済
証
の
交
付
を
受
け
た
日
以
後
最
初
の
法
第
十
二
条
第
一
項
の
点
検
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
当
該
検
査
済
証
の
交
付
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
年
以
内
に
行
う
も
の
と
す
る
。

２

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
十
八
条
第
十
八
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
済
証
の
交
付

を
受
け
た
日
以
後
最
初
の
法
第
十
二
条
第
一
項
の
点
検
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
検

査
済
証
の
交
付
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
年
以
内
に
行
う
も
の
と
す
る
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



第
二
条

（
略
）

第
二
条

（
略
）

２

建
築
基
準
法
第
十
八
条
第
二
十
二
項
又
は
第
二
十
六
項
（
同
法
第
八
十
七
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
検
査
済
証
の
交
付
を
受
け
た
日
以
後
最
初
の
法
第
十
二
条
第
二
項
の
点
検
に
つ
い
て

は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
検
査
済
証
の
交
付
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
以
内
に
行
う
も

の
と
す
る
。

２

建
築
基
準
法
第
十
八
条
第
十
八
項
（
同
法
第
八
十
七
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に

よ
る
検
査
済
証
の
交
付
を
受
け
た
日
以
後
最
初
の
法
第
十
二
条
第
二
項
の
点
検
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
当
該
検
査
済
証
の
交
付
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
以
内
に
行
う
も
の
と
す
る
。

（
都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
七
条

都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
四
年
国
土
交
通
省
令
第
八
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
軽
微
な
変
更
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
）

（
軽
微
な
変
更
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
）

第
四
十
六
条
の
二

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
第
十
二
条
第
一
項
の
建
築
物
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
適
合
性
判
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
建
築
物
の
建
築
に
係
る
建
築
基
準
法
第
七
条
第

五
項
、
同
法
第
七
条
の
二
第
五
項
又
は
同
法
第
十
八
条
第
二
十
二
項
若
し
く
は
第
二
十
六
項
の
規
定
に
よ
る
検

査
済
証
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
計
画
の
変
更
が
第
四
十
四
条
の
軽
微
な
変
更
に
該
当
し
て
い

る
こ
と
を
証
す
る
書
面
の
交
付
を
所
管
行
政
庁
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
十
六
条
の
二

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
第
十
二
条
第
一
項
の
建
築
物
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
適
合
性
判
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
建
築
物
の
建
築
に
係
る
建
築
基
準
法
第
七
条
第

五
項
、
同
法
第
七
条
の
二
第
五
項
又
は
同
法
第
十
八
条
第
十
八
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
済
証
の
交
付
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
は
、
そ
の
計
画
の
変
更
が
第
四
十
四
条
の
軽
微
な
変
更
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
の

交
付
を
所
管
行
政
庁
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
八
条

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
八
年
国
土
交
通
省
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
軽
微
な
変
更
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
）

（
軽
微
な
変
更
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
）

第
十
一
条

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
七
条
第
五
項
、
同
法
第
七
条
の
二
第
五
項
又

は
同
法
第
十
八
条
第
二
十
二
項
若
し
く
は
第
二
十
六
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
済
証
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る

者
は
、
そ
の
計
画
の
変
更
が
第
三
条
（
第
七
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
軽

微
な
変
更
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
の
交
付
を
所
管
行
政
庁
又
は
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

性
能
判
定
機
関
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
一
条

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
七
条
第
五
項
、
同
法
第
七
条
の
二
第
五
項
又

は
同
法
第
十
八
条
第
十
八
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
済
証
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
計
画
の
変
更

が
第
三
条
（
第
七
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
軽
微
な
変
更
に
該
当
し
て
い

る
こ
と
を
証
す
る
書
面
の
交
付
を
所
管
行
政
庁
又
は
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
に
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

（
軽
微
な
変
更
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
）

（
軽
微
な
変
更
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
）

第
二
十
九
条

法
第
十
二
条
第
一
項
の
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
適
合
性
判
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

建
築
物
の
建
築
に
係
る
建
築
基
準
法
第
七
条
第
五
項
、
同
法
第
七
条
の
二
第
五
項
又
は
同
法
第
十
八
条
第
二
十

二
項
若
し
く
は
第
二
十
六
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
済
証
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
計
画
の
変
更

が
第
二
十
六
条
の
軽
微
な
変
更
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
の
交
付
を
所
管
行
政
庁
に
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
二
十
九
条

法
第
十
二
条
第
一
項
の
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
適
合
性
判
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

建
築
物
の
建
築
に
係
る
建
築
基
準
法
第
七
条
第
五
項
、
同
法
第
七
条
の
二
第
五
項
又
は
同
法
第
十
八
条
第
十
八

項
の
規
定
に
よ
る
検
査
済
証
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
計
画
の
変
更
が
第
二
十
六
条
の
軽
微
な

変
更
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
の
交
付
を
所
管
行
政
庁
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
た
め
の
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
国
土
交
通
省
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
九
条

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
た
め
の
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
国
土
交
通
省
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令
（
令
和
六
年
国
土
交
通
省
令
第
六
十

八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
う
ち
、
建
築
基
準
法
施
行
規
則
第
二
条
の
改
正
規
定
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
確
認
済
証
等
の
様
式
等
）

（
確
認
済
証
等
の
様
式
等
）

第
二
条

法
第
六
条
第
四
項
（
法
第
八
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
確
認

済
証
の
交
付
は
、
別
記
第
五
号
様
式
に
よ
る
確
認
済
証
に
第
一
条
の
三
の
申
請
書
の
副
本
一
通
並
び
に
そ
の
添

付
図
書
及
び
添
付
書
類
、
第
三
条
の
十
二
に
規
定
す
る
図
書
及
び
書
類
並
び
に
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性

第
二
条

法
第
六
条
第
四
項
（
法
第
八
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
確
認

済
証
の
交
付
は
、
別
記
第
五
号
様
式
に
よ
る
確
認
済
証
に
第
一
条
の
三
の
申
請
書
の
副
本
一
通
並
び
に
そ
の
添

付
図
書
及
び
添
付
書
類
、
第
三
条
の
十
二
に
規
定
す
る
図
書
及
び
書
類
並
び
に
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
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能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
八
条
に
規
定
す
る
書
類
（
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上

等
に
関
す
る
法
律
第
十
一
条
第
六
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
、
同
令
第
八
条
第
一
号
に

規
定
す
る
認
定
書
の
写
し
、
同
条
第
二
号
に
規
定
す
る
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
及
び
同
条
第
三
号
に
規
定
す
る

通
知
書
又
は
そ
の
写
し
を
除
く
。
第
四
項
、
第
三
条
の
四
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）

を
添
え
て
行
う
も
の
と
す
る
。

能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
八
年
国
土
交
通
省
令
第
五
号
）
第
六
条
に
規
定
す
る
書
類

（
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
二

条
第
六
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
、同
令
第
六
条
第
一
号
に
規
定
す
る
認
定
書
の
写
し
、

同
条
第
二
号
に
規
定
す
る
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
及
び
同
条
第
三
号
に
規
定
す
る
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
を
除

く
。
第
四
項
、第
三
条
の
四
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
添
え
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２

法
第
六
条
第
六
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
と
す
る
。

２

法
第
六
条
第
六
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

申
請
に
係
る
建
築
物
（
法
第
六
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
建
築
物
に
限
る
。）の
計
画
が
令
第
八
十
一
条

第
二
項
又
は
第
三
項
に
規
定
す
る
基
準
に
従
つ
た
構
造
計
算
で
、
法
第
二
十
条
第
一
項
第
二
号
イ
又
は
第
三

号
イ
に
規
定
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
も
の
に
よ
つ
て
確
か
め
ら
れ
る
安
全
性
を
有
す
る
か
ど
う
か
を
審
査

す
る
場
合
に
お
い
て
、
第
一
条
の
三
第
一
項
第
一
号
ロ

た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
電
磁
的
記
録
媒
体
の
提

出
が
な
か
つ
た
場
合

二

申
請
に
係
る
建
築
物
（
法
第
六
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
建
築
物
に
限
る
。）の
計
画
が
令

第
八
十
一
条
第
二
項
又
は
第
三
項
に
規
定
す
る
基
準
に
従
つ
た
構
造
計
算
で
、
法
第
二
十
条
第
一
項
第
二
号

イ
又
は
第
三
号
イ
に
規
定
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
も
の
に
よ
つ
て
確
か
め
ら
れ
る
安
全
性
を
有
す
る
か
ど

う
か
を
審
査
す
る
場
合
に
お
い
て
、
第
一
条
の
三
第
一
項
第
一
号
ロ

た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
電
磁
的
記

録
媒
体
の
提
出
が
な
か
つ
た
場
合

三

申
請
に
係
る
建
築
物
（
法
第
六
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
建
築
物
を
除
く
。）の
計
画
が
令
第
八
十
一
条

第
二
項
又
は
第
三
項
に
規
定
す
る
基
準
に
従
つ
た
構
造
計
算
で
、
法
第
二
十
条
第
一
項
第
二
号
イ
又
は
第
三

号
イ
に
規
定
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
も
の
に
よ
つ
て
確
か
め
ら
れ
る
安
全
性
を
有
す
る
か
ど
う
か
を
審
査

す
る
場
合

三

申
請
に
係
る
建
築
物
（
法
第
六
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
建
築
物
を
除
く
。）の
計
画
が
令

第
八
十
一
条
第
二
項
又
は
第
三
項
に
規
定
す
る
基
準
に
従
つ
た
構
造
計
算
で
、
法
第
二
十
条
第
一
項
第
二
号

イ
又
は
第
三
号
イ
に
規
定
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
も
の
に
よ
つ
て
確
か
め
ら
れ
る
安
全
性
を
有
す
る
か
ど

う
か
を
審
査
す
る
場
合

四

（
略
）

四

（
略
）

五

法
第
六
条
第
四
項
の
期
間
の
末
日
の
三
日
前
ま
で
に
法
第
六
条
の
三
第
七
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知

書
若
し
く
は
そ
の
写
し
又
は
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
第
十
一
条
第
六
項

に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
若
し
く
は
そ
の
写
し
（
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則
第
八
条
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
同
号
に
規
定
す
る
認
定
書
の
写
し
、
同
条
第

二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
同
号
に
規
定
す
る
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
、
同
条
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合

に
あ
つ
て
は
同
号
に
規
定
す
る
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
。
第
四
項
、
第
三
条
の
四
第
二
項
第
一
号
及
び
第
六

条
の
三
第
二
項
第
十
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
提
出
が
な
か
つ
た
場
合

五

法
第
六
条
第
四
項
の
期
間
の
末
日
の
三
日
前
ま
で
に
法
第
六
条
の
三
第
七
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知

書
若
し
く
は
そ
の
写
し
又
は
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
第
十
二
条
第
六
項

に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
若
し
く
は
そ
の
写
し
（
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則
第
六
条
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
同
号
に
規
定
す
る
認
定
書
の
写
し
、
同
条
第

二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
同
号
に
規
定
す
る
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
、
同
条
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合

に
あ
つ
て
は
同
号
に
規
定
す
る
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
。
第
四
項
、
第
三
条
の
四
第
二
項
第
一
号
及
び
第
六

条
の
三
第
二
項
第
十
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
提
出
が
な
か
つ
た
場
合

３

（
略
）

３

（
略
）

４

法
第
六
条
第
七
項
（
法
第
八
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の

規
定
に
よ
る
適
合
し
な
い
こ
と
を
認
め
た
旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
通
知
書
の
交
付
は
、
別
記
第
六
号
様

式
に
よ
る
通
知
書
に
第
一
条
の
三
の
申
請
書
の
副
本
一
通
並
び
に
そ
の
添
付
図
書
及
び
添
付
書
類
、
法
第
六
条

の
三
第
七
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
、
第
三
条
の
十
二
に
規
定
す
る
図
書
及
び
書
類
、

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
第
十
一
条
第
六
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書

又
は
そ
の
写
し
並
び
に
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
八
条
に
規
定

す
る
書
類
を
添
え
て
行
う
も
の
と
す
る
。

４

法
第
六
条
第
七
項
（
法
第
八
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の

規
定
に
よ
る
適
合
し
な
い
こ
と
を
認
め
た
旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
通
知
書
の
交
付
は
、
別
記
第
六
号
様

式
に
よ
る
通
知
書
に
第
一
条
の
三
の
申
請
書
の
副
本
一
通
並
び
に
そ
の
添
付
図
書
及
び
添
付
書
類
、
法
第
六
条

の
三
第
七
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
、
第
三
条
の
十
二
に
規
定
す
る
図
書
及
び
書
類
、

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
第
十
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書

又
は
そ
の
写
し
並
び
に
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
六
条
に
規
定

す
る
書
類
を
添
え
て
行
う
も
の
と
す
る
。

５

（
略
）

５

（
略
）

第
三
条
の
う
ち
、
建
築
基
準
法
施
行
規
則
第
二
条
の
改
正
規
定
の
次
に
次
の
改
正
規
定
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
建
築
設
備
に
関
す
る
確
認
申
請
書
及
び
確
認
済
証
の
様
式
）

（
建
築
設
備
に
関
す
る
確
認
申
請
書
及
び
確
認
済
証
の
様
式
）

第
二
条
の
二

（
略
）

第
二
条
の
二

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

２
〜
５

（
略
）
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６

前
条
第
一
項
、
第
四
項
又
は
第
五
項
の
規
定
は
、
法
第
八
十
七
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
条
第
四

項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
条
第
一
項
中
「
法
第
六

条
第
四
項
（
法
第
八
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
と
あ
る
の
は
「
法
第
八
十
七
条
の

四
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
条
第
四
項
」
と
、「
第
一
条
の
三
」
と
あ
る
の
は
「
次
条
」
と
、「
添
付
書
類
、
第

三
条
の
十
二
に
規
定
す
る
図
書
及
び
書
類
並
び
に
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律

施
行
規
則
第
八
条
に
規
定
す
る
書
類
（
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
第
十
一
条

第
六
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
、
同
令
第
八
条
第
一
号
に
規
定
す
る
認
定
書
の
写
し
、

同
条
第
二
号
に
規
定
す
る
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
及
び
同
条
第
三
号
に
規
定
す
る
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
を
除

く
。
第
四
項
、
第
三
条
の
四
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
と
あ
る
の
は「
添
付
書
類
」

と
、
同
条
第
四
項
中
「
法
第
六
条
第
七
項
（
法
第
八
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項

に
お
い
て
同
じ
。）」
と
あ
る
の
は
「
法
第
八
十
七
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
条
第
七
項
」
と
、「
第
一

条
の
三
」
と
あ
る
の
は
「
次
条
」
と
、「
添
付
書
類
、
法
第
六
条
の
三
第
七
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
又

は
そ
の
写
し
、
第
三
条
の
十
二
に
規
定
す
る
図
書
及
び
書
類
、
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に

関
す
る
法
律
第
十
一
条
第
六
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
並
び
に
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
八
条
に
規
定
す
る
書
類
」
と
あ
る
の
は
「
添
付
書
類
」
と
、

同
条
第
五
項
中
「
法
第
六
条
第
七
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
八
十
七
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
条
第

七
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

６

前
条
第
一
項
、
第
四
項
又
は
第
五
項
の
規
定
は
、
法
第
八
十
七
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
条
第
四

項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
条
第
一
項
中
「
法
第
六

条
第
四
項
（
法
第
八
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
と
あ
る
の
は
「
法
第
八
十
七
条
の

四
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
条
第
四
項
」
と
、「
第
一
条
の
三
」
と
あ
る
の
は
「
次
条
」
と
、「
添
付
書
類
、
第

三
条
の
十
二
に
規
定
す
る
図
書
及
び
書
類
並
び
に
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律

施
行
規
則
（
平
成
二
十
八
年
国
土
交
通
省
令
第
五
号
）
第
六
条
に
規
定
す
る
書
類
（
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
適
合

判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
、
同
令
第
六
条
第
一
号
に
規
定
す
る
認
定
書
の
写
し
、
同
条
第
二
号
に
規
定
す
る

通
知
書
又
は
そ
の
写
し
及
び
同
条
第
三
号
に
規
定
す
る
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
を
除
く
。
第
四
項
、
第
三
条
の

四
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
と
あ
る
の
は
「
添
付
書
類
」
と
、同
条
第
四
項
中「
法

第
六
条
第
七
項
（
法
第
八
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
と
あ

る
の
は
「
法
第
八
十
七
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
条
第
七
項
」
と
、「
第
一
条
の
三
」と
あ
る
の
は「
次

条
」
と
、「
添
付
書
類
、
法
第
六
条
の
三
第
七
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
、
第
三
条
の
十

二
に
規
定
す
る
図
書
及
び
書
類
、
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
第
十
二
条
第
六

項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
並
び
に
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則
第
六
条
に
規
定
す
る
書
類
」
と
あ
る
の
は
「
添
付
書
類
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
法
第
六
条

第
七
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
八
十
七
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
条
第
七
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。

第
三
条
の
う
ち
、
建
築
基
準
法
施
行
規
則
第
三
条
の
改
正
規
定
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
工
作
物
に
関
す
る
確
認
申
請
書
及
び
確
認
済
証
等
の
様
式
）

（
工
作
物
に
関
す
る
確
認
申
請
書
及
び
確
認
済
証
等
の
様
式
）

第
三
条

（
略
）

第
三
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

工
作
物
に
関
す
る
確
認
申
請
（
法
第
八
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
確
認
の
申
請
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
建
築
物
に
関
す
る
確
認
申
請
と
併
せ
て
す
る
場
合

に
お
け
る
確
認
の
申
請
書
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
図
書
及
び
書
類
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一

号
の
正
本
に
工
作
物
に
関
す
る
確
認
申
請
を
建
築
物
に
関
す
る
確
認
申
請
と
併
せ
て
す
る
旨
を
記
載
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

３

工
作
物
に
関
す
る
確
認
申
請
（
法
第
八
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
確
認
の
申
請
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
建
築
物
に
関
す
る
確
認
申
請
と
併
せ
て
す
る
場
合

に
お
け
る
確
認
の
申
請
書
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
図
書
及
び
書
類
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一

号
の
正
本
に
工
作
物
に
関
す
る
確
認
申
請
を
建
築
物
に
関
す
る
確
認
申
請
と
併
せ
て
す
る
旨
を
記
載
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一

別
記
第
二
号
様
式
に
よ
る
正
本
一
通
及
び
副
本
一
通
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
次
に
掲
げ
る
図
書
及
び
書
類
を
添

え
た
も
の
（
正
本
に
添
え
る
図
書
に
あ
つ
て
は
、
当
該
図
書
の
設
計
者
の
氏
名
が
記
載
さ
れ
た
も
の
に
限

る
。）

一

別
記
第
二
号
様
式
に
よ
る
正
本
一
通
及
び
副
本
一
通
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
次
に
掲
げ
る
図
書
及
び
書
類
を
添

え
た
も
の
（
正
本
に
添
え
る
図
書
に
あ
つ
て
は
、
当
該
図
書
の
設
計
者
の
氏
名
が
記
載
さ
れ
た
も
の
に
限

る
。）。

イ
〜
ニ

（
略
）

イ
〜
ニ

（
略
）

二
〜
四

（
略
）

二
〜
四

（
略
）

４
〜
７

（
略
）

４
〜
７

（
略
）

８

第
二
条
第
一
項
、
第
四
項
又
は
第
五
項
の
規
定
は
、
法
第
八
十
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
法
第
六
条
第
四
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
条

第
一
項
中
「
法
第
六
条
第
四
項
（
法
第
八
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
と
あ
る
の
は

「
法
第
八
十
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
条
第
四
項
」
と
、「
第
一
条
の
三
」
と
あ
る

８

第
二
条
第
一
項
、
第
四
項
又
は
第
五
項
の
規
定
は
、
法
第
八
十
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
法
第
六
条
第
四
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
条

第
一
項
中
「
法
第
六
条
第
四
項
（
法
第
八
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
と
あ
る
の
は

「
法
第
八
十
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
条
第
四
項
」
と
、「
第
一
条
の
三
」
と
あ
る
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の
は
「
第
三
条
」と
、「
添
付
書
類
、第
三
条
の
十
二
に
規
定
す
る
図
書
及
び
書
類
並
び
に
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
八
条
に
規
定
す
る
書
類
（
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能

の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
第
十
一
条
第
六
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
、
同
令
第
八
条
第

一
号
に
規
定
す
る
認
定
書
の
写
し
、
同
条
第
二
号
に
規
定
す
る
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
及
び
同
条
第
三
号
に
規

定
す
る
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
を
除
く
。
第
四
項
、
第
三
条
の
四
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項
第
一
号
に
お
い
て

同
じ
。）」
と
あ
る
の
は
「
添
付
書
類
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
法
第
六
条
第
七
項
（
法
第
八
十
七
条
第
一
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
と
あ
る
の
は
「
法
第
八
十
八
条
第
一
項
又
は
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
条
第
七
項
」
と
、「
第
一
条
の
三
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
条
」
と
、「
添
付
書
類
、

法
第
六
条
の
三
第
七
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
、
第
三
条
の
十
二
に
規
定
す
る
図
書
及

び
書
類
、
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
第
十
一
条
第
六
項
に
規
定
す
る
適
合
判

定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
並
び
に
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
八

条
に
規
定
す
る
書
類
」
と
あ
る
の
は
「
添
付
書
類
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
法
第
六
条
第
七
項
」
と
あ
る
の
は

「
法
第
八
十
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
条
第
七
項
」と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

の
は
「
第
三
条
」と
、「
添
付
書
類
、第
三
条
の
十
二
に
規
定
す
る
図
書
及
び
書
類
並
び
に
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
八
年
国
土
交
通
省
令
第
五
号
）
第
六
条
に
規
定
す

る
書
類
（
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
）

第
十
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
、
同
令
第
六
条
第
一
号
に
規
定
す
る
認
定
書

の
写
し
、
同
条
第
二
号
に
規
定
す
る
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
及
び
同
条
第
三
号
に
規
定
す
る
通
知
書
又
は
そ
の

写
し
を
除
く
。
第
四
項
、
第
三
条
の
四
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）」と
あ
る
の
は「
添

付
書
類
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
法
第
六
条
第
七
項
（
法
第
八
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
と
あ
る
の
は
「
法
第
八
十
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

六
条
第
七
項
」
と
、「
第
一
条
の
三
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
条
」
と
、「
添
付
書
類
、
法
第
六
条
の
三
第
七
項
に
規

定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
、
第
三
条
の
十
二
に
規
定
す
る
図
書
及
び
書
類
、
建
築
物
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
第
十
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
並

び
に
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
六
条
に
規
定
す
る
書
類
」
と
あ

る
の
は
「
添
付
書
類
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
法
第
六
条
第
七
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
八
十
八
条
第
一
項
又

は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
条
第
七
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
三
条
の
う
ち
、
建
築
基
準
法
施
行
規
則
第
三
条
の
二
の
改
正
規
定
の
次
に
次
の
改
正
規
定
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
指
定
確
認
検
査
機
関
に
対
す
る
確
認
の
申
請
等
）

（
指
定
確
認
検
査
機
関
に
対
す
る
確
認
の
申
請
等
）

第
三
条
の
三

第
一
条
の
三
（
第
七
項
及
び
第
九
項
を
除
く
。）の
規
定
は
、
法
第
六
条
の
二
第
一
項
（
法
第
八
十

七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
確
認
の
申
請
に
つ
い
て
、
第
一
条
の
四
の
規

定
は
法
第
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
の
申
請
を
受
け
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
第
一
条
の
三
第
一
項
中
「
法
第
六
条
第
一
項
（
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
六
条
の
二
第
一
項
（
」
と
、

同
項
第
一
号
ロ

中
「
建
築
主
事
又
は
建
築
副
主
事
（
以
下
「
建
築
主
事
等
」
と
い
う
。）」
と
あ
り
、
並
び
に

第
一
条
の
三
第
四
項
第
一
号
ハ

、
第
八
項
及
び
第
十
一
項
並
び
に
第
一
条
の
四
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
建

築
主
事
等
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
確
認
検
査
機
関
」
と
、
第
一
条
の
三
第
四
項
及
び
第
一
条
の
四
中
「
法
第
六

条
第
一
項
の
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
六
条
の
二
第
一
項
の
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
三
条
の
三

第
一
条
の
三
（
第
七
項
及
び
第
九
項
を
除
く
。）の
規
定
は
、
法
第
六
条
の
二
第
一
項
（
法
第
八
十

七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
確
認
の
申
請
に
つ
い
て
、
第
一
条
の
四
の
規

定
は
法
第
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
の
申
請
を
受
け
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
第
一
条
の
三
第
一
項
及
び
第
一
条
の
四
中
「
法
第
六
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
六
条
の
二
第

一
項
」
と
、
同
項
第
一
号
ロ

中
「
建
築
主
事
又
は
建
築
副
主
事
（
以
下
「
建
築
主
事
等
」
と
い
う
。）」
と
あ

り
、
並
び
に
第
一
条
の
三
第
四
項
第
一
号
ハ

、
第
八
項
及
び
第
十
一
項
並
び
に
第
一
条
の
四
（
見
出
し
を
含

む
。）中
「
建
築
主
事
等
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
確
認
検
査
機
関
」
と
、
第
一
条
の
三
第
四
項
中
「
法
第
六
条
第

一
項
の
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
六
条
の
二
第
一
項
の
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

第
三
条
の
う
ち
、
建
築
基
準
法
施
行
規
則
第
三
条
の
四
の
改
正
規
定
、
同
令
第
六
条
の
三
の
改
正
規
定
及
び
同
令
第
八
条
の
二
の
改
正
規
定
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
指
定
確
認
検
査
機
関
が
交
付
す
る
確
認
済
証
等
の
様
式
等
）

（
指
定
確
認
検
査
機
関
が
交
付
す
る
確
認
済
証
等
の
様
式
等
）

第
三
条
の
四

法
第
六
条
の
二
第
一
項
（
法
第
八
十
七
条
第
一
項
、
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第

一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
る
確
認
済
証

の
交
付
は
、
別
記
第
十
五
号
様
式
に
よ
る
確
認
済
証
に
、
前
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
の
三
、
第
二
条
の

二
又
は
第
三
条
の
申
請
書
の
副
本
一
通
並
び
に
そ
の
添
付
図
書
及
び
添
付
書
類
、
第
三
条
の
十
二
に
規
定
す
る

図
書
及
び
書
類
並
び
に
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
八
条
に
規
定

す
る
書
類
を
添
え
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
条
の
四

法
第
六
条
の
二
第
一
項
（
法
第
八
十
七
条
第
一
項
、
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第

一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
る
確
認
済
証

の
交
付
は
、
別
記
第
十
五
号
様
式
に
よ
る
確
認
済
証
に
、
前
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
の
三
、
第
二
条
の

二
又
は
第
三
条
の
申
請
書
の
副
本
一
通
並
び
に
そ
の
添
付
図
書
及
び
添
付
書
類
、
第
三
条
の
十
二
に
規
定
す
る

図
書
及
び
書
類
並
び
に
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
六
条
に
規
定

す
る
書
類
を
添
え
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
六
条
の
二
第
四
項
（
法
第
八
十
七
条
第
一
項
、
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し

く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
る
通
知
書
の
交

付
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
通
知
書
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２

法
第
六
条
の
二
第
四
項
（
法
第
八
十
七
条
第
一
項
、
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し

く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
る
通
知
書
の
交

付
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
通
知
書
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一

申
請
に
係
る
建
築
物
の
計
画
が
建
築
基
準
関
係
規
定
に
適
合
し
な
い
こ
と
を
認
め
た
旨
及
び
そ
の
理
由
を

記
載
し
た
通
知
書

別
記
第
十
五
号
の
二
様
式
に
よ
る
通
知
書
に
、前
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
の
三
、

第
二
条
の
二
又
は
第
三
条
の
申
請
書
の
副
本
一
通
並
び
に
そ
の
添
付
図
書
及
び
添
付
書
類
、
法
第
六
条
の
三

一

申
請
に
係
る
建
築
物
の
計
画
が
建
築
基
準
関
係
規
定
に
適
合
し
な
い
こ
と
を
認
め
た
旨
及
び
そ
の
理
由
を

記
載
し
た
通
知
書

別
記
第
十
五
号
の
二
様
式
に
よ
る
通
知
書
に
、前
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
の
三
、

第
二
条
の
二
又
は
第
三
条
の
申
請
書
の
副
本
一
通
並
び
に
そ
の
添
付
図
書
及
び
添
付
書
類
、
法
第
六
条
の
三
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第
七
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
、
第
三
条
の
十
二
に
規
定
す
る
図
書
及
び
書
類
、
建

築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
第
十
一
条
第
六
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書

又
は
そ
の
写
し
並
び
に
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
八
条
に
規

定
す
る
書
類
を
添
え
て
行
う
。

第
七
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
、
第
三
条
の
十
二
に
規
定
す
る
図
書
及
び
書
類
、
建

築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
第
十
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書

又
は
そ
の
写
し
並
び
に
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
六
条
に
規

定
す
る
書
類
を
添
え
て
行
う
。

二

（
略
）

二

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

（
台
帳
の
記
載
事
項
等
）

（
台
帳
の
記
載
事
項
等
）

第
六
条
の
三

（
略
）

第
六
条
の
三

（
略
）

２

法
第
十
二
条
第
八
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

２

法
第
十
二
条
第
八
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
〜
十

（
略
）

一
〜
十

（
略
）

十
一

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
第
十
一
条
第
六
項
若
し
く
は
第
十
二
条
第

七
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し

十
一

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
第
十
二
条
第
六
項
若
し
く
は
第
十
三
条
第

七
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し

３
〜
６

（
略
）

３
〜
６

（
略
）

（
国
の
機
関
の
長
等
に
よ
る
建
築
主
事
等
又
は
指
定
確
認
検
査
機
関
に
対
す
る
通
知
等
）

（
国
の
機
関
の
長
等
に
よ
る
建
築
主
事
等
又
は
指
定
確
認
検
査
機
関
に
対
す
る
通
知
等
）

第
八
条
の
二

（
略
）

第
八
条
の
二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

法
第
十
八
条
第
十
四
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
と
す
る
。

３

法
第
十
八
条
第
十
四
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

通
知
に
係
る
建
築
物
（
法
第
六
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
建
築
物
に
限
る
。）の
計
画
が
令
第
八
十
一
条

第
二
項
又
は
第
三
項
に
規
定
す
る
基
準
に
従
つ
た
構
造
計
算
で
、
法
第
二
十
条
第
一
項
第
二
号
イ
又
は
第
三

号
イ
に
規
定
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
も
の
に
よ
つ
て
確
か
め
ら
れ
る
安
全
性
を
有
す
る
か
ど
う
か
を
審
査

す
る
場
合
に
お
い
て
、
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
の
三
第
一
項
第
一
号
ロ

た
だ
し
書
の
規
定
に
よ

る
電
磁
的
記
録
媒
体
の
提
出
が
な
か
つ
た
場
合

二

通
知
に
係
る
建
築
物
（
法
第
六
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
建
築
物
に
限
る
。）の
計
画
が
令

第
八
十
一
条
第
二
項
又
は
第
三
項
に
規
定
す
る
基
準
に
従
つ
た
構
造
計
算
で
、
法
第
二
十
条
第
一
項
第
二
号

イ
又
は
第
三
号
イ
に
規
定
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
も
の
に
よ
つ
て
確
か
め
ら
れ
る
安
全
性
を
有
す
る
か
ど

う
か
を
審
査
す
る
場
合
に
お
い
て
、
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
の
三
第
一
項
第
一
号
ロ

た
だ
し
書

の
規
定
に
よ
る
電
磁
的
記
録
媒
体
の
提
出
が
な
か
つ
た
場
合

三

通
知
に
係
る
建
築
物
（
法
第
六
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
建
築
物
を
除
く
。）の
計
画
が
令
第
八
十
一
条

第
二
項
又
は
第
三
項
に
規
定
す
る
基
準
に
従
つ
た
構
造
計
算
で
、
法
第
二
十
条
第
一
項
第
二
号
イ
又
は
第
三

号
イ
に
規
定
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
も
の
に
よ
つ
て
確
か
め
ら
れ
る
安
全
性
を
有
す
る
か
ど
う
か
を
審
査

す
る
場
合

三

通
知
に
係
る
建
築
物
（
法
第
六
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
建
築
物
を
除
く
。）の
計
画
が
令

第
八
十
一
条
第
二
項
又
は
第
三
項
に
規
定
す
る
基
準
に
従
つ
た
構
造
計
算
で
、
法
第
二
十
条
第
一
項
第
二
号

イ
又
は
第
三
号
イ
に
規
定
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
も
の
に
よ
つ
て
確
か
め
ら
れ
る
安
全
性
を
有
す
る
か
ど

う
か
を
審
査
す
る
場
合

四

（
略
）

四

（
略
）

五

法
第
十
八
条
第
三
項
の
期
間
の
末
日
の
三
日
前
ま
で
に
同
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
若

し
く
は
そ
の
写
し
又
は
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
第
十
二
条
第
七
項
に
規

定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
若
し
く
は
そ
の
写
し
の
提
出
が
な
か
つ
た
場
合

五

法
第
十
八
条
第
三
項
の
期
間
の
末
日
の
三
日
前
ま
で
に
同
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
若

し
く
は
そ
の
写
し
又
は
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
第
十
三
条
第
七
項
に
規

定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
若
し
く
は
そ
の
写
し
の
提
出
が
な
か
つ
た
場
合

４

法
第
十
八
条
第
十
六
項
（
法
第
八
十
七
条
第
一
項
、
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し

く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
る
通
知
書
の
交
付
は
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
通
知
書
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

４

法
第
十
八
条
第
十
六
項
（
法
第
八
十
七
条
第
一
項
、
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し

く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
る
通
知
書
の
交
付
は
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
通
知
書
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一

通
知
に
係
る
建
築
物
の
計
画
が
建
築
基
準
関
係
規
定
に
適
合
し
な
い
こ
と
を
認
め
た
旨
及
び
そ
の
理
由
を

記
載
し
た
通
知
書

別
記
第
四
十
二
号
の
六
の
二
様
式
に
よ
る
通
知
書
に
、
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三

条
の
三
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
の
三
、
第
八
条
の
二
の
五
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条

の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
条
の
二
又
は
第
八
条
の
二
の
六
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条

一

通
知
に
係
る
建
築
物
の
計
画
が
建
築
基
準
関
係
規
定
に
適
合
し
な
い
こ
と
を
認
め
た
旨
及
び
そ
の
理
由
を

記
載
し
た
通
知
書

別
記
第
四
十
二
号
の
六
の
二
様
式
に
よ
る
通
知
書
に
、
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三

条
の
三
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
の
三
、
第
八
条
の
二
の
五
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条

の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
条
の
二
又
は
第
八
条
の
二
の
六
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条
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の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条
の
通
知
書
の
副
本
一
通
並
び
に
そ
の
添
付
図
書
及
び
添
付
書
類
、

法
第
十
八
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
、
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条

の
十
二
に
規
定
す
る
図
書
及
び
書
類
、
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
第
十
二

条
第
七
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
並
び
に
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上

等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
九
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
八
条
に
規
定
す
る
書
類
を
添
え
て

行
う
。

の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条
の
通
知
書
の
副
本
一
通
並
び
に
そ
の
添
付
図
書
及
び
添
付
書
類
、

法
第
十
八
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
、
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条

の
十
二
に
規
定
す
る
図
書
及
び
書
類
、
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
第
十
三

条
第
七
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
並
び
に
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上

等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
七
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
六
条
に
規
定
す
る
書
類
を
添
え
て

行
う
。

二

（
略
）

二

（
略
）

５
〜
27

（
略
）

５
〜
27

（
略
）

第
三
条
の
う
ち
、
建
築
基
準
法
施
行
規
則
第
八
条
の
二
の
改
正
規
定
の
次
に
次
の
改
正
規
定
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
準
用
）

（
準
用
）

第
八
条
の
二
の
二

第
一
条
の
三
及
び
第
一
条
の
四
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
三
条
の
三
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
条
（
第
二
項
を
除
く
。）、
第
三
条
の
三
第
四
項
、
第
三
条
の
四
第
一
項
、
第
三
条
の

六
か
ら
第
三
条
の
八
ま
で
、
第
三
条
の
九
（
第
二
項
を
除
く
。）、
第
三
条
の
十
二
、
第
三
条
の
十
三
第
二
項
、

第
四
条
（
第
四
条
の
四
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
四
条
の
三
の
二
、
第
四
条
の
四
、
第
四

条
の
五
の
二
、
第
四
条
の
八
（
第
四
条
の
十
一
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
四
条
の
九
、
第

四
条
の
十
二
の
二
、
第
四
条
の
十
六
並
び
に
第
四
条
の
十
六
の
三
の
規
定
は
、
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
国

の
機
関
の
長
等
に
よ
る
建
築
主
事
等
又
は
指
定
確
認
検
査
機
関
に
対
す
る
通
知
そ
の
他
の
手
続
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ

同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
八
条
の
二
の
二

第
一
条
の
三
及
び
第
一
条
の
四
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
三
条
の
三
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
条
（
第
二
項
を
除
く
。）、
第
三
条
の
三
第
四
項
、
第
三
条
の
四
第
一
項
、
第
三
条
の

六
か
ら
第
三
条
の
八
ま
で
、
第
三
条
の
九
（
第
二
項
を
除
く
。）、
第
三
条
の
十
二
、
第
三
条
の
十
三
第
二
項
、

第
四
条
（
第
四
条
の
四
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
四
条
の
三
の
二
、
第
四
条
の
四
、
第
四

条
の
五
の
二
、
第
四
条
の
八
（
第
四
条
の
十
一
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
四
条
の
九
、
第

四
条
の
十
二
の
二
、
第
四
条
の
十
六
並
び
に
第
四
条
の
十
六
の
三
の
規
定
は
、
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
国

の
機
関
の
長
等
に
よ
る
建
築
主
事
等
又
は
指
定
確
認
検
査
機
関
に
対
す
る
通
知
そ
の
他
の
手
続
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ

同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
略
）

（
略
）

第
一
条
の
三
第
一
項

法
第
六
条
第
一
項
（

法
第
十
八
条
第
二
項
（

第
一
条
の
三
第
一
項
、
第

一
条
の
四
及
び
第
三
条
の

三
第
四
項

法
第
六
条
第
一
項

法
第
十
八
条
第
二
項

（
略
）

（
略
）

第
一
条
の
三
第
一
項
第
一

号
及
び
第
四
項
第
一
号

（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
三

条
の
三
第
一
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

別
記
第
二
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
様
式

第
一
条
の
三
第
一
項
第
一

号
及
び
第
四
項
第
一
号

（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
三

条
の
三
第
一
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

別
記
第
二
号
様
式

別
記
第
四
十
二
号
様
式

第
一
条
の
三
第
一
項
第
一

号
イ

及
び

、
同
項
の

表
二
、
第
四
項
の
表
一
、

第
八
項
並
び
に
第
十
項

（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
三

条
の
三
第
一
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）、
第
四
条
第
一
項
第

確
認
に

審
査
に
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一
号
（
第
四
条
の
四
の
二

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）、
第
四
条
の
八

第
一
項
第
一
号
（
第
四
条

の
十
一
の
二
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）並

び
に
第
四
条
の
十
六
第
一

項
及
び
第
二
項

（
略
）

（
略
）

第
一
条
の
三
第
一
項
の
表

二
の
八
十
五
の
二
項
（
第

三
条
の
三
第
一
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）

第
十
一
条
第
一
項
又
は
第
二
項

第
十
二
条
第
二
項
又
は
第
三
項

第
一
条
の
三
第
一
項
の
表

二
、
第
四
項
の
表
一
、
第

八
項
及
び
第
十
項
（
こ
れ

ら
の
規
定
を
第
三
条
の
三

第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）、
第
四

条
第
一
項
第
一
号
（
第
四

条
の
四
の
二
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）、

第
四
条
の
八
第
一
項
第
一

号
（
第
四
条
の
十
一
の
二

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）並
び
に
第
四
条

の
十
六
第
一
項
及
び
第
二

項

確
認
に

審
査
に

（
略
）

（
略
）

第
一
条
の
三
第
十
一
項

（
第
三
条
の
三
第
一
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）及
び
第
四
条
第
二

項
（
第
四
条
の
四
の
二
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）

当
該
確
認

当
該
審
査

第
一
条
の
三
第
十
一
項

（
第
三
条
の
三
第
一
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）及
び
第
四
条
第
二

項
（
第
四
条
の
四
の
二
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）

当
該
確
認

当
該
審
査

第
一
条
の
四
及
び
第
三
条

の
三
第
四
項

法
第
六
条
第
一
項

法
第
十
八
条
第
二
項

（
略
）

（
略
）

第
二
条
第
一
項
及
び
第
四

項

第
十
一
条
第
六
項

第
十
二
条
第
七
項

第
二
条
第
一
項
及
び
第
四

項

第
十
二
条
第
六
項

第
十
三
条
第
七
項

第
二
条
第
一
項
及
び
第
四

項
並
び
に
第
三
条
の
四
第

一
項

第
八
条
に

第
九
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
令
第
八
条
に

第
二
条
第
一
項
及
び
第
四

項
並
び
に
第
三
条
の
四
第

一
項

第
六
条
に

第
七
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
令
第
六
条
に
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（ 略 ） （ 略 ）

第 四 条 第 一 項 第 四 号

（ 第 四 条 の 四 の 二 に お

い て 準 用 す る 場 合 を 含

む 。 ）

ホ ま で ニ ま で 第 四 条 第 一 項 第 四 号

（ 第 四 条 の 四 の 二 に お

い て 準 用 す る 場 合 を 含

む 。 ）

第 十 二 条 第 一 項 第 十 三 条 第 二 項

同 条 第 二 項 同 条 第 三 項

第 四 条 第 一 項 第 四 号 イ

（ 第 四 条 の 四 の 二 に お

い て 準 用 す る 場 合 を 含

む 。 ）

第 十 一 条 第 一 項 第 十 二 条 第 二 項

含 み 、 次 の イ か ら ハ ま で に 掲 げ

る 場 合 に あ つ て は そ れ ぞ れ イ か

ら ハ ま で に 定 め る も の と す る

含 む

第 十 一 条 第 二 項 第 十 二 条 第 三 項

第 四 条 第 一 項 第 四 号 ハ

（ 第 四 条 の 四 の 二 に お

い て 準 用 す る 場 合 を 含

む 。 ）

、 第 三 条 第 四 項 又 は 第 四 条 第 二

項

又 は 同 令 第 九 条 第 一 項 に お い て

読 み 替 え て 準 用 す る 同 令 第 三 条

第 四 項 若 し く は 第 四 条 第 二 項

（ 略 ） （ 略 ）

第 三 条 の う ち 、 建 築 基 準 法 施 行 規 則 別 記 第 二 号 様 式 第 四 面 の 改 正 規 定 を 次 の よ う に 改 め る 。

改 正 後 改 正 前

別記 別記
第二号様式（第一条の三、第三条、第三条の三関係）（Ａ４） 第二号様式（第一条の三、第三条、第三条の三関係）（Ａ４）

（第四面） （第四面）
建築物別概要 建築物別概要
 

【１．番号】～【10．建築設備の種類】 （略） 【１．番号】～【10．建築設備の種類】 （略）
 

【11．確認の特例】 【11．確認の特例】
【イ．建築基準法第６条の３第１項ただし書又は同法第18条第５項ただし書の規定による審査
の特例の適用の有無】

【イ．建築基準法第６条の３第１項ただし書又は同法第18条第５項ただし書の規定による審査
の特例の適用の有無】

有 無 有 無
【ロ．適用があるときは、特例の区分】
建築基準法第６条の３第１項第１号に掲げる確認審査又は同法第18条第５項第１号に掲げ
る審査

建築基準法第６条の３第１項第２号に掲げる確認審査又は同法第18条第５項第２号に掲げ
る審査
（構造設計を行つた構造設計一級建築士又は構造関係規定に適合することを確認した構造
設計一級建築士）
氏名
資格 構造設計一級建築士交付第 号

【ロ．建築基準法第６条の４第１項の規定による確認の特例の適用の有無】 有 無
【ハ．建築基準法施行令第10条各号に掲げる建築物の区分】

第 号
【ニ．認定型式の認定番号】
第 号
【ホ．適合する一連の規定の区分】
建築基準法施行令第136条の２の11第１号イ
建築基準法施行令第136条の２の11第１号ロ

【ヘ．認証型式部材等認証番号】

令
和

年


月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






【
12．
床
面
積
】
～
【
19．
備
考
】
（
略
）

【
12．
床
面
積
】
～
【
19．
備
考
】
（
略
）

























































































【
ハ
．
建
築
基
準
法
第
６
条
の
４
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
の
特
例
の
適
用
の
有
無
】


有


無

【
ニ
．
建
築
基
準
法
施
行
令
第
10条
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
の
区
分
】

第
号

【
ホ
．
認
定
型
式
の
認
定
番
号
】

第
号

【
ヘ
．
適
合
す
る
一
連
の
規
定
の
区
分
】


建
築
基
準
法
施
行
令
第
136条

の
２
の
11第
１
号
イ


建
築
基
準
法
施
行
令
第
136条

の
２
の
11第
１
号
ロ

【
ト
．
認
証
型
式
部
材
等
認
証
番
号
】

























































































第
六
条
の
う
ち
、
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
指
定
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
機
関
等
に
関
す
る
省
令
第
二
十
九
条
第
一
項
及
び
同
令
別
記
第
二
号
様
式
の
改
正
規
定
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
図
書
の
保
存
）

（
図
書
の
保
存
）

第
二
十
九
条

法
第
七
十
七
条
の
二
十
九
第
二
項
の
確
認
検
査
の
業
務
に
関
す
る
書
類
で
国
土
交
通
省
令
で
定
め

る
も
の
は
、施
行
規
則
第
三
条
の
三
第
一
項（
施
行
規
則
第
八
条
の
二
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
規
則
第
一
条
の
三
、
施
行
規
則
第
三
条
の
三
第
二
項
（
施
行
規
則
第
八
条
の
二
の
五

第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
規
則
第
二
条
の
二
、
施
行
規
則
第
三
条

の
三
第
三
項
（
施
行
規
則
第
八
条
の
二
の
六
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
準
用
す
る

施
行
規
則
第
三
条
、
施
行
規
則
第
四
条
の
四
の
二
（
施
行
規
則
第
八
条
の
二
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
規
則
第
四
条
、
施
行
規
則
第
四
条
の
十
一
の
二
（
施
行
規
則
第
八
条
の
二
の

二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
規
則
第
四
条
の
八
並
び
に
施
行
規
則
第
四
条

の
十
六
第
二
項
（
施
行
規
則
第
八
条
の
二
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
図
書
及
び
書

類
、
施
行
規
則
第
三
条
の
五
第
三
項
第
二
号
、
施
行
規
則
第
四
条
の
七
第
三
項
第
二
号
、
施
行
規
則
第
四
条
の

十
四
第
三
項
第
二
号
、
施
行
規
則
第
四
条
の
十
六
の
二
第
三
項
第
二
号
、
施
行
規
則
第
八
条
の
二
第
七
項
第
二

号
、
施
行
規
則
第
八
条
の
二
第
十
四
項
第
二
号
、
施
行
規
則
第
八
条
の
二
第
二
十
二
項
第
二
号
及
び
施
行
規
則

第
八
条
の
二
第
二
十
六
項
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
、
法
第
六
条
の
三
第
七
項
及
び
法
第
十
八
条
第
十
一
項
に
規

定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
並
び
に
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条
第
六
項
及
び
同
法
第
十
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定

通
知
書
又
は
そ
の
写
し
（
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十

八
年
国
土
交
通
省
令
第
五
号
）第
八
条
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
同
号
に
規
定
す
る
認
定
書
の
写
し
、

同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
同
号
に
規
定
す
る
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
、
同
条
第
三
号
に
掲
げ
る

場
合
に
あ
っ
て
は
同
号
に
規
定
す
る
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
。）と
す
る
。

第
二
十
九
条

法
第
七
十
七
条
の
二
十
九
第
二
項
の
確
認
検
査
の
業
務
に
関
す
る
書
類
で
国
土
交
通
省
令
で
定
め

る
も
の
は
、施
行
規
則
第
三
条
の
三
第
一
項（
施
行
規
則
第
八
条
の
二
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
規
則
第
一
条
の
三
、
施
行
規
則
第
三
条
の
三
第
二
項
（
施
行
規
則
第
八
条
の
二
の
五

第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
規
則
第
二
条
の
二
、
施
行
規
則
第
三
条

の
三
第
三
項
（
施
行
規
則
第
八
条
の
二
の
六
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
準
用
す
る

施
行
規
則
第
三
条
、
施
行
規
則
第
四
条
の
四
の
二
（
施
行
規
則
第
八
条
の
二
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
規
則
第
四
条
、
施
行
規
則
第
四
条
の
十
一
の
二
（
施
行
規
則
第
八
条
の
二
の

二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
規
則
第
四
条
の
八
並
び
に
施
行
規
則
第
四
条

の
十
六
第
二
項
（
施
行
規
則
第
八
条
の
二
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
図
書
及
び
書

類
、
施
行
規
則
第
三
条
の
五
第
三
項
第
二
号
、
施
行
規
則
第
四
条
の
七
第
三
項
第
二
号
、
施
行
規
則
第
四
条
の

十
四
第
三
項
第
二
号
、
施
行
規
則
第
四
条
の
十
六
の
二
第
三
項
第
二
号
、
施
行
規
則
第
八
条
の
二
第
七
項
第
二

号
、
施
行
規
則
第
八
条
の
二
第
十
四
項
第
二
号
、
施
行
規
則
第
八
条
の
二
第
二
十
二
項
第
二
号
及
び
施
行
規
則

第
八
条
の
二
第
二
十
六
項
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
、
法
第
六
条
の
三
第
七
項
及
び
法
第
十
八
条
第
十
一
項
に
規

定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
並
び
に
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
二
条
第
六
項
及
び
同
法
第
十
三
条
第
七
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定

通
知
書
又
は
そ
の
写
し
（
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十

八
年
国
土
交
通
省
令
第
五
号
）第
六
条
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
同
号
に
規
定
す
る
認
定
書
の
写
し
、

同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
同
号
に
規
定
す
る
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
、
同
条
第
三
号
に
掲
げ
る

場
合
に
あ
っ
て
は
同
号
に
規
定
す
る
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
。）と
す
る
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



別記 別記
第二号様式（第十四条関係）（Ａ４） 第二号様式（第十四条関係）（Ａ４）

確認検査の業務の予定件数 確認検査の業務の予定件数

業 務 の 区 分
推定件数

業 務 の 区 分 推定件数遠隔から検査を
行う場合

実地に確認検査
を行う場合

床面積の合計が300


以内の建築物（法第６条第
１項第３号


に掲げる建築物及び法第68条の10第１

項の認定（令第136条の２の11第１号に係る認定
に限る。以下同じ。）を受けた型式に適合する建築
物の部分を有する建築物に限る。）

建築確認等 件 床面積の合計が500


以内の建築物（法第６条第１項第４号


に掲げる
建築物及び法第68条の10第１項の認定（令第136条の２の11第１号に
係る認定に限る。以下同じ。）を受けた型式に適合する建築物の部分を
有する建築物に限る。）

建築確認等 件

完了検査 件 完了検査 件 完了検査 件

中間検査 件 中間検査 件 中間検査 件

仮使用認定 件 仮使用認定 件 仮使用認定 件

床面積の合計が300


以内の建築物（法第６条第
１項第３号


に掲げる建築物及び法第68条の10第１

項の認定を受けた型式に適合する建築物の部分を
有する建築物を除く。）

建築確認等 件 床面積の合計が500


以内の建築物（法第６条第１項第４号


に掲げる
建築物及び法第68条の10第１項の認定を受けた型式に適合する建築物
の部分を有する建築物を除く。）

建築確認等 件

完了検査 件 完了検査 件 完了検査 件

中間検査 件 中間検査 件 中間検査 件

仮使用認定 件 仮使用認定 件 仮使用認定 件

床面積の合計が300


を超え、2000以内の建築
物

建築確認等 件 床面積の合計が500


を超え、2000以内の建築物 建築確認等 件

完了検査 件 完了検査 件 完了検査 件

中間検査 件 中間検査 件 中間検査 件

仮使用認定 件 仮使用認定 件 仮使用認定 件

床面積の合計が2000を超え、10000以内の建
築物

建築確認等 件 床面積の合計が2000を超え、10000以内の建築物 建築確認等 件

完了検査 件 完了検査 件 完了検査 件

中間検査 件 中間検査 件 中間検査 件

仮使用認定 件 仮使用認定 件 仮使用認定 件

床面積の合計が10000を超える建築物 建築確認等 件 床面積の合計が10000を超える建築物 建築確認等 件

完了検査 件 完了検査 件 完了検査 件

中間検査 件 中間検査 件 中間検査 件

仮使用認定 件 仮使用認定 件 仮使用認定 件

（略） （略）

（略） （略）

令
和

年


月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 省 令 は 、 地 域 の 自 主 性 及 び 自 立 性 を 高 め る た め の 改 革 の 推 進 を 図 る た め の 関 係 法 律 の 整 備 に 関 す る 法 律 附 則 第 一 条 第 三 号 に 掲 げ る 規 定 の 施 行 の 日 （ 令 和 六 年 十 一 月 一 日 ） か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

２ こ の 省 令 の 施 行 の 際 現 に あ る 第 一 条 又 は 第 四 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 様 式 に よ る 用 紙 は 、 当 分 の 間 、 こ れ を 取 り 繕 っ て 使 用 す る こ と が で き る 。

（ 都 市 再 生 特 別 措 置 法 施 行 規 則 の 一 部 改 正 ）

３ 都 市 再 生 特 別 措 置 法 施 行 規 則 （ 平 成 十 四 年 国 土 交 通 省 令 第 六 十 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。




次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
建
築
物
の
建
築
等
に
係
る
同
意
に
関
す
る
協
議
）

（
建
築
物
の
建
築
等
に
係
る
同
意
に
関
す
る
協
議
）

第
一
条
の
十
三

法
第
十
九
条
の
十
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
の
申
出
を
し
よ
う
と
す
る
協
議
会
は
、
協
議

書
の
正
本
一
通
及
び
副
本
一
通
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
当
該
申
出
に
係
る
建
築
物
の
建
築
等
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る

書
類
を
添
え
て
、
こ
れ
ら
を
建
築
主
事
又
は
建
築
副
主
事
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

第
一
条
の
十
三

法
第
十
九
条
の
十
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
の
申
出
を
し
よ
う
と
す
る
協
議
会
は
、
協
議

書
の
正
本
一
通
及
び
副
本
一
通
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
当
該
申
出
に
係
る
建
築
物
の
建
築
等
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る

書
類
を
添
え
て
、
こ
れ
ら
を
建
築
主
事
又
は
建
築
副
主
事
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

建
築
基
準
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
建
設
省
令
第
四
十
号
）
第
一
条
の
三
に
規
定
す
る
建
築
基
準
法

（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
六
条
第
一
項
（
同
法
第
八
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
第
一
条
の
十
五
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
る
確
認
の
申
請
書
並
び
に
そ
の
添
付
図

書
及
び
添
付
書
類
に
相
当
す
る
書
類
及
び
図
書
又
は
同
令
第
八
条
の
二
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
一

条
の
三
に
規
定
す
る
同
法
第
十
八
条
第
二
項
（
同
法
第
八
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）の
規
定
に
よ
る
通
知
に
要
す
る
通
知
書
並
び
に
そ
の
添
付
図
書
及
び
添
付
書
類
に
相
当
す
る
書
類
及
び

図
書

二

建
築
基
準
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
建
設
省
令
第
四
十
号
）
第
一
条
の
三
に
規
定
す
る
建
築
基
準
法

（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
六
条
第
一
項
（
同
法
第
八
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
第
一
条
の
十
五
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
る
確
認
の
申
請
書
並
び
に
そ
の
添
付
図

書
及
び
添
付
書
類
に
相
当
す
る
書
類
及
び
図
書
又
は
同
令
第
八
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第

一
条
の
三
に
規
定
す
る
同
法
第
十
八
条
第
二
項
（
同
法
第
八
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）の
規
定
に
よ
る
通
知
に
要
す
る
通
知
書
並
び
に
そ
の
添
付
図
書
及
び
添
付
書
類
に
相
当
す
る
書
類
及
び

図
書

２

（
略
）

２

（
略
）
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